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序／ストラトスフェラ







　人は空を飛べない。

　なにを当たり前のことを、と誰だれもが言う。しかし、それは当たり前ではない、と、古老や道どう士しは言う。

　いわく、かつての我等らは「仙せん術じゆつ」の力を駆く使しし、雲に乗り空を駆かけたと。

　あの日、空に「魔ま星せい」が現れるまでは。




　私が生まれたときには、それはもう空にあって、そこに届こうにも、厚い雲がどんよりと天を覆おおい、見ることさえも難しく、

　けれど、当たり前のように、「そんなものだ」と思っていた。

　頭上の空気が重々しいことこそが、当たり前のことなのだと。




　けれど、違ちがった。




　その瞬しゆん間かんのことは、一生、忘れないだろう、と、ネッタは思った。

「これが、本物の、空――」

　あとは、なかなか言葉にならない。　頭上に広がるのは、青空という言葉から想像していたよりも、もっと深い濃のう紺こん。

　直接、ぎらぎらと差し込むまぶしい陽光。

　そして、眼下に広がる「尸し雲うん」の海――

　生まれたときから、すべての上をさも当然のように覆っていた、どんよりとした「天」が、いまや足あし下もとにあった。

　本当は、あれは天などではなく、

　人は飛ぶことができ、

　空は、さらにどこまでも続くような、透すき通とおった世界だと。

　語られてきたことのほうが、真実だった。

　いかに法力を使えようとも。

　いかに体術を極きわめていようとも。

　この光景の前には、ネッタ・グェンはもはや、ただの少女にすぎなかつた。

「――きれい」

　ありきたりだが、他になんと言えばよいというのか。

　泣けばいいのか、笑えばいいのか。心と体が勝手に震ふるえる。

　こんなものが見られるとは、思っていなかった。

　父たちの世代の道士が、いかに懐なつかしそうに語ろうとも、彼かれ等らがどれほど自在に、術でここを駆けたと嘆なげこうとも、はじめから見たことがなければ、実感もなかった。

　でも、もう戻もどれない。

　もう、この光景を、見てしまったから。

「ありがとう、ダン」

　ごく自然と、言葉がこぼれた。

　隣となりで機械を握にぎっている、この、年上のくせに童顔の青年。

　異世界の空から来たひと。

　彼かれは微笑ほほえんで、こう言ってくれたのだ。




「さあ、君の人生をずっと見下してた、むかつく星を殴なぐりに行くんだろ」




　あの日、この人が空から降りてこなければ、少女がここに来ることはできなかった――







第一章　バース・オブ・ジ・オデッセイ







　あの日まで、ダン・アステルという男の人生に、ネッタ・グェンという少女が現れる可能性はそもそも、ありえなかった。

　そう、あの日。

　コクピットに座すわる彼の脳のう裏りをよぎったのは、別のこと――







　――幼い頃ころから変わらぬ、少年の夢。

　小学校の文集には、「ＮＡＳＡで宇宙飛行士になる」と書いた。

　昔は笑われさえした夢だった。「日本人ならＪＡＸＡだろ」と突っ込まれるくらいならましなほうだ。

　ところが本当にアメリカに引ひっ越こすことになり、空は一気に身近になった。ハイスクールとカレッジに通いながら、ジェットの操そう縦じゆう桿かんを握ることさえできた。

　今のところ、彼が乗っているのはまだ宇宙船ではなく、その手助けをするものでしかなかったが、順番が回ってくるのに、そう長くはかかるまい。




　眼下には雲しか見えなかった。予定通りなら、そろそろ西部上空だ。元・夢見がちな少年が乗る機の奇き妙みような影かげが、雲に落ちている。

　普ふ通つうの飛行機なら漢字の「士」だろうが、眼下のそれは「廿」のようだ。胴どう体たいが、二本あるのだ。自分で飛ばしておいてなんだが、おかしな形だ、と彼は思った。

　突とつ然ぜん、ヘッドセットに声が割り込んできた。

「機長よりアステル候補生。無線機が壊こわれたらしい。そちらはどうだ。近くの管かん制せい塔とうを呼び出だしてくれ」

　隣の胴体に乗っている教官兼けん機長の声だった。二人は同じ飛行機に乗りながら、それぞれ別の場所に座っているのだ。

「その呼び方やめてくださいって言ったじゃないですか、シン機長」

　隣であって隣でない席からの通信に、彼は苦く笑しようまじりに応こたえた。そうは言ってもいちおう本名だからどうしようもない。

　団だん　明日あす輝てる。自分でもいささかキラキラしすぎているのではないか、と、自己紹しよう介かいのたびに気き後おくれしたものだった。

　だが、いかに童顔で、パイロットとしても若手とはいえ、そこで口論を始めるほど彼は子供ではなかった。やるべきことはすべて出来なくては、一流の飛行士にはなれない。

　まして次代の宇宙飛行士には選ばれないだろう。

　ことによればこの「故障」も、訓練の一いつ環かんかもしれない。ダンは正しい手順で無線機を操作し、航空局割り当ての周波数帯に呼びかけた。

「こちらＴｕ－16ＷＢＸ〝ツイン・フェニックス〟。コントロール応答せよ……」

　これも二本の胴体に由来するコールサインを告げる。昔の爆ばく撃げき機きを二機繋つなげ、真ん中には宇宙船をつり下げる予定の特別な改造機だから、全米にも二つとなく、管制官もすぐにわかるはずだ。しかし、ヘッドセットからは雑音しか返ってこない。

「おかしい、こっちも故障したのか。本当にこの局ですか。現在位置は？」

「確かく認にんする。操縦をかわれ。ユーハブ・コントロール」

「アイハブ・コントロール」

　航法計算をやり直させられるかと思ったが、教官兼機長が自分でやるという。どうやらこれは訓練などではなさそうだ。ダンは改めて操そう縦じゆう輪りんをしっかりと握りながら、声に出し、そして窓の向こうにいる機長に右手でサインを出した。向こうも、はっきりとわかるように両手を上げてから、作業に取りかかるのが見えた。旧式の油圧ブーストで、舵かじの手て応ごたえが伝わってくる。

　本来はすぐ隣の席と直接交かわすやりとりだが、技術的進歩と訓練という名目のために、ダンは一人こちらに座らされている。一人でできるだろ、というわけだ。

　ただし一人でやれるのは、その進歩した機械がまともに働いているかぎりだ。いや、それどころではないことを、ダンはすぐに、眼前にはっきりと見てとった。

「前方に天候の急変。雲、いや、竜たつ巻まきです！」

「ばかな、成せい層そう圏けんだぞ。いや何でもいい回かい避ひしろ！」

「やってます！」

　なにしろ、ただでさえ重い爆撃機が二つ、くっついているのだ。急には曲がれない。高度を上げつつ大きく旋せん回かいしようとするが、すぐに機体がガタガタと揺ゆれ始めた。乱気流に捕つかまったようだ。

　目測を誤ったか、これは台風クラスの現象であるらしい。

「出力を上げて気流の外に出ろ」

　命令されるまでもなく、ダンはそうするつもりでいた。しかし、スロットルレバーを全開まで押おし込んでもなお、速度が思うように上がらない。

「仕方ない、高度を下げます。速度に乗せて渦うずを振ふり切きる」

　ダンはいちかばちかの決断をして、操縦輪を今までと逆に傾かたむけた。機首がガクンと下がり、正面に渦が見えた。

　そのとき、はっきりとわかった。これは台風でも、ましてや竜巻などでもない。

「孔あなだ」

　ダンはとっさにそう思った。空や宇宙にあこがれ始めた子供の頃、ＳＦ映画で見たブラックホール。それが一番、印象に近かった。

　その深しん淵えんに、機体が吸い寄せられていく。

「冗じよう談だんじゃないぞ。舵を戻せ、いや、俺おれがやる。舵をよこせ！」

　ヘッドセットの向こうでシン機長がわめいている。窓の外でも、大げさな手て振ぶりで憤いきどおる彼の姿が見えた。

「いま無理な操そう舵だをしたら、機体に負ふ荷かがかかる！」

　ダンは反論したが、操縦輪には彼の意に反する動きが伝わってきた。一いつ瞬しゆん、舵の作動が相そう殺さいされて、機体はそのまま、流され始めた。

　気流にゆさぶられる振しん動どうに混じって、メリメリと、嫌いやな音が聞こえてくる。舵の効きとは関係なく、機体はぐるりと横転を始めた。

　突然、耳元で、ぷつん、と何かが切れる音がして、うるさかったシンの声が届かなくなった。どこかで内線が切れたのだ。

　どこで？

　探さぐり当あてるまでもなかった。あきらかに破は壊かい的てきな音とともに、突然、舵が軽くなり、そして自分とは逆回りに横転しながら、もう一本の胴体と片翼よくが、遠ざかって行くのが、キャノピー越ごしにはっきりと見えたのだ。

「機長！」

　ダンはとっさに手を伸のばしたが、捕まえられるわけもなかった。シンを乗せたまま、もう一本の胴体は気流に呑のまれ、ちぎれ飛ぶ雲の向こうに消えた。

　ダンのほうも操縦が自由になったわけではない。ジェットの推力を上回る圧あつ倒とう的てきな力で、孔へと引きずり込まれていく。

「畜ちく生しよう、飛べよ！」

　そう思った直後、あたりは一面、闇やみとなった。




　一瞬であったのか、永遠であったのか。




　機体の振動が収まり、闇が去って、光が戻ってきた。

「抜ぬけたのか!?」

　幸いにもダンは、そのときまで気を失ってはいなかった。

　とっさに窓の外を見る。つなぎ目のあったほうはちぎれて、翼の半分ほどがなくなっていたが、もう一方の主しゆ翼よくは無事のようだ。なにより、エンジンはすべて動いている。

「なら、なんとかなーる！　片翼で飛んだやつは旧軍にも空自にもいた！」

　先人に勇気をもらって自らを鼓こ舞ぶしつつ、しかし冷静に、片方の舵だけで釣つり合あいをとった。水すい平へい儀ぎの回転が止まったころには、もう次の危機が目の前に迫せまっていた。

　文字通りの目の前に、「建物」が。

　成層圏を飛んでいたはずなのに、いつの間にそんなに高度を失ったのか、などと考えている余よ裕ゆうはなかった。フラップをフルダウン、操縦輪を引く。失速して墜つい落らくしても、そのまま激げき突とつしても、おそらく運命はそんなに変わるまい。

　機首が徐じよ々じよに上がり、水平に近づく。スロットルを再び最大に。片翼の中古爆撃機は、どこか東洋風の町並みの上を、ぎりぎりの高度で旋回した。

「チャイナ・タウン？　ＬＡかＳＦまで飛ばされたってのか。シン機長のほうは？」

　距きよ離りの計算がどうやっても合わないが、それは後回しだ。

　なぜなら、シンを捜さがして見回すうちに、もっと信じられないものが見えたからだ。

　今までのことすべてが、すでに信じがたいものだったが、これは「信じがたさ」の点では、なにか次元が違っていた。

　彼が知っているもので、一番近いモノは、これも昔、映画かテレビで見ていた……

「怪かい獣じゆう？」

　他に、なんと言えばよいのだろう。

　姿だけなら、博物館にある動物の全身骨格とか、恐きよう竜りゆうの化石のように見える。

　しかし、自機の高度と比べれば、身長は数十メートルあろう。しかも、それは東洋風の町並みを破は壊かいしながら歩いているのだ。

　一歩足を踏ふみ下ろせば土つち煙けむりが上がり。

　口？　から赤い光を吐はけばどこかに爆ばく炎えんが上がり。

　そして腕うでを振り回まわせば、五ご重じゆうの塔とうにも似た塔が崩くずれ落おちた。

　そんなものを、怪獣、以外になんと呼べばよいのか。

　戸と惑まどっているダンの前に、今度はもっと別の、しかし、こちらはたしかに理解できるものが現れた。

　人間だ。

　ただし、それが目の前を横切っていく、という状じよう況きようは、やはり異常で、理解しがたいものだった。

　気のせいでなければ、その「人物」は、たったいま崩された塔から「怪獣」に飛びかかり、そして、弾はじき飛とばされた――ように見えた。

　風防の前を放物線を描えがいて飛んでいくその姿は、これも見み間ま違ちがいでなければ。

　女の子、だった。

　赤いセパレートの服に、二本の黒々とした髪かみを翼のようになびかせて、くるくると回転しながら……

　その回転の瞬間に、目が合った。

　見開かれたその瞳ひとみは、恐きよう怖ふのためか、驚きよう愕がくのためか。

　すんでのところで、激突は免まぬがれ、赤い影は機の後方に置き去りにされた。だとしても、あの高度から落ちたのでは、どちらにしろ助かるまい。

「なんて、こった」

　あいかわらず、状況は、わからない。

　だが、ダンの腕はすでに操縦輪を傾けていた。機首を再び、さっき目もく撃げきした「怪獣」に向ける。

　あれが何であろうと、町を破壊し女の子をはね飛ばして殺すようなものは、悪に決まっているではないか。

「改造前は、爆ばく弾だん積んでたんだろうけど、今はなにもないもんな」

　ダンはスロットルを全開まで上げ、操縦輪をがっちりと固定した。

　旧式とはいえ巨きよ大だいなジェットエンジンの力は「怪獣」に避よける隙すきさえ与あたえなかった。

　そいつが振り向むいた瞬間、残っていたもう一方の主しゆ翼よくが喉のど元もとに激突した。

　コクピットに衝しよう撃げきが走る。

　今度こそ両翼ともちぎれ飛んだかと覚かく悟ごした。

　しかし、「怪獣」が滑すべるように転てん倒とうしたためか、衝撃が逸それた。機は、水平に回転しながら、いまだ空中にある。

　風防の外をぐるぐると繰くり返かえし流れていく町の景色に、ダンは、

「しまった」

　と思った。

　怪獣をやっつけることで頭がいっぱいになって、その後のことを考えていなかった。このままでは、町中に墜落してしまう。

　地上の人を巻きこまない場所に落とさねばならない。パイロットならば当然の心がけが、訓練された体を自動的に動かす。たとえ脱だつ出しゆつが間に合わなくとも。実際にそうした結果、命を失ったパイロットは何人も居る。

　ダンはむろん、その全員を尊敬していたが、後を追いたいかと言われれば正直、躊ちゆう躇ちよする。だから、進路上に海が見えたときは、しめた、と思った。

　方ほう向こう舵だで回転を緩ゆるめ、燃料を捨て、行く手に誰もいないことを確かめてから、シートの射出レバーを引く。

　元が爆撃機だからこそついている緊きん急きゆう脱出装置で、ダンは見知らぬ国の空に放ほうり出され、そして軽い衝撃とともに、空中につり下げられた。

　ほぼゼロ高度からの脱出だから、パラシュートが開いてもすぐに地面が迫ってくる。なかなか痛い着地になりそうだが、そんなことよりもダンの注意を引いたのは、森から駆け寄よってくる人ひと影かげだった。

　ただでさえ危ないというのに、しかし、その姿はさらに困こん惑わくを誘さそうものだった。

　赤い服と、たなびく二本の髪。

　さっき、「怪獣」に吹ふっ飛ばされた女の子と同じ。

　たまたま同じ格好なだけだろうか。あれで生きているとは思えない。

　いずれにしろ、ダンが叫さけぶべきことは一つしかなかった。

「あぶない、近づくな！」

　もしかしたら飛行機が爆発するかもしれない。

　だが、彼かの女じよ――そう、やはり女性だった――はこちらを見上げ、気づくと、逃にげるのではなくかえって近づいてきた。

　伝わらなかったのか？　と思う間もなく、ダンの足が浅あさ瀬せについた。パラシュートが風に煽あおられる。切り離はなそうともたついているうちに、彼女は駆け足あしで近づいてくる。それがまた、速い。オリンピックの短たん距きよ離り選手かというくらいに速い。

　いやそれより、問題は、パラシュートが海風に押されてうまく歩けないことで。

　そして、とうとう風に負けたダンは、向かってくる女のほうによたよたと近づき、足が索さくにもつれて、

　倒たおれた。

　彼女の、すぐ目の前で。

「！」

　女も何かを叫んで、飛び込んで来た。その胸の中に、ダンは思い切り倒れ込んだ。

　パラシュートに引っ張られて、二人は絡からまり合って浅瀬に転げた。まずい、とダンは思った。このままだと索がからまって、大変なことに――

　手て遅おくれだった。

　二人は索に縛しばり付つけられて、密着した状態で横倒しになっていた。目の前に、彼女の顔がある。

　間ま違ちがいなく、さっき、コクピットの前を飛んでいったのと同じ顔。

　おそらくダンよりも少し年下、十代後半くらいで東洋系とおぼしき、まずは美少女といってさしつかえない顔。見開かれた目はよくよく見るとややつり目がちで、なお快活な印象。髪が翼のように見えたのは、ツインテールに結ゆってあるからだ。

　赤い服は近くで見ると合わせが斜ななめのチャイナ風味みで、ゲームか何かのカンフー使いにも見える。パイロットスーツの上から押しつけられる弾だん力りよくのほうはまあ、ほどほどで、なるほどアスリート系の印象を確かなものにする。

　この子が怪獣に殺されてなくて本当によかった、と、ダンは自らの選せん択たくを喜んだ。うっかりすると、機体の下した敷じきにしかねなかったのだが、それも無事回避できたし。

　少女のほうも、じっとダンの顔を見つめていた。というより、そもそも他にどうしようもない。向こうからはどう見られているのか。

　彼女の顔は、こころなしか少しずつ赤くなっている気がした。それから、もぞもぞと動き始める。

　見知らぬ男とくっついていたくないのは理解できる。が、今は仕方ないだろう。

「あ、下手に動くと、余計からまって……」

　どこかそう遠くないところで水音がした。とっさにダンは、体をごろんと転がして、水音のほうに背を向けた。万が一爆発したとき、少女をかばうためだ。

　しばしの沈ちん黙もく。

　どうやら、爆発はないようだ。

「良かった、助かった」

　ダンが言った直後、見つめ合っていた少女の顔が更さらに朱しゆに染まった。そして、もぞもぞというより、網あみの中の活魚のようにもがき始める。

「いや、危ないから動くなって……」

　と言うまでもなく、その心配は切り捨てられた。彼女はなんと、刀を持っていたのだ。青せい竜りゆう刀とうみたいな幅はば広ひろのそれで索をスパッと切ると、慌あわてて向こうにごろりと転げるように逃げ、その反動でぱっと飛び上がると着地と同時に切っ先をダンに向けた。

　あんまりその挙動が鮮あざやかだったので、ダンはつい見とれてしまった。本当に、ワイヤー・アクションの香ほん港こん映画みたいな動きだったから。

「やっぱり、チャイナ・タウンなのかな」
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　ダンが独りごちるのを、聞こえたのか聞こえなかったのか、彼女は左手で体を隠かくしつつ（でも、へそと太ふと腿ももは丸出しだ）、右手ではぷるぷると小刻みに刀を振るわせ、顔を真っ赤にしたままでやっと、口を開いた。

「あ、あんたは誰、どこから来たの、あの鳥は一体何!?」

「は？」

　言葉が通じるのはわかった。しかし、おかしな響ひびき方だった。口の動きと合っていないような気がする。それより、鳥、とはどういうことか。

　いまどき飛行機を知らない人間など、密林の奥おく地ちにだっていないだろうに。

「……僕ぼくの名はダン。ＮＡＳＡのほうから来たんだが、ひとつこっちも聞いていいか？　ここは一体、どこなんだ？」

「なさ？」

　少女は首を、いささか間の抜けた感じでかしげた。

　二十一世紀の文明人なら、この組織の名前を知らないとは思えないのだが。

「おおい！」

　声に振り向くと、さらに新たな人影が駆け寄ってきた。今度は寺の坊ぼう主ずのようで微び妙みように違う黄色い着物をまとった、ひげの長い年配の男。その姿を一目見たダンの第一印象は

「仙せん人にん？」

　だった。どう見ても他に思い付かない。

　その仙人がまた何か叫んでいた。

「おおい、ネッタ、どうした！」

「ネッタ？」

　ダンがもう一度視線を動かすと、刀を構えたままのカンフー風少女はやっと答えた。

「ネッタ・グェン、道どう士しベヌウ・グェンの娘むすめよ。へ、変なことしたら、ただじゃすまないんだから！」

「道士？」

「わしが道士グェンじゃ」

　いつの間に近付いたのか、例の「仙人」がもう、すぐそばにいた。意外と足が速いのか、仙人もとい道士というだけに怪あやしげな術を使ったのか。ダンが一歩引くと、道士グェンなるその「仙人」も、油断無く身構えているのがわかった。

　どうやら、警けい戒かいされているらしい。さっきの自己紹介からするとネッタなる少女の父親ということになるから、そりゃ、娘の体に密着した、と知られたら怒おこるかもしれない。

「こやつ、何者じゃ？　新手の敵か？」

　娘が刀を向けていたのでは、そりゃ好意的には見てもらえないだろう。ダンは取り急ぎ、両手を上げた。アメリカ的に。それからネッタのほうを向いた。

「僕は敵じゃない。むしろ、さっきの怪獣に襲おそわれていたなら助けたい。さっきのは、その、ちょっとした事故だ」

　ネッタは、まだ少し赤い顔のまま、ダンと、不時着した爆撃機の間で視線をなんどか行ったり来たりさせ、戸惑いつつもやっと、通じる問いかけをしてくれた。

「あれに乗ってきたの、あんたで間違いないのね？　さっき体当たりしたのも」

「うん、君を助けたかっただけだ、他意は無い」

　答えを聞くと、何故なぜか顔だけはよけい赤くしながらも、ネッタはやっと矛ほこを収めてくれた。

「なら、味方と思っていいのね」

「味方なら、好都合。まだ、ことは片付いておらんのでな」

　ベヌウが言ったことを裏付けるように、陸の方から、ずしん、という地じ響ひびきが、直接、三人の体を揺らした。

　そういえば、体当たりしたあと、誰かがとどめを刺さしてくれたのかどうか、ダンは知らなかった。

　この調子だと、どうやら、そんなことはできなかったようだ。

「もしかして、あいつ、まだ……」

　確かめたくないが、振り向かざるをえない。

　再び地響き。

　そして、海岸の木々が踏み潰つぶされ、倒れた。

　梢こずえよりもはるかに高い位置に、にゅっと突つき出された、骨の首と赤く光る頭。

「ウソだろ、三十トンの爆撃機でぶつかったのに」

　あの「怪獣」は、地面に引きずり下ろされたあわれな飛行士を、はるかな高みから睥へい睨げいして、壊れた機械のような声で一声、吼ほえた。







第二章　ライティング・マン







　さっきまで町を壊していた怪獣が、何故こっちに来たのかは、わからない。

　あるいは破壊に飽あきたのか、はたまた、ネッタかベヌウを追ってきたのか。

　それとも、自分にぶつかった爆撃機を？　目立ち方からすれば、それが一番ありそうに思える。

　いずれにしろ、ダンにはもう、打つ手はなかった。

「双そう発はつ爆ばく撃げき機きの体当たりでびくともしないってことは、少なくとも貿易センタービルよりは頑がん丈じようってことか」

　不ふ謹きん慎しんながらも飛行機を使ったテロの威い力りよくを思い出し、別の意味で冷ひや汗あせが浮うかんだ。こんなものを倒すには、本当に軍隊が要いる。

「てか、何州か知らないけど軍はまだ来ないのか」

　アメリカなら州軍が出動すべき事態だろう。しかしどこを見回しても、戦車も軍ぐん艦かんもいない。空にも、戦せん闘とう機きも攻こう撃げきヘリも飛んでいない。

　ただ、どんよりとした雲に覆われているだけだ。

「軍？　刑ぎよう部ぶの検け非び違い使しなら、戦っておるぞ……無む駄だな抵てい抗こうだがな」

　道どう士しベヌウが指さした方を見ると、半分以上崩れた町の城じよう壁へきの上から煙けむりが上がり、ドン、ドンと砲ほう声せいが遅おくれて聞こえてきた。

　それが、遠すぎて見間違えているのでなければ、まるでカリブ海の海かい賊ぞく船せんにでも載っていそうな、クラシックな姿のもので。

　ごつん、ごつんと鈍にぶい音を立てて怪獣の体に見事命中した砲ほう弾だんは、むなしくはじき返され、ダンの足下に落ちてきた。

　慌てて避けたダンは、浅瀬に埋うまった砲弾を見て、驚おどろくより呆あきれた。

　それは近代的な「砲弾」というより、むしろ「砲ほう丸がん」。

　ただの、丸い鉄の鋳い物ものだ。陸上競技で投げる方がお似合いの。

「まさか、二十一世紀にこんな……」

「あんなものは効かぬと何度も言っておるのに。まあ、連中もこれ以上のものは持っておらんから、どうしようもないがの」

　ベヌウの口調からすると、どうやら彼等もふざけてやっているのではなさそうだ。まして、アトラクション、ということもないだろう。

　怪獣は、傷もつかなかったのに撃うたれるのはやはり嫌なのか、町の方を振り向いて、赤い熱線をいきなり、吐いた。

　熱線は城壁の上の大たい砲ほうと兵士たちを呑み込み、一瞬で壊かい滅めつさせた。火だるまになった人が、地面に落下していくのが見えた。

　――これは夢か。それとも、そもそも二十一世紀ではないのではないか？

　そろそろダンが真しん剣けんに疑い始めたのを他所よそに、カンフー？　少女ネッタは、首をかしげながら苦笑した。

「刑部も、メンツがあるから大変よね。おとなしく、私たちに任せておけばいいのに」

「任せる？　君たちに？」

　ダンはつい問い返したが、ネッタは意外そうな顔をして、信じがたいことを言った。

「そうよ。道士だもの、当然でしょ？」

　それからさらに、ダンの顔を改めて眺ながめた。

「なさ、ってのはどこかの道士の幇パンじゃないの？　だったら……」

「待って、今それどころじゃない！」

　ダンは何故か嫌な予感がして、問答を打ち切った。

　予感は正しかった。怪獣の頭が、すでに、こちらを向いている。次にはあの熱線が降り注ぐだろう……

　その直前に体が動いたのは、運が良かったのか。

　ネッタはと見れば、例のワイヤー・アクションみたいなとんでもない跳ちよう躍やくで、熱線の着ちやく弾だん前まえに、すでに宙に身を躍おどらせていた。赤い熱線は、幸いにしてただ、海水を蒸発させただけだった。

　蒸気の熱は容よう赦しやなく吹き付けてきたが、ネッタはものともせずに、スタッと遠浅の海に降り立つと、片足を上げ、刀を持った腕をゆっくりと回し始めた。

「ともかく、やるしかないわね」

　長く息を吐きながら構えをとる型は、太たい極きよく拳けんのようでもあった。やはりカンフー使いなのかもしれない、と思ってから、ダンはトンデモナイ事に気がついた。

　そんな事を、大砲も効かない敵を前にやってどうするのだ!?

「ヤーデ姐ねえ、援えん護ごお願い！」

　ネッタはひと言、大声で叫ぶと怪獣めがけて駆かけだした。

　えっ、誰だれ？　なんで？　とダンが戸惑っていると、海岸の林から新たにまた一人、こんどは青い、そしてかなりきわどい衣装の、ロングヘアの女性が飛びだして来た。

　有望なパイロットにふさわしく視力２・０以上を誇ほこるダンには、はっきりとわかった。この人がヤーデ姐だとして、彼女が腕をぐるりと振って印を結ぶのに合わせ、胸がぶるんと揺れたところまでが。

　いや、そんなことに目を奪うばわれている場合ではない。印と同時にヤーデの周りの空中に、光る小さな文字らしきものが六つばかり浮かび、そして――

　その文字から、ロケット弾だんの噴ふん煙えんのような光が飛びだした。

　光は一直線に怪獣の、骨のような体表に突き刺ささり、爆発して、なんとそこから、欠片かけらが飛び散った。

　古くさいとはいえ大砲を弾はじいた怪獣の装そう甲こうが、欠けたのだ。

「嘘うそだろ!?」

　魔ま法ほうかあるいは仙人の術か。ダンが唖あ然ぜんとしている間に、ネッタは怪獣の足あし下もとまで肉にく薄はくしていた。

「喀ハーッ！」

　気合いとともに、少女の体が宙に舞まう。回転を乗せて飛びかかったのは、怪獣の膝ひざ頭がしらあたり。この高さが、限界らしい。といっても、その時点で走はしり高たか跳とびの世界記録を確実に超こえている。

　関節を砕くだけば、あの巨きよ体たいはなるほど倒れるだろう。
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　しかし、ことはそんなに簡単ではなかった。一度はヤーデの砲ほう撃げきに気を取られたかに見えた怪獣だったが、すぐにネッタに気づいた。

　足よりも長く、巨大な爪つめをそなえた腕が振り下おろされた。

　ガキン、と硬かたい音がして、ネッタの体はまるごと、はじき返された。

　ダンはとっさに、落下地点に向けて走った。

　しかし、視界の片かた隅すみに映ったのは、驚きよう異い的てきな事実。

　怪獣の手のほうが、削けずれていたのだ。それも、さっきヤーデの「砲撃」がつけた傷よりも大きく。

　つまりネッタの斬撃の威力は、大砲よりさらに強い。

　そして、回転しながら放物線を描くネッタの姿に既き視し感かんを覚える。

　あのときも、もしかして、怪獣に斬きりかかったところだったのではないか？

　ダンはネッタを受け止めるつもりでいたが、ネッタは悠ゆう々ゆうと片足で着地して、再び構えをとった。

　やはり、どう見ても怪獣をどうにかできる腕わん力りよくの持ち主とは思えない、すらりとした女の子の姿。

　信じがたいことばかり続いて、あげくにやることがなくなって、ダンはもう呆ぼう然ぜんとする以外にできることがなかった。

「なんで、君みたいな子がこんな危ないことを……」

　聞こえたのか、ネッタはきっと眉まゆをつり上げた。

「なによ、私みたいなのが道士やってちゃおかしい？」

「何がまともなのかさえわからねーよ！」

　ダンもついムキになって、怪獣を指さした。

「あんなの、人間が直接殴なぐりかかっていい相手じゃないだろ」

「でも、出ちゃったからには誰かが倒さないと、みんな死んじゃうでしょ！」

「まだ、やる気なのか」

　大砲より強いことには驚かされたが、しかし、一いち撃げきごとにつけられる傷はたいしたことはない。あと何百回切りつければ、この怪獣を倒せるのだろう。

　途と方ほうも無い話だ。

「やっぱ、きついかな？」

　ネッタもそこは自覚しているのか、と思われたが、何も考えがないわけではなさそうだった。

「せめて、上が取れれば」

「上？」

　ダンが聞き返すと、今度はネッタがきょとんとした。

「見てわからない？　あんた本当に道士じゃないの？　鉱こう獣じゆうは上から魔ま星せいに操あやつられている。常識でしょ？」

「道士じゃなくて操縦士だからな、知らないよそんなこと」

　怪獣が実在することさえも含ふくめて。いや、鉱獣、と言ったか、今。

　ダンが戸惑っていると、ネッタは刀の切っ先を怪獣もとい鉱獣の頭にある、赤い宝玉のようなあたりを指して、憎にく々にくしげにつぶやいた。

「とにかく、あそこに手が届きさえすれば何とかなるのに」

　それからようやく、ダンのことを改めて思い出したかのように、まともに顔を寄せて、懇こん願がんするような目で訴うつたえてきた。

「そうだ、本当に敵じゃないなら、あんたの乗ってきた銀の鳥、あれをもう一度、飛ばしてくれない？」

「銀の鳥……って、飛行機のことか」

「ヒコーキ？」

　そのネッタの反応は、今までのなによりもある意味衝しよう撃げき的てきだった。

　ＮＡＳＡを知らないのはまだしも、飛行機を知らない文明人などいるわけがない！

「空を飛ぶ機械だよ、知らないのか」

「そんなものがあったの!?」

　どう見ても真剣に言っているらしい。ダンは天を仰あおぎたくなったが、見上げても曇くもり空ぞらと鉱獣の顔しか無い。

　その鉱獣の足が上から踏みつけてきて、二人はまた、とっさに横っ飛びに避けた。ネッタは例によって華か麗れいに回転したが、ダンはいささか無様に海面に転がった。

　にもかかわらず、ネッタは感心したように、

「案外やるわね」

　と言ってくれた。

「やっぱり道士なんじゃないの？　でも、空飛ぶ術は使えなくなったはずだけど」

「だから道士じゃなくて操縦士だ。飛行機が無いって、空軍は何してる」

「刑部に空を飛べる道士なんかいないし、いても無理なんだって。ずっと前からそうなってるのよ。あんた本当にどこから来たの？」

「居住地はアメリカ合衆国、国こく籍せきは日本」

「聞いたことない国ね。まあいいわ、それよりそのヒコーキ、もう一度飛ばして。そうすれば、あいつの上を取れる。もう一度ぶつかれとか言わないから」

　たしかに優先順位は、この怪獣をどうするかだ。ともかく米軍がここに来ることはないらしいから。

　しかし、ダンはここでも残念な答えしか返しようがない。

「悪いが、あれはもう飛べない」

「なんで？」

「壊こわれたんだから仕方ない。機械だからな」

　ダンは振り返って、浅瀬に鎮ちん座ざしている爆ばく撃げき機きを親指で示した。落ち方が良かったのかわりと原形を保っているが、片翼はもとから無く、もう一方もぶつけてへし折れてしまった。一目見れば、飛べそうにないとわかりそうなものだ。

「そんなあ」

　懇願するように、今度は眉を八の字にするが、そんな顔をされても情や気合いでどうにかなるものではない。

　というより、どうにかなるものならダン自身がこんなに苦労していない。

「何やっとんじゃ、こっち、転ばすっしょ、構えー！」

　さらにもう一人、今度は上下とも白色、しかも下はニッカボッカみたいなゆるいズボンをはいた、しかし声からするとやはり女性が、肩かたに鉄てつ砲ぽうだか対戦車ロケットだかわからないものを担かついで飛びだしてきた。薄うす日びにもきらりと眼鏡めがねを光らせて、その筒とう状じようの物体を砂すな浜はまに突き立たて、打ち上げ花火のように弾たまを発射した。むしろグレネードランチャーに近いもののようだ。

　これも怪獣の頭には届かない。しかし狙ねらいはそもそも、頭ではなかった。放物線を描いて浜はまに落下した、グレネードのような弾だん丸がんは、鉱獣の足下に砂を吹き上あげた。

　そのまま足を踏み下ろせば、つまずいて倒れる程度の孔が空いた。

　なるほど、とダンは思った。上まで届かないなら、相手を転ばせば届くようになる。そうなったらすかさず飛びかかるつもりか、ネッタも身構える。

　だが、その瞬しゆん間かん鉱獣の頭がチカチカと赤く瞬またたき、まるで危険を警告されたかのように、持ち上げた足が止まった。

　そのまま、孔を避けてもとの場所に踏みとどまる。

　反はん撃げきの熱線が放たれ、白衣に眼鏡の女はあわてふためいて避けた。どうやら、ネッタのような華麗な回かい避ひはできないようだ。

　重じゆう擲てき弾だん筒とうのような例の武器？　は取り残され、あっさり破壊された。さらに、なぎ払はらうように熱線が射手を追う。

　すんでのところで、道士ベヌウが何かを投げた。それは彼女の前で大きな紙人形となり、身代わりとなって焼け落ちた。

　とっさに、ヤーデが再び光弾を放って怪獣の気を逸らす。

「アイビス姐の法具でも、魔星はだしぬけないか」

　ネッタは悔くやしそうに唇くちびるを噛かんでいた。

「私が、飛ぶことさえできたら」

「飛ぶことができたら？」

「あんなやつも魔星も、ブン殴ってやるのに」

「飛びたいのか？」

「飛びたい！」

　それは、目の前の敵に対する怒いかりからであって。

　かつての少年が抱いだいたあこがれとは違ちがうけれど。

　渇かつ望ぼうから生まれた言葉は同じで。




　――飛ばせて、あげたい。




　そう思っても、握にぎるべき操そう縦じゆう桿かんさえない空くう虚きよな手を触ふれた、その時。




　突とつ然ぜん、水柱が吹き上がって。

　直後、ネッタの声が、頭上から響いた。

「ひゃああああっ!?」

　いささか気の抜けた、いっそ可愛かわいらしい悲鳴が、頭上も、頭上。

　鉱獣よりも、ずっと上から。

　誰もが……ベヌウやヤーデ、アイビス、鉱獣までもが、虚きよをつかれたように上を仰ぐ。ネッタは手足をばたばたさせて、打ち上げ花火のように上じよう昇しよう中ちゆう。

　ダンには何故か、わかった。

　理由はともかく、彼女は弾だん道どう飛行している。

　その放物線が達する先に何があるかも、瞬しゆん時じに計算、できてしまった――

「怪獣に届くぞ、やっつけろ！」

　とっさに声を上げていた。

　声が届いたのか、ネッタはそれまでの不意自転から、体をひねって姿勢制せい御ぎよに成功した。再び鉱獣の頭がチカチカと光る。

「援えん護ご射しや撃げき、放て！」

　ダンはすかさず、遠くの青衣の巨乳さん、ヤーデに向かって叫んだ。ヤーデは一いつ瞬しゆんはっとしてから、ただちに鉱獣の顎あごの下めがけて光弾の束を叩たたきつけた。

　例によってたいしたダメージではないが、鉱獣がうっかり、うつむく程度には効いたようだ。これで、降下中のネッタを熱線で撃ち落とすことはできない。

　その間にも、ネッタは回転の勢いと重力加速度を刀に乗せて、鉱獣の脳天に迫せまった。

「ヤーッ！」

　気合いに続いて、硬く激しい衝しよう撃げき音おんが鳴なり響いた。

　明らかに、大砲が当たったときとはレベルが違った。

　火山の噴ふん火かのごとく、赤い欠片が飛び散る。

　それが、鉱獣の頭にはまっていた「石」であることは、明白だった。

「やった」

　と思うより先に、ダンは走り出だしていた。

　ゆっくりと倒れてくる鉱獣の下をくぐり抜ぬけ、波を背に浴びて。

　その先に――思った通り、姿勢を崩したネッタが落ちてくる。どうしたわけか瞬時に、ネッタがどこに落ちるか、そして彼女自身が状況をわかっていないから受け身もとれないだろう、という予測が、妙みように冷静に、頭の中に閃ひらめいたのだ。

　ダンは再び浅瀬に突っ込むと、頭からネッタの落下軌き道どう上にダイブした。海ならほっといても大だい丈じよう夫ぶだったかも、なんてことは、飛びだしてから思い付いたが、手遅れだし、見捨てたらたぶんこの子は怒るだろう。

　結果的には、二人揃そろってまた水面下に没ぼつし、ずぶ濡ぬれになった。

「大丈夫か。なんでいきなり飛び跳はねたりしたんだ？」

　まさか自分が何かしたとは思えなかったから、ダンはネッタを両手に抱きかかえて立ち上がりながら、ごく自然にそう聞いた。

　とたんにネッタの平手打ちが、右の頬ほおに炸さく裂れつした。

「どこ触さわってるのよっ！」

　と、言われても、普ふ通つうに抱きかかえているだけのつもりだ。世に言う「お姫ひめ様さまだっこ」という概がい念ねんは残念ながらＮＡＳＡにはない。多分。

「さっき、飛ばされたときのこと、もう忘れたの？」

　ネッタの顔はまた真っ赤だ。よく茹ゆで上がる子だな、と思いつつ、それより、もっと気になることがあった。

　いまネッタは、飛ばされた、と言った。

　彼女が勝手に飛んだのだと、ダンは思っていたが、そうではないらしい。

「本当に、君が自分で飛んだんじゃなくて？」

「飛ぶ術は使えないって言ったでしょ！」

　言い返してから、ネッタもはっと息を呑のんだ。

「なんで、飛べたんだ!?」

　二人して同時に同じ疑問を口にした。

　いや、疑問に思ったのは二人だけでは無かったようで。

「おおい、一体、何がどうなっておる！」

　道士ベヌウを先頭に、ヤーデとアイビスも駆け寄ってきた。鉱獣は、と見ると、すでに浅瀬に倒れて、ぴくりとも動かなくなっていた。

　見ると、たしかに頭が砕かれて無くなっていた。あたりがキラキラと赤く光っているのは、例の欠片が飛び散っているのだろう。

　倒したのは確からしいが、そのときダンは、ネッタの技わざがもつ破は壊かい力りよくに改めて感かん嘆たんすると同時に、ぞっとした。

　さっきはたかれた時、よく首が飛ばなかったものだ。

「お主、いったい何をした。さっきネッタが飛んだように見えたが、どんな術で魔星の干かん渉しようを退けたのか」

　近付くなりわけのわからないことを聞いてくるベヌウに、ダンはさらに困惑せざるを得ない。

「その前に、ここはいったいどこで、何であんなのが現れるのか教えてもらえませんかね」

「話がかみ合わぬのう。言葉は通じているのに、どこの者じゃお主。どれ」

　ベヌウはダンの前で印を切ると、勝手に「ほほう」と唸うなって首をかしげた。ダンには、何が起きているのかさっぱりだ。

「どこかで翻ほん訳やくの仙せん術じゆつがかかったようじゃ。ネッタがかけたのか？」

「覚えがないなあ」

「おかしいのう。ともかく、かみ合わぬ理由は少しわかった。異国の者よ、お主の印象を手がかりに適当に訳されているはずじゃが、ときに直訳がすぎて微妙にずれているように感じるかもしれん。まあ、すぐ慣れるじゃろ」

　ベヌウの説明どおりだとすると、そもそも彼かれ等らは何語を話しているのだろう。仙術、なんて「訳」が出てくるのは、最初にベヌウを仙人みたいだと思ってしまったせいか。

「あの、さっき空に開いたはずの孔と何か関係あるんと……」

　眼鏡を指で押おし上げながら、アイビスが空の一角を指さしたが、そこにはもう、何もなかった。いや、ダンからすれば、妙に重苦しい雲が垂れ込めているだけだ。

「あれ、消えてるっしょ？」

　いや、しかし。

「空に、孔あな」

　ダンにとっては、それは身に覚えのあるものだった。

「たしかに孔だった。俺おれは、そこに飛び込んで……へくしょっ！」

「くしっ」

　話の腰こしを折るように、くしゃみが二つ重なった。

　わりと温暖なところなのは確かだったが、ずぶ濡れのままでは、無理もない。




　眼鏡のアイビスが海岸にたき火を熾おこしてくれた手段も、「この世界は何かちがう」と思わせるに十分なものだった。

　あきらかにオカルトっぽい妙な呪符ふを振ふって「呪じゆ文もん」としか聞こえないものを唱えると、まるでどこぞのＳＦホラー映画に出てきそうな、生き物かメカかもわからない丸っこい何かが飛びだし、全身を赤しやく銅どう色いろに過熱したのであった。

　見た目はともかく、ストーブなのだろうか、これは。

「第三卦け、少陽・離の護ご法ほう童どう子じ。いちいち薪まきを集めるより早いっしょ」

　やっぱりこの人も魔法だか仙人の術だかを使うのか。こうなっては、過去のどこか、という可能性をさえ、ダンは諦あきらめねばならなくなる。

　では、どこか？

「ダンはんは、ここに来る前は機械で空を飛んでいて、空の孔に飛び込んだっしょ？」

「そうだけど、あれが何だったのかは、わからない」

　突とつ如じよ、空中に開いた孔を抜けたら、見知らぬ国だった。そういうのを、ダンはフィクションとしてなら知っていた。あれが印象どおりブラックホール的な何かなら、タイムスリップくらいのことは起きるのが、映画やゲームじゃ定番だ。

　しかし、昔、東洋のどこかに怪かい獣じゆうが出たとか、ましてそれを刀１本で倒たおしたとかいう「史実」は、いくらなんでもありそうにない。

「なら可能性は一つっしょ。あんたは、異世界から転送されてきた！」

「なんだその、ゲームみたいな設定は」

　とりあえずツッコミは入れたものの、それはそれで馴な染じみのあるイメージだったし、なんといってもタイムスリップでは無理のあるところまで説明できてしまう無敵の仮説であった。ならばいっそゲームの中ということにはなるまいか。

「どういうことよ？」

　ネッタにもわかっていないようだった。彼かの女じよはやはり寒いのか、自らを抱きしめるようにして、小刻みに体を揺ゆすっている。それで揺れるほどには胸がないようだが、例のカンフー風の服が肌はだに張り付いて、それはそれでなまめかしく、ダンは視線に気づかれる前に目をそらした。にらみつけてくる気配はするが、知らん顔を決めこむ。

　この程度でどうかしていては、アメリカのおねいさん達と仕事はできないのだ。と言いつつフーターズには通ったものだが。

　いや、あそこで働くなら絶対にこっちのほうが似合いそう、なヤーデが、不安そうに言った。

「それって、やっぱり、師し匠しようの術と関係が……」

「じゃろなァ」

「むう」

「あんたのせいなのか!?」

　ダンは思わずベヌウに突っかかった。

「いや、異世界と繋つなぐつもりなどなかった。だが、魔星の力を食い止めるために使った術ゆえ、結果的に空がゆがむ可能性はある」

　それからダンはようやく、ここで何があったかを聞かせてもらうこととなった――







第三章　イメージズ・オブ・ミステリー







　――その日の朝、空はまだいつものように、灰色をしていた。

「本当に来るかな」

　ネッタ・グェンはそうつぶやいて眉をひそめた。目め尻じりがつり上がり気味なのはもとからだ。まとめられた黒い髪かみと、体形にぴったり合った丈たけの短い服は年相応の健康的な雰ふん囲い気きしか醸かもし出していないが、右手には幅はば広ひろの片かた刃は刀とうをくるりと回して肩に担ぎ、健康と言うよりは剣けん呑のんな味付けをしていた。

　少女がちらりと振り向むいた先には、三人の仲間が待機していた。その真ん中には、道どう士しベヌウ・グェンがいる。

「娘に疑われるとは、父さん悲しいぞ」

　ベヌウは嘆なげいたが、どこか、わざとらしかった。かわりに真剣な顔でいさめたのは、右みぎ隣どなりに立つヤーデ・ウーだった。若いがネッタよりはかなり大人びている。

「師匠の占うらないで当たらなかったら、この世に当たるモノなんかないわよ？」

　口調はあくまでおだやかだが、それよりもネッタがいつも気になるのは、ヤーデがまったく無自覚に腕うでを組んで、その上に巨きよ大だいな胸を乗っけていることだ。服の丈は長いが、横のスリットがやたら深いので、結果的にはネッタよりはるかに色気を放出している。

　もう一人のアイビス・ヤンは我関せずとばかりに、長い杖つえのようなもので地面に何かを書いていた。年はヤーデと同じくらい、対照的に色気もなにもない服だが、なんといっても眼鏡と丸くまとめた髪で、見み間ま違ちがうことはない。その眼鏡が太杖の動きを止めた。

「師匠、ヤーデ、準備完かん了りようっしょ」

「ご苦労、アイビス。どうやら間に合ったようじゃ。ネッタ、刑ぎよう部ぶの連中はどうだ」

　父親に言われて、ネッタは丘おかの反対側、自分たちと町の間を見下ろした。瓦かわら葺ぶきの塔とうや楼ろうがいささか乱雑に立ち並ぶ町の前に、武装した警備隊が不安げに整列していた。数門の、先込め大砲のほかは、矛と弓矢だけ。

　その真ん中に立つ指揮官は、馴染みの刑部挺てい尉いバンタムだ。

「ちゃんと待機はしてる」

「ならばよし……来るぞ、配置につけ！」

　父親の声が突とつ如じよ鋭するどくなったのを察し、ネッタは三人のもとに駆け寄よった。それぞれ手に刀、独どつ弧こ銛もり、錫しやく杖じようを構える。中央に立つ道士ベヌウは複雑な文様が描かかれた呪符を掲かかげた。

　鈴すずが鳴る音に合わせて、呪文が紡つむがれる。

「四神の陽気、天に満つる尸し雲うんの陰いん気き、相そう克こくしたりて魔ま星せいの邪じやを阻はばむべし」

　合わせて、三人の乙おと女め達たちがその、たおやかな手足を一いつ斉せいに動かし、導引の儀ぎを始める。と、足下に光が浮かび上がる。アイビスが描いていた図形は、符のものと似た複雑な文様であったのだ。

　ネッタもまた、きりりと口元を結び、呼吸を乱さないようにと真剣な顔つきで剣けんを手に舞まいのように動く。

　もしも、これがうまくいけば、あの灰色の空が晴れる。

　見たことのない、昔の世界が帰ってくるのだと、父は言う。

　本当に、そんな世界があったのだとすれば。

　見たことはない。だから、取とり戻もどすもなにも、もとから知らない。

　けれど、いまより美しい、空を、皆みなが――

「来た！」

　声を上げたのは、ずっと彼方かなたで見守っていたはずの挺尉であった。その声よりも早く、四人の道士は気配で気づいていた。

　同時に、はかったようにピタリと、導引の儀が止まる。

　灰色の空に渦うず巻まくように孔が開く。いつものままなら、そこを通して、天から、災わざわいの種が大地に降ふり注ぐ。

　しかし、今日は違う。

「大気よ阻め、如によ、天てん帝てい律りつ令りよう、破！」

　ベヌウの一いつ喝かつとともに、符の文様が光となって頭上に打ち上げられた。それは一瞬にして、巨大な符を空に広げたかのような輝かがやく壁かべとなって、孔の真下に立ちはだかった。

　直後、降り注いできた「何か」が、その文様と「激げき突とつ」した。水面に石を投じたときのように、光の波は紋もんが幾いく重えにも円を描いて広がっていく。

　札を掲げるベヌウの腕が小刻みに震ふるえていた。まるで、落ちてくる天を、その腕で支えているかのように。

「効いています、師匠！」

　ヤーデが歓かん声せいを上げた。

「いや、あかん、符が保もたんて！」

　そのとおり、ベヌウが手にした符の文様が、削り取られていくように消えつつあった。

「おのれ、異界の力はそこまで……」

　ベヌウが歯ぎしりした、そのとき。

　頭上の文様がはじけ飛び、衝しよう撃げき波はが波紋を、そしてネッタたちをはじき飛ばした。

「ぬかったーッ！」

　無念を叫さけびながら転がっていく父親を見るや、ネッタはすばやく体勢を立て直し、刀を地面に突つき立ててつま先で大円を描きながら、その後ろに飛び込み、半回転しながら受け止めた。

「父様、大丈夫？」

「そ、それより、魔星の光は、どうなった」

「あっちに落ちました！」

　見届けていたのはヤーデ。その指さす方で、落らく雷らいのように光が森に突き刺さり、木が燃え上がり始めたのが見えた。

「おい、どうした。しくじりおったのか！」

　町の方から荒あら々あらしい男の声が近づいてくる。挺尉に違いない。

「見てのとおり、いま一歩及およばんかったわい！　戻れ、戦いに備えよ！」

　振り向きもせず、ベヌウが声を張り上げた。ネッタはちらりと振り返かえり、バンタム・チェン挺尉が一度立ち止まって、大口を開けて天を仰あおいだのを見て取った。

　あらためて前を見ると、すでに災さい厄やくは始まっていた。燃える木々を下からはね除のけ、土つち埃ぼこりを立てて、白く輝く、岩の塊かたまりのようなものが盛り上がってきたのだ。

　否いや、それはただの岩ではなかった。すっくと伸のび上がると、土を払うように身み震ぶるいしながら、ゆっくりと鎌かま首くびをもたげ、そして二本の腕を、左右に開いた。

　その腕からはさらに、鋭するどく長い爪が。

　森を踏ふみつぶして、丘へ一歩繰くり出された足もまた、岩のように白く、節くれ立って、地じ響ひびきを立てるほどに巨大であった。

　眼がん窩かには血走った目ではなく、宝石のように輝く真っ赤な石がはまっている。

　城じよう壁へきより高く、一番の楼ろう閣かくにも届きそうな、巨大な獣の骨。それが「災厄」の姿だった。

「今回は、化石獣として顕けん現げんしおったか。前のよりでかいのう」

　ベヌウは憎々しげにつぶやく。「災厄」はいつも同じ姿とはかぎらない。おそらくあれは、太古の巨きよ獣じゆうに、「魔星」の光が宿ったものなのだろう。

「それ見たことか、余計なやっかいごとを増やしおって！」

　挺尉は憎にくまれ口ぐちをその場に吐はき捨すてると、警備隊の隊列に向かって戻っていった。

「失礼しちゃうな。術を使ってなかったら、骨だけじゃすまなかったかもしれないじゃない」

　ネッタが挺尉の態度にむくれる。

「そうねえ、あれで防いだ分、向こうの仙力も削れていたはずよね」

　ヤーデも同意しつつ、また組んだ腕に胸を乗せて思案顔になっていた。

「それどころやないっしょ。で、どないする？」

　アイビスがずれた眼鏡を直しながら尋たずねる。

　城門前で、次々に刑部の大たい砲ほうが火を噴ふいた。

　だが、丸い砲ほう弾だんは、ガツン、ガツンと硬い音を立てて巨獣の骨に跳ね返され、ひび一つ入れられない。

　化石獣はそのつど、わずかにたじろぐものの、なお一歩また一歩、町へと迫ってくる。頭部の赤い石がきらりと輝くと、破は壊かいの「気」が光となって、城壁上の物見楼に突き刺さった。見張りの兵や無数の瓦かわらをまき散らして、楼の上半分が消し飛ぶ。

　振り下ろされた巨大な爪が城壁をなぎ払った。石積みの壁はあっさりと崩くずれ、化石獣はいともたやすく、街への侵しん入にゆうを果たした。

「いささか力を使いすぎてしまったが、こうなっては、いつものようにやるほかあるまい」

「やっぱ、そうだよねー、じゃあ」

　ネッタは真っ先に、まっすぐ立って呼吸を整えると。おもむろに刀を右手に回しながら構え、バネを撓ためるように腰を落とした。

「じゃあ、ヤーデ姐ねえ、援えん護ごお願い」

「仕方ないわね。火力は期待しないでね」

　ヤーデも息を深く吐いて、札と独弧銛を手に構えをとる。同時に、ネッタは弾かれたように疾しつ走そうした。

「さて、したらウチも、とっておきを出し……？」

　皆が災厄と立ち向かうことに集中する中、一人アイビスだけが、別の異変の痕こん跡せきに気づいた。いちど直した眼鏡を、また外してかけ直す。

「……お師匠、あれ、なんでしょ？」

　彼女が見上げる先には、術と術とが激突した波紋が、まだ渦巻いて名残なごりをとどめていたのだった。

　まるで、新たな孔が天にうがたれたかのように。




　先せん陣じんを切ったネッタは化石獣へと跳ちよう躍やくし、それを追おい越こすように、ヤーデの放った光の弾が八発、同時に巨獣の膝ひざに命中した。

　一歩を踏み出そうとしていた巨獣の動きが止まり、壁を踏み外はずす。そこへ、ネッタは全身を回転させながら切りかかった。

　大砲をもはね除ける巨大な骨と、刀とが甲かん高だかい音を立てる。

　欠けたのは、骨のほうだった。石化した向こう臑ずねの一部を削りとりながら、ネッタは獣の足あし下もとに華麗な着地を決める。

　リズムを崩さずに半回転して、ネッタはもう一方の足を警けい戒かいする。

「法力めいっぱいで、この程度なの。硬いな」

　だからこそ、呼吸を乱せない。

　次に襲おそいかかってきたのは、足ではなく腕の爪だった。化石獣は、腕が長く足が短い、独特の体形をしていた。短いと言っても、膝ひざ頭がしらまででもネッタの背よりずっと上。爪一本の長さが、刀より長い。

　その爪を、ネッタは刀で受け止める。靴くつが町の路面を掘ほり返して、何尺もの後退を強しいられる。

「こうなったら」

　ネッタは振り向くと、かろうじて残っていた高こう楼ろうに駆かけ込んだ。一気に階段を駆け上がる。

　町で一番高い塔から跳とべば、化石獣の弱点である、頭のてっぺんに届くかもしれない。

　途と中ちゆう、上から落ちてくる弓兵を受け止めて助けつつ、しかし礼を聞いているひまはないので階段に置き去りにして、楼の屋根に飛びだす。

　化石獣の顔が、いきなり目の前にあった。しかも、爪つめが振り下おろされる直前。

　ネッタは急ぎ、跳んだ。

　すんでのところで、足下の楼が崩される。ぎりぎりだった。

「喰らえーっ！」

　空中で、刀を振りかぶった瞬間、ネッタは横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきを受けた。

「しまっ……」

　法力をかけていなかったら、その一撃で全身の骨が砕くだかれていたことだろう。敵にも、腕は二本ある。飛びかかってくるものがあれば、払いのける。当然だ。

　ネッタは体をひねって、受け身をとろうとした。この高さは、いかに体術の達人でもすこし、きつい。

　そのときネッタはやっと、空中の異変を目にした。

　空に「孔」が開きっぱなしになっていることに。

「なに、これ」

　その、さらに先で、妙な動きがあった。

「もしかして、何か出てくる？」

　ネッタが目を見開いた、その時。

　いきなり飛びだしてきたのは、見たことの無い、銀色をした、片翼よくの巨大な鳥――！







「――それが、僕ぼくの爆撃機ってわけか」

　ダンは話を聞いてもなお、よくわかっていなかった。ただ、予感は正しかった。

　あのとき吹ふっ飛とばされていったのは、戦っているネッタだったのだ。

「そのとき、中に人が乗っているのも見えたし、化石獣に突っ込んでいったから、これは、どこかから味方が来たんだと思って、それが落ちたから、助けに行かなきゃって思ったんだけど……」

　その直後のことを思い出したのか、ネッタが恥はずかしそうに身をよじる。

「全然わからん、怪獣が出るのを止めようとして、なんで異世界と繋がるんだ？」

「魔星自体が異世界から来たって説があるんよ。異界の力と仙せん術じゆつがぶつかり合って、異界に繋がったって、考えられることっしょ？」

「かも知れぬが、現状ではまだ何とも……」

「待て。まず前提から整理してくれ」

　また置いてけぼりにされかけて、ダンはいちいち突っ込むのにも疲つかれてきた。ベヌウは、これもまた「どこから話せばわかるものやら」と思案しつつ、やおら、天を指さした。

「ダンとやら、お主の世界の空は、ああではなかったのだな」

「ああ、って、ただの曇り空……」

　では、なかったことに、今やっと気づいた。

　灰色の空は、ただの雨雲というにはなにかまがまがしい気にあふれ、ときおり、陽光のスペクトルとは違う色のうねりを伴ともなっていた。

　閉ざされている。

　そんな気持ちにさせられる雲だ。

「これは、気象庁に問い合わせが殺さつ到とうするレベルだな」

「だが、これが、この世界では普通だ。いや、普通になってしまった。薄うすれて日が差してくることはあっても、かつてのような青空になることはない」

「その、青空っていうのがわからないのよね。本当にあったの？」

　ネッタの言葉にこそ、ダンは衝撃を受けた。

「見たことがないのか、あんな美しいものを！」

「無理もない。あれが現れたのは、ネッタが生まれる直前のことじゃったからの」

　ベヌウが深くため息をつくのに比べ、三人の女性はいまひとつ、ピンと来ないという顔をしていた。本気で、青空の存在を信じていないように。




　ベヌウによれば、あの、見るからに陰いん鬱うつな空は「尸雲」と呼ばれている。それは十数年前、突如としてはるか高空に現れた「魔星」によってもたらされた。

　それまで、この世界の空はやはり青く、どこまでも広がり。

　そして――「道士」と呼ばれる人々は、「仙術」を使って、その空を自在に飛べた、という――

「飛べたあ？」

　その時点でもう、ダンはまた、話が見えなくなった。

「この世界、飛行機はないんだよな？」

「あんなものは、ない」

「なら、気球くらいは？」

「なにかねそれは」

「じゃあ、どうやって」

「これこのように、仙術を極きわめれば足下に雲をまとい、それに乗るように飛べた」

　ベヌウは符を取り出すと、呪文を唱え、気合いを入れた。見ると、なるほど、彼かれの足下に湯気のようなものがわき始めた。

　が、そこまでだった。小さな雷かみなりのような放電がその「雲」を散らすと、ぱちぱちと音をさせながら文字通り雲うん散さん霧む消しようし、残ざん滓しは頭上の尸雲に吸い込まれるように昇のぼっていった。もちろん、ベヌウの体は一ミリだって浮ういてはいない。

「魔星の力は、仙術に干かん渉しようし打ち消してしまう。わしらは、術による以外に飛ぶすべを知らぬ」

　どうやらライト兄弟どころか、モンゴルフィエ兄弟さえ、まだいないらしい。

「干渉されるのは、飛ぶ術だけ？」

「今のところそうだ。飛ぶという言こと霊だまの具現化が、どうしてか打ち消されるのだ。それだけならば、ただ生きることはできる。しかし、その魔星から、次には災いが降り注いでくるようになった」

「災い？」

「あれじゃよ」

　ベヌウは倒れた鉱こう獣じゆうの遺い骸がいを指した。

「魔星」なる存在からは、時折、力が稲いな妻ずまのように降り注ぐ。それが地上の、なにか強力な法力源に当たると、その特とく徴ちようをもった怪かい物ぶつとなり、人々を襲うのだという。

　それはたいてい何かの鉱物なので、それらを「鉱獣」という。たとえば古代の化石から生まれれば、さっきの骨怪獣のような「化石獣」になる。宝石に当たったり、最初から隕いん石せきとして降ってきたりすることもある。

　いずれにしろ、いつ、どこに、どんな怪物が出るかは魔星次し第だい。こちらは、占いである程度予見できるだけで、それを止める手段がない。

　だから、防戦一方になって、勝てない。

　敵だけが空を自由にできて、こちらにはそれがない状態での「戦い」を、ダンが操縦を習った世界の言葉で言うとこうなる。

「侵しん略りやくの初手で、制空権を握られた、ということか」

　これが近代戦だったら、爆ばく撃げき機きで、どこへでも好きなだけ爆ばく弾だんを降らせられる。

「正直、地べたから離はなれられないままじゃ、魔星どころか鉱獣を倒すだけでも一苦労なのよ。たいてい急所は頭のてっぺんだから届かないし、石だから硬かたいし」

　ネッタは刀の峰みねをとんとんと叩きながらため息をついた。

「だ、だから、その、助けてくれたことには、感謝してる……のよ？」

　申し訳なさと恥ずかしさが入り交じったのだろう。ほのかに赤い顔で、ネッタは上うわ目め遣づかいに訴うつたえてきた。

「ていうか、あのヒコーキってのは、魔星の干渉受けるんかいな。さっきの説明を聞く限り、術で浮く機械やないんしょ？」

　アイビスが指さす先に鎮ちん座ざする愛機に、皆の視線が集中した。それが、一斉にダンに向けられる。

「さっきのは、飛んでいた、と言えるのか」

「墜つい落らくしてる途中だったのは確かだけど。いちおう舵かじは効いたが」

　なにしろ主しゆ翼よくの半分が無いのだ。ほっといてもそのうち墜落したに違ちがいないが、そもそも「孔に落ちた」こと自体、もしかしたら飛行機に術が干渉したせいなのではないか、という気もする。

「どっちにしろ、もう飛べないけどな。この世界には修理工場もなさそうだし。そもそも、ここに来る直前に半分壊こわれて……」

　言いかけて、ダンは肝かん心じんなことを忘れていたのに気づいた。

「つかぬことを聞くけど、その、空の孔から飛びだして来たのは、僕の一機だけか？」

　ベヌウたちは顔を見合わせた。

「他には来ていないはずだが、どういうことだ」

「そうか、僕だけか……」

　機体を壊したこと以上にがっくりと来て、ダンはその場にへたりこんだ。

　もし、ちぎれた機体のもう片方、シン機長のほうも同じ孔に飛び込んでいたら、同じようにこちらの世界に現れていたかもしれない。

　しかし、そうでないとしたら、あの状態では間ま違ちがいなく墜落したことだろう。

　いや、それならそれで、向こうにも射出座席がついている。無事にモハーベ砂さ漠ばくにでも降下したと信じたいところだが、ともかく、今のダンの助けになってくれないことは確かだった。

「そうか、来てないか」

「そうか、飛べないか」

　全員が一斉に、はあーっ、と、ため息をついた。

「そっか、もう飛べないのか。てっきり、天から来たすごい仙せん人にんかと思ったのに」

　中でもネッタのしょげ方といったら際きわだっていた。

　せめて途中で機体がちぎれてなかったら、シンと一いつ緒しよに来ていたなら、まともに飛行してまともな方法で彼女たちを助けられたかもしれないが、それも術に邪じや魔まされないとして、の話。

「なんで僕だけこんなところに」

「それだ」

　ダンのつぶやきに、ベヌウが真っ先に食いついた。

「汝なんじの前に孔が開いたのは、はたして偶ぐう然ぜんであろうか？」

「それは私も気になっていました」

　ヤーデも追つい随ずいする。ネッタが、はっと顔を上げた。

「そっか、空を飛べる世界の、空を飛べる人のところに開いたっていうの、すごく運命的だよね！　その、ヒコーキとかってのを飛ばす力はどこで身につけたの？　もしかしたら、それがここに呼ばれた理由かも……」

「そりゃ、資格はそれなりに厳しいけど、あくまで技術的なものだし」

「では、さっきネッタを飛ばした術は何なのだ？」

　ベヌウは最初の問いに戻った。そもそも、ネッタの周りには雲のようなものは出なかったはずだ。

　と、いうことは、「浮かぶ仙術」とはまったく別の何かがネッタを飛ばした、ということになる。それが本当に自分の「力」なのかは別として。

　なにしろ、ダンは中国の道士にも、イギリスの魔ま法ほう使つかいにも師事した覚えはないのだ。いかにここが本当に異世界だとしても、おかしいにもほどがある。

　しかし、ネッタはもう勝手に決めつけて、ダンの手を振り払はらって浅あさ瀬せに降り、水を蹴け立たててはしゃぎ始めた。

「やっぱり、そうだったんだ。ダンは空飛ぶ人として、呼ばれてきたんだよ！」

「や、それは、どうだか」

　突っ込もうとしたダンだったが、あまりにネッタが屈くつ託たく無く笑っているので、つい声を上げ損そこねた。

　怒おこっているか、赤くなっているか、どっちかしか見ていなかったが、正直なところ、笑うとなかなか、いい、と思ってしまった。

　これが、青空を見たことのない少女のものとは思えないくらいに。

　もしも、彼女が青空を見ることができたら、どんなふうに笑うだろう。

　いや、自分の力で青空を見せることが、できたら？

　ダンは、さっきまでネッタに触ふれていた手を見つめた。

　もしも、本当に自分の力だったなら？

「すばらしい、魔星の干渉を受けずに飛べる法力とは！」

　浜はま辺べでは、ベヌウまでが諸もろ手てを挙げて喜んでいた。

「これなら、わしらにもまだ、戦う目がある！　なるほど、これは運命か」

「いや、まだよくわかってないし、いま彼女を飛ばしたくらいの力では何の役にも」

「師匠まで何ですか。この人、困ってるじゃないですか」

　ヤーデが常識的に諭さとしてくれるが、アイビスは眼鏡をきらりと光らせると、やおら、木の実を拾ってダンに押しつけて来た。

「それ持って、飛ばせんかやってみ？」

「いや、こんなもん、飛べ！　って言っても」

　しかし、ちょっとは期待した。どんなものでも飛ばせる力なんてものがあったら、もちろん、壊れた飛行機でだって飛べる。

　しかし、木の実は動かなかった。

　皆も期待していたのか、落らく胆たんのため息があふれた。

「んー、何でも、ってわけにもいかんのかー。どれ」

　アイビスは木の実を除よけると、いきなり、ダンの手を握にぎった。

　今度は、はっきりと見えた。

　いきなり、アイビス自身が真上に跳はね上あがったのが。

「あはは、やっぱそうか！」

　高度はさっきに比べてもたいしたことはなく、アイビスはすぐに落下してきた。ダンは今回も慌あわてて飛びだして受け止める。

　まさか異世界に来て、一日にして二回も女の子をお姫ひめ様さまだっこすることになるとは思ってもみなかったが、アイビスはそんなことはお構いなしに腕からするりと逃のがれ、にやりと笑った。

「どうやらこの術、モノにはかからんみたいっしょ。でも、これも仙術の一種だとすりゃ、師匠に弟で子し入りして修しゆ行ぎようすれば、もっとうまくなるかもしれないっしょ？」

「そうねー、帰る方法はお師様にもわからないみたいだし、行く所もないでしょうし、弟おとうと弟で子しが出来るっていうのも、面白おもしろいわねえ」

　アイビスの提案にヤーデまでが勝手に同意しているが、ダン自身の意見はまだ何も言っていない。

　いや、たしかに、ほかに行くあてもないのだが……

　宇宙飛行士候補から一転、異世界で道士見習い。

　理解は追いついていないが、とりあえず言えることが一つだけあった。

「弟子入りも、悪くないか……人々が飛べないようにするなんて、ちょっと許せませんしね」

　ダンは、魔星なるものが鎮座するという、尸雲のさらに上空を見み据すえた。

　もしも、そんなものが自分の世界に現れたら、きっと自分たちはなんとしてもそいつを撃げき墜ついしようとするだろう。

　制空権とか戦略とか、そんなこと以前に。

　ただ、空を取り戻すために……

「よくぞ言ゆうてくれた！」

　ベヌウは高らかに笑うとダンの肩かたを叩たたき、そしていきなり――

　どこから取り出だしたのか、魚取りのタモ網あみみたいなのを、ダンに押おしつけた。

「では、さっそく働いてもらおうかの。あやつから飛び散った赤い欠片かけらを、一つでも多く拾い集めるのじゃ！」

「何で？」

　ダンがわたわたと見回すと、ネッタ達たちもみな、さも当然という顔をして、手に何かしらそれっぽい道具を持っていた。

　鉱獣と戦う道士の一団だったのはさっきまでのこと。今はどうにも、潮しお干ひ狩がりの一家か、あるいは南米で砂金取っている人たちみたいだ。

「異世界にはないからわからないか。倒たおしたあとの鉱獣はお宝なのよ。これも道士の常識だから、これからもがんばってね」

　ネッタは、にこりと白い歯を見せて笑った。







第四章　ステッピン・イントゥ・ユア・ワールド







　ベヌウ・グェンの「道場」は、港町を囲む城壁の外にある。

　道は舗ほ装そうされていなかったが、まあ、ダンはサバイバル訓練だって受けているので、その程度で音を上げたりはしない。

　むしろ、道に意味があるのか、と逆に思うくらいの、開けた野原のど真ん中にあった。どうやら裏はまた、海に面しているようだ。

「町中と違って、いささか買い物や仕事には不便じゃがの、土地はどうしても要いる」

「ウチの道具も置き場取るしー」

「素す直なおに、刑ぎよう部ぶに追い出されたって認めようよ」

　ネッタが呆あきれる。どうやら、何かやらかしたらしい。

　ダンは不安を覚えたが、目の前にはそれを上書きするような造りの建物があった。

　小型の古代城じよう砦さいみたいな円えん筒とうを基本に、いろいろ後から付け足し、一部オーバーハングに無む理り矢や理り斜ななめのつっかい棒がついていて、町中に立てたら絶対に違い法ほう建築と断ぜられそうなシロモノだった。高さだけならはたぶん三階建てくらいだが階層はもっと入り組んでいる。屋根だけはやはり東洋風の瓦葺きで、違い和わ感かんが半はん端ぱでない。

「気持ちはわかるけど、しょっちゅう壊れては足してるから、仕方ないのよぉ」

　ヤーデが察したように補足してくれる。

　期待に反して、門はごく普ふ通つうに手で開けられた。魔ま法ほうだか仙せん術じゆつで鍵かぎがかかっていたり自動で開いたりはしないようだ。

　ちょっとだけがっかりして門をくぐると、塔の内側は中庭になっていて、一部は小さな畑にもなっているようだ。改めて内ない壁へきから、中に入れるようだ。

　広間というか食堂らしく、まあ明らかにテーブルと椅い子すとわかるものが並んでいた。

「さて、ちょうど腹も減ったのう」

　ベヌウは、赤い魔石が詰つまった袋ふくろを床ゆかに置くと奥の椅子に座すわった。ヤーデも続いたので、ダンも倣ならった。

「着き替がえたらすぐ作るから待ってて」

　ネッタはいそいそと階段を上っていき、一度ダンにだけ振ふり返って

「覗のぞかないでよ」

　とクギを刺した。

「事故だろあれは」

　そもそも見たくなるほどのものかね、という言葉はさすがに呑のみ込む。

「娘むすめと何か？」

「いいえ何も。ていうか、あの子が料理を？」

　意外と言えば意外ではあった。そういうの、第一印象で言うならヤーデかアイビスのほうが得意そうに見える。

「いやいや、当番制なんだけど、あの子のが一番うまいっしょ。いい日に来たねえ」

　アイビスが笑っていると、やがて色いろ違ちがいの似たような服に着替えたネッタが、エプロンの紐ひもを後ろ手に結ゆわえながら降りてきた。

「遅おそくなっちゃったから、手早くできるのでいいかな。アイビス姐、火ィ貸して」

「ほい」

　アイビスはまた、さっきの「護ご法ほう童どう子じ」を出現させると、それをかまどの下に送りこんだ。ネッタはその上に、中ちゆう華か鍋なべというよりフライパンの深い奴やつみたいな鍋をかけ油を注ぐと、刀ではなく包丁を持ち、種類のよくわからない野菜を放ほうり上げた。

　包丁が見えなくなると同時に、細切れになった野菜が鍋に落ちる。

　同じようなことをいくつかの具材で繰り返し、最後に穀物らしきものを入れ、大火力で鍋を豪ごう快かいに振るあたりは、たしかに中ちゆう華か料理にも似ていた。

　ときどき味見をしながら調味料とおぼしき粉を何種類か入れ、食堂の空気がほどよく香こうばしくなってきたところで鍋をおろし、皿に取り分ける。

「ヤーデ姐、来客用の皿ってどこだっけ？」

「そっちの棚たなよ」

　ヤーデが配はい膳ぜんを手伝う姿に、忘れられてなくて良かったと思うと同時に、いったいいつから人が来てないんだ、という不安も生じる。

　調理が済むと、アイビスの護法童子は指を鳴らすだけで消えた。

「待てよ、あれも浮いてたよな？」

　今になってダンは気づいたが、アイビスとベヌウはきょとんとしていた。

「そちらの世界には護法童子もないのか。あれは概がい念ねんが具現化しただけのもので実体ではない。モノを浮かせるのとは違うぞ」

「あ、そういうヤツなんだ」

　ダンはその説明でとりあえず納なつ得とくしたが、アイビスは「ふむ」と、変なことを考え始めたようだ。

　などと言っているうちに食事がテーブルに並べられた。主菜はまあ、炒チヤー飯ハンというかピラフというか、わりとそんな印象の炒いため料理。これに、いつの間に作ったのかスープと、お茶とおぼしき半はん透とう明めいの飲み物がついてきた。

　ダンはここに至ってようやく、

（この世界の食い物って、俺おれ、食えるのか？）

　という素そ朴ぼくな疑問を抱いだいた。もしこの世界のタンパク質が光学異性体だったらとか、そこまでは言わずともあの油がバラムツ由来だとかの可能性もないわけではない。

　宇宙飛行士候補生は、ＳＦ的な可能性やサバイバル時に食える食えないといった話には本来、造ぞう詣けいが深いのである。

　が、しかし、背に腹は代えられないし、なにより漂ただよってくる匂においが、あまりにもうまそうであった。

　異世界の香こう辛しん料りよう事情はわからないが、いいものが存在しているに違いない。

「では、いただくとしようか」

　四人の道どう士しは、手を柏かしわ手でのように打った。これがこの世界の「いただきます」の儀ぎ式しきなのか、それとも道士だからなのかはわからないので、ダンは日本式に手を合わせた。

「それが異世界の作法か」

「まあ、生まれた国では」

　この世界の人に、日本とアメリカの違いをいちいち説明してもしょうがないと思って適当に流す。それよりも、うっかりこの世界で変な意味になってなくて良かったと安あん堵どしつつ、まあ間違いなくスプーンの類であろう食器――それ一個しかついてこなかった――で、炒め料理を一口、頬ほお張ばる。

　とたんに、ダンの神経を衝撃が突き抜ぬけ、目がカッと見開かれた。

　穀物は米に似てはいるが、独特のぱらっとした食感。

　中華でもイタリアンでもないが、とにかく強きよう烈れつにスパイシーだ。むしろインド方面の感じに近いかもしれなかった。

　しかし、ただ刺し激げき的てきなだけではない。舌を焼くような味とは違う。

「うまい！」

　他に言葉が出てこなかった。ダンはすでに言語センスの敗北を感じていた。

　あまり立て続けに食うと舌がしびれてくるが、スープのほどよい甘あまさがそれを和やわらげてくれる。

「良かったあ。異世界の人の味覚ってどうなんだろ、って、作ってる途中で気がついたけど、もうやり直しがきかなかったから」

　ネッタが嬉うれしそうに笑ってくれるが、それもどうなんだと突っ込みたい気持ちが、料理の味に押し流ながされていく。

「やー、ウチらとあんまし変わらんようで、助かったわー」

「そうねえ、これで甘い物しか食べられないとかだったら、ちょっと困ったことになったわねえ」

「いや、それ以前に、異世界人は米ビー粉フンで死ぬとかの可能性もあったっしょ？」

「最初に気にしてくれないかな、そういうことは」

　もっとも、米粉というのが本当にダンの知っている米の粉なのか、それともなにか得体の知れないモノが術による誤訳でそうなってるのかはわからないから、相談されても無む駄だだったかも知れないが、次からは事前に食材のチェックをさせてもらったほうが良さそうでは、ある。

　食えるものでさえあれば、ネッタが料理するかぎりうまいのは確からしいから。

　……他の三人の腕うでがどうなのかは、いまいち不安だが。




　科学的不安もそっちのけで皿が空っぽになり、食後のお茶をたしなむ頃ころ合あいになって、いきなりカラカラと音が鳴った。

　田んぼの鳴なる子こみたいだと思って振り向むくと実際そういうものだったらしく、木の板が紐に吊つるされていた。ベヌウが立ち上がって外を覗く。

「やれやれ、飯時を狙ねらってきおったか？」

「誰だれ？」

「バンタムじゃよ。いかにも文句がありそうな顔をしとる」

「何者で？」

　ダンが尋ねると、ネッタはそっけなく、

「刑部の挺てい尉い殿どのよ」

　と、要領を得ない答えを返してきた。仕方ないとばかりに、ヤーデが補足してくれる。

「えーと、町を守るお役人の、半端に偉えらい人ですよ」

「ああ」

　警察か州軍の中間管理職か現場指揮官、と、ダンは適当に納得をした。そういう人が道士の城砦に乗り込んでくる理由は何だろうか。

　ものすごく簡単に思い当たった。

「僕、いたらまずいですかね？」

「別にー？　たぶん化石獣か占うらないのことで文句があるだけだと思うわ」

　そういえば、刑部なる部隊も、先の戦いでは相当な損害を出していたはずだ。

「まあ、次の敵がいつ出るか聞きに来たんじゃろうて」

　ベヌウは戸と棚だなから、八角形の板と、筮ぜい竹ちくみたいなものがたくさん挿ささった壺つぼを取り出してテーブルに置いた。

　どう見ても、日本の街角でたまに見み掛かけた占い師しみたいだ。

「当たるも八はつ卦け、当たらぬも八卦というやつですか」

「ほう、八卦は異世界にもあるのか。じゃが、わしの占いは必ず当たる。今回もな」

　ベヌウが用意を整えて迎むかえたのは、なるほど、中年にさしかかった県警の警部、といった風ふう貌ぼうの男だった。服装こそ、和装を思わせる斜ななめの前合わせと大きな袖そでにゆったりとした袴はかま？　と、どことなく武士みたいだが髷まげは結っていない。現代人から見れば、絶対にソフト帽ぼうとトレンチコートのほうが似合うタイプである。

　世界的怪かい盗とうを追い回すか、さもなくば探たん偵ていにやっかいごとを持ち込むか。きっと、そういう役回りだ。

　その「ザ・警部」みたいなバンタム・チェン挺尉は、しかし、ベヌウに向かって意外なことを言ったのであった。

「言いたいことはいくつもあるが、一番新しいのから言おう。あそこの浅瀬にいる銀色の鳥は、あんたと関係があるのかね？」

　それが、ダンの飛行機のことを指しているのは明白だった。

　ベヌウが返答に詰まっている間に、挺尉はめざとく、うっかりのぞき込んでいたダンに気づいた。

「見ない顔が増えているな」

　やっぱり、まずいことになったじゃないですかー！　と、ヤーデに突っ込んでも始まらないことはわかっていたが、だからといって、どうしろと？

　救いを求めるように振り返かえると、アイビスは何故なぜかにやにやしながら、また変なアイテムを物色しているところだった。

　ああ、この人達は話をややこしくするタチの連中だ、と、ダンはやっと気がついた。

　そりゃあ、町に住めなくもなろう。

「さて、なんのことやら」

　はぐらかそうとするベヌウがまだしも普通に思えるが、もちろん、無駄だった。

「しらばっくれてもだめだ。あそこにおまえ達がいたことは調べがついとる」

「そうかね」

「もしや、その見慣れない顔と関係があるのではあるまいな」

「これはわしの新たな弟子で」

「それにしても、その服、見たことがないぞ。どこの国のものだ？　今日は外国の船は、あんたの占いで入港見合わせになっているはずだ。密入国ではあるまいな？」

　言われてみれば、ダンの服装はパイロットスーツとフライトジャケットで、たぶんこの世界にはなさそうな出いで立たちである。いや、だとしても、事前のことは知らないが、この「警部」、結構鋭するどいのではないだろうか。

「修行のための特別あつらえじゃよ」

「どうにも信用できん」

「信用せえ。占いだって当たったじゃろうが」

「当たるだけ当たって、その後しくじったろうが！」

「うむ、そこはまあ、忸じく怩じたるものがある……」

　首をかしげながら、思案するしぐさの陰かげで、ベヌウは腰こしの後ろに回した左手をひらひらと振った。

「今のうち、っしょ」

　アイビスが囁ささやいて袖を引っ張る。どうやら、ああいうジェスチャーの意味はあまり違わないらしい。

「着き替がえ、父様のしかないけど、これで」

　ネッタが乾かわいた服をひとそろい用意していた。なるほど、この家に成人男子は他にいないので仕方ない。

　それを持って、アイビスに引っ張られるままにドアを空けて、部屋伝いに裏手へと回った。やがて半周して、海に面した広い部屋に行きつく。

　部屋というより、ガレージだった。戦車くらい出入りできそうな容積と大きな扉とびら。そこを半ば埋うめ尽つくすように置かれた、用よう途と不明のなにかの道具。

　工学の者でもあるダンには、いちおうその大半が、人間が手に持ってなにかする「道具」だということは察することができた。

「ウチの仙術法具工こう房ぼうっしょ。ここまで入ってくるのはそうおらんし、ここで着替えて、しばらくじっとしてりゃ」

「ここで……」

　ダンはフライトジャケットはとりあえず脱ぬいでアイビスに渡わたしたが、ツナギのファスナーに手を掛かけたところで、ふと躊ちゆう躇ちよした。

「君はそこで見てるわけ？」

「その変な服の作りが気になるだけっしょ。今いま更さら野や郎ろうの裸はだかでうろたえる小こ娘むすめやないし。まあ、せやからネッタは来てないんけど。あんたこそ、そんなナリして気にするほどなお子様なん？」

「そうじゃないけど」

　ダンは諦あきらめてパイロットスーツを脱ぎながら、せめて反はん撃げきしてやろうと思った。

「立場が逆だったらどうするんだよ」

「そん時はあんたの目ぇ潰すっしょ？」

「容よう赦しやねえな!?」

「あー、でも、ヤーデなら抜けとるから、脱ぎ始めてからやっと気づくかな」

「へえ……」

「直後に光こう弾だんが飛んでくるけんな？」

　とりあえず現状が一番平和的らしかった。ネッタの場合は……想像するまでもなく、さっきまでの態度でもうわかっているから置いておく。

　そうは言っても結局、一人にされなかったことは感謝しなければならなかった。和装に多少なりとも似ているとはいえ、正しい着付けがわからず、手伝ってもらうほかなかったからだ。

　どうやら立体裁断ではなかったらしく、胴どう回まわりはややだぶつき気味、肩かた幅はばはほぼぴったり、そして丈たけのほうは――まあ身長差でわかっていたことだが、ダンのほうがずっと、胴どうが短く脚あしが長かった。すねが涼すずしい。

「案外、ええ体しとるなあ。惚ほれてまいそうじゃ」

　と、アイビスはまるっきり本気でなさそうなことを言う。

「まあ、飛行士ってのは鍛きたえてるもんでね」

「ただ機械で手軽に飛べる、ってわけでもないんかー」

　帯とエリを手早く整えると、アイビスはそのへんにあった、いかにも現場用という感じの簡素な椅子に腰こし掛かけた。ダンも同じものをもう一つ見つけて倣う。

「機械に興味ありそうだね？」

「まあ、こういう法具使いの道士でしょ？　そら、聞いたことないような道具には興味あるわ」

　アイビスはラックにかけてあった、一メートルくらいの武器だか工具だか判然としないものをとりあげて、軽く振った。なにかの力が作動したのか、きらきらとした霧きりのような効果がふりまかれる。

　ダンは手近なところを見回した。いくつか単純な、ペンチみたいなものはそういうものと理解できる。目盛りがついているのは計測器具だろう。そのあたりの無難そうなものに手を伸のばそうとして、アイビスに止められた。

「うかつに触さわると、なんの術が起動するか、わからんっしょ？」

「ヤットコ一つでも？」

「ものによってはなー、いうのは半分は冗じよう談だんで、調整してあるのは狂くるわされとうない」

「ああ、それなら理解できる」

　ダンはむしろ、アイビスに好意を感じた。「こいつとは一緒に仕事ができそうだ」という意味の、そう、整備クルーに向けるのと同じ意味で。

「せやから、空飛ぶ法具、なんてあったら、そら欲しゅうなるっしょ？」

「やっぱり、ないのか」

　とっくに同類の誰かが作っていてもおかしくないのでは、という気がしたが、アイビスの説明は簡潔にして明快だった。

「術、習えば飛べるっしょ、なしてわざわざ道具でやるんじゃ？」

　この世界では、道士になれば空も飛べるのだった。

　ほんの十数年前までは。

　法具を作り、使うにもどのみち、道士にならねばならない。

　だから、「他の方法で飛べないか」と考える必要が無かった。そんなことを考えねばならなくなったのは、つい最近になってからのことだと。

「まあ、異界の道具でも無理かあ、とは思たけど」

　アイビスは立ち上がると、ダンが脱いだ服を手に、なんとも大げさな配管や装置や装そう飾しよく？　がごてごてと付き、お札まで貼はられたやばそうな四角い機械に近づいていった。

「なあ、この服って、普通に洗せん濯たくして大だい丈じよう夫ぶなん？」

「洗せん濯たく機きかよそれ！　てかこの世界の普通ってどんな!?」

　このあと何度も繰くり返すことになる質問を、ダンは叫さけんだ。




　そろそろ、ほとぼりが冷めたかと戻もどってみると、まだ少し早すぎたらしく、バンタム挺尉がひときわ大きな声を上げて、人差し指をベヌウに突つきつけたところだった。

「いまは立ち入り禁止にしとるが、人目に触れて騒さわぎになる前に何とかしろ。明日あした中じゆうに片付かなかったら、こっちで勝手にバラしてダオ商会にたたき売る。化か石せき獣じゆうのことも、判明したらすぐに連れん絡らくしろ。次にやらかしたら、町から追い出すだけではすまんぞ」

　たいそうな剣けん幕まくではあったが、それ以上踏ふみ込んでくることはなく、不ふ機き嫌げんそうにどたどたと足音を立てて出て行った。

　どうやらなんとかやり過ごしたとみて、ダンは慎しん重ちようにベヌウの背後に近づくと、ちょん、と肩をつついた。

「何を言われたんです？」

　すると、振り向いたベヌウは、眉まゆを八の字にしてため息をついた。

「お前さんの乗ってきたヒコーキな、あれを片付けるとさ」

　その瞬しゆん間かん、ダンは倍くらいに顔をゆがませたに違いなかった。

「いや、簡単に言ってくれますけどね、爆ばく撃げき機きですよ全長三十メートル超ちよう、自重三十トン強のジュラルミンの塊かたまりですよ何言ってるんですかあんた」

　いや、解っている。

　あのまま放っておいてもどうにもならないということは。

　しかし、そう簡単に片付けられてはかなわない、と、感情が言っている。

　にもかかわらず、ベヌウの答えはずれている上に遠えん慮りよもなかった。

「金属だとしても、人海戦術でばらせば。珍めずらしい金属らしいから、ダオ商会も高く買うかもしれんなあ」

「師し匠しよう、そないなこと言うたらあかんっしょ」

　アイビスが止めてくれた。さすが、と思ったダンだったが、そこまでだった。

「せっかくの異界の法具、売り飛ばされる前に、バラして徹てつ底てい的てきに調べるっしょー！」

　ソウデスネ、そのほうがまだましだけどそうじゃないんだ、とダンは頭を抱かかえた。

「あのさ、この場合、急ぐのはどうかなーと……」

「そうねえ、そもそも私たちの持ち物じゃないんだし、勝手に処分するのはどうかしら」

ネッタとヤーデが、ようやくダンにとってまともなことを言ってくれた。振り向くと、ネッタだけが何故かついと目をそらし

「べ、別に、人の物に手を付けるとかしたくないだけだから」

　と吐はき捨すてた。

「そうは言っても、バンタムにはわしが責任を持つと言ってしまったし、そのとき、お主もおらんかったしなあ」

「どっか行ってろと言ったのはあんただろがあ！」

「言っては、おらん」

「言い訳になるかーっ！」

　さすがにダンだけでなく、全員が一いつ斉せいに突っ込んだ。




　異世界でも、夜は来た。しかし、星空とも月夜とも言いがたい、やはり陰いん鬱うつな暗さであった。

　尸し雲うんのせいだろう、ほとんどの星は隠かくされてしまい、月もぼんやりと、朧おぼろ月づきのようにかすんでいる。

「それが二つあるってんだから、いかにも異世界だな」

　日が沈しずんだ後、一つ目の月が天頂に近付いてから、もう一つが上がってきたときには、さすがに驚おどろいた。

「先に上がったのが翡ひ月づき、後から出たのが翠み月づき」

　と、ネッタが教えてくれた。

「そっちの世界では、一つしかなかったの？」

「ああ」

「星、好きなの？」

　ダンが夜空を見上げていた理由を、ネッタはただ感情的に考えていたようだ。

「そうだな。でなければ、あそこに行こうとは思わなかった」

　ダンは魔ま星せいを外して、月のほうを示した。必ずしも有人月面着陸を目指していたわけではないが、わかりやすい目印だろう。

　夜が来て、月が「上がってくる」ということは、この世界も自転する惑わく星せいであるということだ。つまり、「仙術」が使える世界でありながら、天体物理が適用されるということだ。二つの月の軌き道どう要素まではまだわからないが。

　だとすると……

「ダンは、月に行けたの？」

　ネッタの疑問が思考を遮さえぎった。

「いや、僕ぼく自身はまだ行っていない。けれど、あっちの世界の人間は、機械の力でこれまで何人も月に行っている」

「ウソだぁ」

「本当だって。ロケットというすごい機械で飛んでいった。それも、僕が生まれるずっと前に。それをやったのが、ＮＡＳＡっていう組織だ」

　ネッタは目を白黒させていた。まあ、いきなりこんなスケールのことを理解しろというのが無理な相談だろう。

　なにしろ二十一世紀になっても、アポロは月に行っていない、とか真顔で言う連中がいたのだから。

「ああ、最初にダンが言ってたあれね。幇パンの名前かと思った」

「まあ、あのときは異世界だとは思わなかったから」

　ついでに、あの説明にはやや不完全なところがある。

　厳密には、ダンはＮＡＳＡの正規宇宙飛行士ではない。ましてや日本のＪＡＸＡのでもない。

　スペースシャトルの引退以後、低てい軌き道どうの宇宙ミッションは民間に委い託たくされることになったからだ。ドラゴン、オライオンといった民間宇宙船やヴァージン・ギャラクティックといった宇宙旅行会社も出来た。

　ダンが身を置くのは、そちらの世界だ。しかし、まだ知名度が足りないから、わかりやすく「ＮＡＳＡのほうから」と言ってしまうし、ジャケットのワッペンも正規委託であることの証明なので、多分、訴うつたえられなくてすむはずだ。

　異世界だし。

「想像つかないなー。でも、その人たちなら、あっちにも届いた？」

　ネッタは指を、月ではなく、星に向けた。

　たった一つ、異様な輝かがやきを放つ「星」が天空に浮うかんでいた。

　明るさはシリウス以上、しかし、赤い。もちろんダンの知っている、どの星座にも属ぞくさない。

「あれが、魔星よ」

「ずっと、あそこにいるのか」

「そうみたい。よくわからないけど。あれが現れたときのことは、父様の話でしか知らないから」

　なるほど、とダンは納得したが、聞きたかったのはそういうことではなかった。

「あれが、どこにあるのかハッキリすれば、行けるかもな」

　なにしろ、地球の上にはなかったものだから、何とも言い様がない。

　しかし、違和感がある。

「魔星」にはおかしな点がある。「ずっとそこにいる」ということは、見かけ上、静止しているということだろう。

　真っ先に思い付くのは静止軌道にあるという可能性だが、やたら明るい。

　道士の術を打ち消すというくらいだから、あれ自身が法力で浮いている可能性もあるが、なんにしろ、データが足りない。

「あそこに、行きたいのか？」

「うん。だって、魔星をぶっ壊こわせば、昔のような青空が戻ってくるはずだから」

「やっぱり、青空は見たいんだ？」

「そりゃあね、見たことも無いのに、父様からはきれいだきれいだって、そればかり聞かされて育ったもの。そこまで言われたらさ、見ないでは死ねないじゃない。ね、本当に、そんなにきれいなの？」

「もちろん」

「そっかぁ……」

　ネッタが空を見上げる顔は、ダンにとっても他人のような気はしなかった。かつて、きっと同じ表情をしていた時があったはずだ。

　もちろん、ダンは青空を知っている。

　けれどまだ、宇宙には行っていない。その意味では、気持ちは、同じ。

「だったらなおのこと、父様にも、もう一度見せてあげたいっていうのもあるな。あと、飛ばない人だって鉱こう獣じゆうなんか出ないほうが安心でしょ？」

「なるほど、それもあるか」

　自分の夢は夢として、それよりも他人のことを気き遣づかえる。ネッタはどうやら、そういう娘らしい。最初の印象が勇ましすぎたが、本当は……

「それにさあ、あいつ、むかつくんだよね」

　感心したそばから、ネッタは口調を変えて再び星を指した。

「自分だけあんなところにいて、みんなが苦しむの見てるんだよ？　ぶん殴なぐって引きずり下ろしてやらないと気が済まないっての」

「……そうだな、そいつはちと許せないな」

　ダンは同意しつつ、クスリと苦く笑しようを漏もらした。

「お、なんや、仲ええのう」

　後ろからアイビスが茶ちや化かすような調子で話しかけてきた。

「そ、そんなんじゃないわよ！」

　ダンより先に、ネッタが慌あわてて否定した。あまりハッキリ言われると傷つくので、ここは年上の余よ裕ゆうを見せてなにか言ってやろうか、と思った矢先、アイビスはニッと笑った。

「わーっとるて。さっきから話は聞こえたっしょ。なんや、おもろい話しとるねい」

「いつからいたんだ、悪あく趣しゆ味みな」

「いやー、月まで行ける機械とか聞いたら、町中からだって駆かけつけるっしょ」

　この人なら本当にやりかねん、とダンは思ってから、ふと、思うところあってアイビスに尋たずねた。

「なあ、あいつがどこにいるのか、観測した記録ってあるのか」

　ダンも魔星を指すと、アイビスは眼鏡をくいと持ち上げつつ上空を一いつ瞬しゆん見上げた。

「さっすが、目の付け所がプロやねえ。ほとんどの道士は、届かん、とわかったところで諦めとるんじゃけど、ウチはひと味ちゃうっしょ」

「おお、で、軌道要素は？」

「算定には至っておらんのじゃけどな」

　期待を速そつ攻こうでくじかれ、ダンは脱だつ力りよくした。

「しゃあないんじゃ、尸雲が邪じや魔ましてよう見えんし」

　言われてみればそのとおりで、地球の天文学者だって、一日たりとも晴れの日が来なかったら、どれだけの成果を残せたかわからない。

「それより、明日はあれの処分をせなあかんけえ、寝ねたほうが良かっしょ」

「それを忘れたかったのに」







第五章　ア・グッド・デイ







　部屋だけは有り余っていたので、誰かと一いつ緒しよということにもならず、ダンはいかにも寂さびしい夜を過ごし、いかにも寂しく朝を迎えた。

　朝食の担当はヤーデだったが、その体形にぴったりのおおざっぱで大味な、煮に魚ざかなが丸ごと突っ込まれたスープであった。

　というより魚がちゃんと魚であったことには安堵しつつ、可も無く不可も無い味には残念ながら昨日ほどの感動は覚えず、したがって、もやもやが吹ふき飛とぶこともない。

「おいしくなかった？　お姉さん、悲しいわ」

「だれがいつ弟になったんじゃ。たぶん同い年くらいっしょ？」

「そうなの？　てっきり私と同じくらいかと思ってた。それよりヤーデ姐ねえ、この魚は腸ごと焼くほうがおいしくなるって言ったよね？」

「わしゃ反対じゃ、あれは苦くなる」

　ホームコメディが目の前で始まったが、あまり相手にする気も起きない。だいたい、時間が早すぎてまだ眠ねむい。

「仕事の前に修しゆ行ぎようをはじめるからな、食わぬともたんぞ」

「はい」

　たしかに、術が使えるようになれば、飛行機も使わずに、飛ばせるようになるかもしれない。

　しかし、ネッタとアイビスを飛ばしたときは、ほぼ弾だん道どう飛行だ。なんとか鉱こう獣じゆうには届くとしても、軌き道どう変へん更こうはできるようになるのか。

　なにより、この術では「自分は飛べない」のではあるまいか？

　……やっぱり、飛行機が要いりそうだ……

　ダンはおかわりはせず、先に席を立って、中庭に出た。

　食材兼けん用ようなのだろう、鶏にわとりか七面鳥か烏う骨こつ鶏けいか、そんな感じの鳥が地面の餌えさをついばんでいると、どこにでもいそうな小鳥が群がってきて、餌を横取りしようとしては、思い出だしたように鶏（仮）に追い散らされる。

　異世界でも小鳥の声はチュンチュンと聞こえるものなんだなあ、と、ダンはどうでもいいことを思ってから、

　突とつ然ぜん。

　ことの重大さに気づいた。

「鳥がいる、だって!?」

　当たり前のことが、しかし、この世界では当たり前ではないのだ。

　ダンは再び目をこらして、生き物たちの動きを追った。

　間ま違ちがいない。

　スズメと大して違ちがわない地味な小鳥が、スズメと同じように、翼つばさを広げ、羽ばたき、空中に舞まい上あがっては屋根に止まったり、再び舞い降おりたりを繰り返していた。

　足に雲を出して浮かぶのではなく。

　翼で、飛んでいる。

　ダンは大おお慌あわてで食堂にとって返すと、食後のお茶としゃれこんでいるベヌウの襟えり首くびを掴つかんで詰つめ寄よった。

「なあ、この世界の鳥は術で飛んでいるのか!?」

　一同はしばし、きょとんとしていたが、やがてネッタが呆あきれたように口を開いた。

「何言ってるの、鳥なんかに仙せん術じゆつが使えるハズがないじゃない」

「じゃあ、あいつらはどうして飛べるんだ。魔ま星せいの干かん渉しようも受けずに」

　全員が、いま初めて気づいたとばかりに再び沈ちん黙もくした。

　しばし間のぬけた空気が漂う。

「……鳥だから？　あ、翼がある」

「そう、最初に気づくべきだった。僕の飛行機を、ネッタ、君は最初に銀色の鳥って言った。この世界にも鳥がいて翼で飛んでいるって、もう教えてもらっていたのに」

　ネッタがきょとんとしていると、アイビスが一人手を打った。

「それは、あのヒコーキの翼は飾かざりじゃないってこと、じゃね？」

「そうとも。飛行機が飛ぶ理論は、基本的に鳥と同じなんだ」

　ダンのいた世界ではそれを「揚よう力りよく」という。翼と空気の間に発生する、力学の問題だ。法力、ではなく、あくまでも　物　理　だ。

「ということは」

「鳥が魔星の干渉を受けないなら、飛行機も受けないって理り屈くつになる」

「よ、よくわからないけど、すごいわ！」

「おお～」

　半数くらいはよくわかっていないままで何となく感かん嘆たんし、なげやりに拍はく手しゆして、それからやっとネッタが意味に気がついた。

「飛べるようになるの!?」

「そうだ。飛行機さえあれば、この世界でも飛べる」

「と、なれば、あれをこのまま壊す手はないな」

　ベヌウにそう言ってもらえれば、勝ったも同然だ。

「幸い置き場所には困らない。裏手に置いておけばいいだろう。なんなら崖がけ下したには洞どう窟くつもあるぞ。あとはどうやってここまで持ってくるかだ」

「そこんとこは、まかせえ。護ご法ほう童どう子じを総動員すれば、なんとかなるっしょー！」

「燃やされる!?」

「いやいや、他の卦けの童子もおるから」

　アイビスが苦笑する。どんなものかは知らないが、ともかく、便利な人なのは間違いないようだ。




　善は急げと、ダン達たちは浜はま辺べに舞い戻った。うかうかしていると、刑ぎよう部ぶの邪魔が入るし、回収業者が群がってくる。

　機体が不時着していたのは浅あさ瀬せだが、潮の状態によっては流されるかもしれないし、逆に全部乗り上げているかもしれない。

　占いに必要だとかで、ベヌウは正確な月げつ齢れい暦れきを作っていた。月が二個あっても潮ちよう汐せきはあるんだなあ、と、ダンはつい暗算を始めそうになって慌てて打ち消した。今はそれどころではない。

　今なら引き潮とわかったので、ありったけの綱つなや袋ふくろ、それにアイビスの工房から持ち出したよくわからない道具を大八車らしきものに積んで陸路を走る。

　まだ異世界の文明レベルを確かく認にんしていなかったが、やっぱり自動車も無いらしい。

　零ぜろ戦せんだって牛車で運んだというし、せめて牛か馬はいないものか。

　いたとしても爆撃機を丸ごと運ぶのは無理だから、そこでどんな「術」が飛びだすか道どう士したちのお手並み拝見、ということになるのだが。

　仕方ないので、車を引くのはダンが名乗り出た。もしかしたらネッタのほうが体力もあるかもしれないが、とは思いつつ、年下らしき少女に押おしつけるような性格はしていない。

　途と中ちゆう、刑部の検け非び違い使しが人ひと払ばらいをしていたが、片付けろと言ってきたのは向こうなので追い返される心配は無い。

　と、思ったところで

「おい、見ない顔だな」

　検非違使がダンを見とがめた。どうやらバンタム挺てい尉いは、部下に新顔の存在を伝えていなかったようである。

　実際、正式には紹しよう介かいしていないので仕方が無い。

　むろん、ベヌウはまた、

「わしの新しい弟で子しじゃ」

　と言うのだが、すぐには納なつ得とくしてもらえない。

「ちょっと、こっちへ来てもらおうか」

「何をする。浜辺のあれを片付けろと言ってきたのはそっちではないか。そのためには、この男が必要なのじゃ」

「そんなことを言って、何かいらんことを企たくらんでいるのではなかろうな」

　押し問もん答どうを聞きながら、どこまで信用がないんだろうこの人は、とダンは頭を抱えた。ふと気がつくと、こっそり、ネッタが検非違使の背後に回り込んでいた。

　制止する間もなく、ネッタはそれこそカンフーの達人みたいに、見事な当て身をくらわせ、検非違使を昏こん倒とうさせた。

「どうしてそう、いちいち面めん倒どうを増やす方に」

「お主の素す性じようを説明しているひまはないし、ヒコーキをどう処分するのかも、あんまり向こうに知られたくはなかろうて？」

　しれっと言い切るベヌウに、ヤーデもアイビスも突っ込まない。やっぱり、これが普ふ通つうらしい。

　いっそ異世界らしく、世間的にもそうであってくれれば諦めもつくのだが、まあ、今まで見てきた限りではそんなことはないだろう。

　世間の常識のほうが、さらに斜め上うえにぶっ飛んでいたらどうしよう、とまでは、今は考えないことにしておく。そんなことになったら、暮らしていく自信がなくなる。

「急げ、潮が満ちてくる前にできるだけ拾い集めるのだ」

「は、はいっ」

　一同は余計なことは後ろに置き去りにして、浜辺へと殺さつ到とうした。

　ありがたいことに、飛行機は流されることなく、ほぼそのまま、遠浅の海底に横たわっていた。細かい破は片へんなどは失われてしまったかもしれないが、基本的なところは残っている。

　しかし、よく見ると鉱獣にぶつけた主しゆ翼よくだけでなく、胴どう体たいも着水の衝しよう撃げきで折れており、そのまま丸ごと持ち上げるというわけにはいかないようだ。

　どうやったら持ち上がるのかはわからないが。

「モノにダンの術が効くなら、飛ばしてもらえばいいんだけど」

　未いまだに残念がるネッタだが、そんなことができるなら自分が率そつ先せんしてやってみたい。

「まあ、バラして少しずつ運ぶしかあるまい」

「ちゅーても、適当にちぎったらあかんっしょ。ほれ」

　アイビスは持ってきた道具の中から、比ひ較かく的てきわかりやすい――明らかに切断工具だろうと思われる物体をネッタに渡した。

「なんでも、ぢゅらるみん、いう金属は鉄より軽くてやらかいらしいから、そいつでスパーッと、いけるっしょ」

「どこなら切っても大丈夫かは、ちゃんと教えてよ」

「ダンはんには、これで指示を書き込んでもらわんと」

　呼吸を整えている最中に投なげ渡されたものは、職場の上司がもったいつけてサインするのに使う高級万年筆をごつくして彫ほり物ものを施ほどこしたような、太い筆記具。

　しかし、キャップを外したダンはそこに思わぬものを見つけて、つい、また呼吸を乱しそうになった。

「マジックかよ！」

　どう見てもそれは、角型に切られインクが染しみこんだ、フェルトの芯しんに違いなかった。

「それ、最近の発明。墨すみツボがいらん上に、鉄の上にも書けるっしょ」

「知ってる。向こうの世界でも売ってる」

　そう言ってやると、アイビスは「また異世界に負けたかー」と肩かたを落とした。知りもしない世界と競きそってどうする。

　まあ、使い方に悩なやまなくてすむのは、ありがたい。

　ダンはそれを手に、機体に直接、切断の目印を書き込まねばならない。

　すでに壊れかけている機体を、そのまま拾い上げて持っていくのは最初から無理とわかっていた。だからといって、エンジンみたいな大事なところを適当にバラされたら、この世界の技術では修復不能になってしまう。

　だから、接つぎ当あてればなんとかなりそうな単純なところだけを、スパッと一直線に切ってもらうのが、一番ダメージが少ない。

　具体的には、胴体を数カ所輪切りにして、主翼を二分ぶん割かつくらいにすると、どうにか人力で浜辺まで引き上げられる可能性が出てくる。

　まあ、エンジン単体で三トンほどあるという現実は、やっぱり仙術で何とかするほかないのだろうが。

　しばらく後、ダンの手で縞しま模も様ようにされた機体の前に、準備運動を終えたネッタが立った。その準備運動が、やっぱり何となく太たい極きよく拳けんみたいだった、とは言わないでおく。

「じゃあ、切っちゃうけど、本当に後で文句言わないでね？」

　言うなり、ネッタはまず主翼の上に飛び乗ると、線の上を、工具の切っ先を突き立たてて一気に駆け抜ぬけ、反対側の砂すな浜はまに飛び降りた。

　その後を追って、どすん、と金属の塊が落ちる音がする。

　ダンは近寄ってその切り口に手を触ふれてみた。まるで鏡面のような、おそろしく平へい滑かつな断面だった。

　この世界の、いや彼かれ等ら道士の技術水準、ある意味では、レーザーカッター並かそれ以上かもしれない。

「ていうか、それ武器に使ったら怪かい獣じゆうの足とかぶった切れるんじゃ？」

　ダンは素そ朴ぼくな疑問をぶつけたが、ネッタは肩をすくめた。

「向こうの刃は物ものは、紙が切れるからって城じよう壁へきも同じように切れるの？」

「鉄よりはやらかいって、確かめたから持ってきたっしょ？　で、鉱獣の足なんて、たいていは鋼鉄より硬かたいわ。いちど使ってみたけど手も足も出んとはあのことじゃよ」

　アイビスも苦笑する。

「そのくらい思い付かない我々ではないぞ」

　ベヌウはえらそうにふんぞり返る。

「でも、鳥のことにはだれも気づかなかったものねえ。案外、盲もう点てんになってるかもしれないじゃない？」

　まさにヤーデが言ってくれたとおりのことを思ったから、とりあえず言ってみたのである。意図が通じたのはありがたい、が。

「ええと、何故なぜ僕ぼくは頭を撫なでられているんでしょうね」

「良い子だと思ったからよ？」

　どうやらヤーデは完全に、ダンの姉ポジションを固めるつもりのようだ。成人男子としては、こういう扱あつかいはとてもむずがゆくて勘かん弁べんして欲ほしいところではある。

「あのねー、それ言ったら私だって道士としては先せん輩ぱいなんですからね！」

　だからなぜネッタまでがそこにこだわるのか。それとも道士の世界では、上下関係にとても厳しい掟おきてでもあるのだろうか。

　体育会系なのかな、とダンは思ったが、

「はいはい、わかってますよネッタ先輩。続きをお願いします」

　と、気のない返事を返すのが精せい一いつ杯ぱいであった。

「では、いよいよ運ぶかねー。坤こんの童子、出いでよ！」

　陸よりの浜辺に、アイビスがまた何かの符ふを振ふる。

　出てきた「護法童子」は、なるほど、例のストーブみたいなのとはだいぶ違った。地中から盛り上がるように生えた、石で出来たジャッキと扇せん風ぷう機きを混ぜて擬ぎ人じん化かというかロボット化したような、ころころとした「物体」だった。砂が噴ふん水すいのように、周りで巻き上がっているようにも見える。

　いかにも、重いモノを受け止めそうな動きのそれが、四つほど同時に現れた。




　日が落ちる頃ころ、道場下の海岸洞窟には、ばらばらになった機体が適当に積み上げられていた。

　さすがに全部で三十トンあると、いかに術を駆く使ししてもなかなかの重労働で、とくに多数の童子を酷こく使ししたアイビスは、完全にへたばっていた。

「信じられんわー、こんな重いモノが術も使わず飛ぶとか信じられんわー」

　気持ちはわかるが、とダンは語りたい衝しよう動どうを必死に抑えた。

　たしかに重い。しかしそれは、そもそも大きいからだ。かのドイツ重戦車ティーガーなど、この倍近い五十七トンあるのだ。本当に鉄の塊だったら、そうなる。

　逆に言うと、飛行機なんてアルミの骨と皮だから、大きさのわりには軽い。

　と説明してやろうにも、異世界の住人はそもそも戦車も知らないだろうから、比ひ較かくに意味がない。

　船ならどうか。作業中、沖おき合あいを通ったのは四角い帆ほを張った、ジャンク船みたいな帆はん船せんばかりだったので、こちらはダンのほうがわからない。

　だいたい、重い重いと言いながら、トレーラーもクレーンも使わず爆撃機一機運び上げてしまった「道士」たちのほうが、よほど、非常識に思える。

　これで倒せない「鉱獣」ってのは、いったい、どれだけ……

「ところでいま、思ったんだが」

　ダンは言いにくそうに、別のことを突っ込んだ。

「引き潮のうちに筏いかだを組んで、潮が満ちたらここまで浮かべて運べば良かったんじゃないかな」

「そ、それを先に言えー！」

　全員にツッコミ返されて、ダンは思わずたじろいだ。

「君たちだって誰だれも思い付かなかったじゃないかー！」

「うっ」

　まったくそのとおりなので、皆みな、二の句が継つげなくなってしまい、ことにアイビスは、

「あかん、最後の気力がいま尽きたっしょ」

　と、その場に寝ね転ころんでしまう。

「それで、これだけの苦労をさせたからには、本当にこれ、飛べるようになるんでしょうね？」

　主に力仕事をしていたネッタが睨にらみつけてくる。彼かの女じよの労力は、ダンにとっても比較的直接的にわかりやすかったから、そう言いたくなる気持ちもわりと素す直なおに理解できた。

「理屈はそうなんだが、たぶんこの世界では完全に元通り、というわけにはいかないだろう。だから、使えるところだけ使って、他のことはこの世界のもので何とかしなくちゃならない。たとえば、翼がそもそも片方しかないわけだが」

　それは回収する前から誰が見てもそうだったから、誰もが納得した。

　元々、宇宙船の母機とするために双そう胴どう機きに改造したものが改めてもげてしまったので、半分ずつではちゃんとした飛行機にならない。

「この世界でジュラルミンが手に入れば、鏡合わせのコピーをもう一組作ればすむのだけどね」

　元いた世界では、アルミニウムの発見は十九世紀、電気を大量消費して精せい錬れんできるようになったのは二十世紀に入ってからだ。気球さえないこの世界の文明で、作れているとは思えなかった。

「ありますかねえ？　師匠、錬れん成せいできます？」

　勢いで作れてしまいそうなことをヤーデが言い出す。

「いや、組成が、わからんと、なんとも」

　年のせいか、ベヌウもかなりバテ気味で、今はそれどころではないようだ。

「鉱獣の骨と皮に、いいのないかなあ。せっかくだから、あっちも回収すべきだったかな」

　言われてみれば、倒した化石獣の死体も浜はまに置き去りであった。いくらなんでも持ち帰れそうにないから放置していた。

「放っておけば、道士や回収業者がバラして持っていく」

　との話であったが、それがどう飛行機の材料になるというのか。

　ダンには怪獣の骨が飛行機に使えるという発想はなかったが、「鉱獣」というくらいだからその本体は「魔ま法ほうを帯びた鉱物」だと言われれば、なるほど、中には一体くらい、アルミ怪獣が出なかったとも限らない。

　先日のあれは「化石」だから、むしろ重そうな気がするが。

「いざとなったら、これは素材と割り切って、ここにある部品を加工して新しい設計にする。たぶん元のよりだいぶ小さくなるけど」

「小さくなると、どうなるの？」

「第一に、乗れる人数が減るかな」

「元は何人乗ってたの？」

「一人でも動くように改造はしてあったけど、最初は、えーと」

　会社が安い中古品として買ってきた、原形の爆ばく撃げき機きは、正副パイロットに航法士、さらに機首に爆撃手、胴体に機き銃じゆう手が二人乗るものだった。

　もちろん、宇宙船の打ち上げに機銃なんていらないから下ろしてしまったが、席としては最大、六人乗れたことになる。

　そう教えると、ネッタはその場にいた人数を数え始めた。

　いちいち数え直すまでもなく、ダンを入れて、五人。

「……どうせなら、みんなで乗りたいよね」

「……ああ」

　ごく正直なところを言えば。

　一人だけ、ただ飛べれば良いのなら。

「原理」は、わかっているのだ。

　大昔の飛行機みたいに、木と布でだって、翼は作れる。

　エンジンがなくとも、人力でだって飛行はできる。

　あるいは、せめて、二人。

　青空を知らない少女に、地面から離はなれて見せれば良いのなら。




　しかし、違う。

　彼女たちが見ているものは、違う。

　なにより、青空ひとつ手に入れるには、あの雲を。尸し雲うんを。

　超こえていかねばならぬ。

　それには、金属の機体と、ジェットの力が必要だ。

　一基三トンのマシンから生み出される、自重の三倍、九トンに達するスラストと、そのパワーと熱に耐たえられるボディが。

　まして、皆で、というのなら。

「明日から、どうやったら飛べる飛行機に戻もどせるか、もっと具体的に検討したい。けど、僕にはこの世界のことがまだわからないし、術でなんとかするにも使えない。だから、みんなに協力してもらいたい」

　それから、ダンは今夜もまた、暗雲の向こうに燦さん然ぜんと君臨する魔星を指さした。

「そのかわり、僕が必ず、あそこに連れて行って、あいつを殴らせてやる。

　約束しよう。

　翼を蘇よみがえらせ、青空を取とり戻そう」

　強気に出すぎただろうか。実際に、どうにかできる確証はないのに。

　そう思ったダンの手を、細く柔やわらかい指が握にぎった。

　振り向むくと、ネッタが目を潤うるませている。刀を振り回まわし、エルロンを担かつぎ上げていたとは思えないほどの柔らかい感かん触しよくに、どんどん力が加わってくる。

「約束、だからね!?」

「お、おう」

「わしをさしおいて決めてしまいおった」

「仕方ないわねー」

「いやー、乗るっきゃないっしょ？」

　背後のテンションは微び妙みようだったが、ダンにとってはそれどころではなかった。

「ネッタ、いいかな」

「な、何？」

「手、痛いんだけど」

　いつの間にか込められていた彼女の腕わん力りよくは、すでにダンの耐たい久きゆう力りよくを超えつつあって。

「あ、ご、ごめんねっ」
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　とっさに手を離したネッタが、しかし、なんとなく不本意そうだったことには気づかなかった。







第六章　ストーン・ドライ







　壁かべの向こう、何度も改築を繰くり返かえして元の姿がわからなくなった、否、今この瞬しゆん間かんにも修復工事中の物もの見み櫓やぐらのたもとに、同じように改築を繰り返した、虹港ポルト・イリス刑ぎよう部ぶ所しよはあった。

　中の構造が分かりにくいことから、別名「伏ふく魔ま殿でん」とも呼ばれるその一角に、バンタム・チェン挺てい尉いの部署も詰め所しよを構えていた。

　挺尉はこの中では中間管理職、現場指揮官にすぎないから、バンタムも専用の部屋は持っていない。ダンが見たなら異世界の言葉で「デカ部屋」と呼ぶにちがいない、その自分の執しつ務む机づくえにどっかと座すわって、彼かれは報告を受けていた。

　自分が突つきつけた期限より早く、「アレ」が片付いたという。

　それは良いことのはずなのだが、どうにも、彼には不安がつきまとっていた。

「何でわざわざ、ウチの者を気絶させねばならんのだ」

　半分は自分の連れん絡らくが不十分だったせいなのだが、そこは棚たなに上げて、挺尉は水タバコの管を口に突っ込んだ。

　あの新顔の素性を、どうしても隠かくさねばならない事情でもあるのか？

　しかも、「アレ」をわざわざ運んでいったという。

　あいつらは、何かまた、ろくでもないことを企んでいるのに違いない……

　挺尉は部下を二人、呼びつけた。

「内ない偵ていを入れておいたほうがよさそうだ。占うらないの結果を催さい促そくするついでもある。それから、やつらがあてにならなかった時のために、別の道どう士しも手配しておく必要がある」

「しかし、ベヌウ師より実力のある道士なんて、世界でもあと二、三人いるかどうか」

「やつらが真ま面じ目めにやってくれさえすればすむ話だ。それともまたここを改築したいか。鉱こう獣じゆうと道士、どっちに壊こわされたい？」

　部下が黙だまったのを確かめると、挺尉は手を振ってすぐに任務に当たらせた。




　飛行機を直す、と決まって以後、ダンと道士達の関係は、一方的に教わる関係から、教え合う関係へと変わった。

　もちろん、この世界のことはまだ分かっていないから、教わることのほうが多い、とダンは思っている。文字の読み方どころか、方位の基き礎そさえもまず、「太陽の昇のぼるほう」から確かめねばならないのが、異世界というものだ。

　まして仙せん術じゆつなんて、どうしたら鍛きたえられるかわかりはしない。だから、毎朝必ずネッタ達と一緒に、見た目太極拳みたいな体操を続けている。

　仙術、と訳されて理解されるからには、やはり呼吸法とかが大事になるらしい。

「こうよ、こう、お腹なかに力入れて」

　ヤーデが姉ぶっているつもりか、直接触れてくる。この人の距きよ離り感かんがわからない。

　やりにくいのは、ダンの術はいまのところ「人」しか飛ばせないらしいので、練習するにも誰かが犠ぎ牲せい、もとい実験台、いや練習台にならねばならない、ということだった。

　下手なところに飛ばして着地に失敗すると大変なので、どうしても体術に優すぐれたネッタに頼たよりがちになる。

　さらに万が一に備えて、なるべく海でやることに。

　一度ヤーデを飛ばしたときは、やはり先回りして受け止めようとしたものの間に合わず、しかもヤーデが下着をつけていなかったものだから、びしょ濡ぬれの姿はなんとも目のやり場に困るものとなった。

　しかも本人、張り付いてることにも透すけていることにも全然、気づいてる様子がない。

　それだけなら良かったが、浜に戻ったら、何故なぜかネッタが怖こわい顔をしていた。

　こんな調子では、いきおい、実験は後回しで基礎練習ばかりになりがちであった。

　逆に、道士達、ことに実際の工事のほとんどを担になうことになるだろうアイビスには、航空機の原理や構造を覚えてもらわねばならない。

　ありあわせの鉄やら魔法的な何かで代用するとなれば、左右非対称のいびつな機体になるのは避さけられないから、それでも釣つり合あいのとれる設計にしなければならない。

　逆に言えば、理屈が合っていれば多少不格好でも飛ぶ。航空史上には、わざと左右非対称にしたのにちゃんと飛んだ飛行機がいくつか実在する。

　むしろ見た目だけ整っていても、わかっていない奴やつが作った飛行機には危なくて乗れない。第一次世界大戦のころ、ピアノ工場に作らせた戦せん闘とう機きは翼の作りが適当だったせいで、事故が多発した。

「というわけで、まず」

　ダンは皆を洞窟に集めると、紙飛行機を折って飛ばしてみせた。三角形の翼が、投げると同時にふわりと横切っていく。

　やはり、魔ま星せいの干渉は受けない。仙術によらない力学的な「揚力」は、しっかりと働いているようだ。

「羽ばたいてもいないんだ」

「うん、適切な力で前進させ、翼に空気を当てれば浮うくんだけど、その形と角度にいろいろ決まりがあって」

　わざと下手な投げ方をすると、尻しりからストンと落ちたりするのを見せてから、しばし、皆に好きなように飛ばしてもらった。

「案外難しいものねえ」

　意外にも、ネッタよりヤーデのほうが力加減が苦手のようだ。ネッタは、最初はそれこそ力任せにブン投げて、紙の強度限界を超えたものだが。

「てことは、本物のヒコーキもこの形にして投げれば飛ぶの？」

　ネッタは真顔で聞いてくる。

「君なら投げられるかもしれないけどやめて」

　ダンはこれも真顔で断ると、他の三人を向いて、

「お札で、風を起こすのってできます？　そよ風程度でいいんで」

　と、ここは素直に術を頼った。ネッタにはできないだろうと、なんとなく思ったことに気づかれたか、むくれた顔をされたが、しかし実際できないらしい。

「自分でできるようには、まだ、なっとらんか」

　やれやれ、とばかりにベヌウは黄色い短冊を取り出すと、その場で一筆、書き上げて印を切った。

　自らの起こす風で、符は不安定に舞う。ダンはそれを捕つかまえて、どの向きに風が出ているのかを確かめた。

「この術も干渉されないんですねえ」

「この程度の術では、わしらが飛ぶのは無理だ。強くしたところで、どこに吹ふっ飛とばされるかわからん。なによりそこに【浮ふ遊ゆう】の言こと霊だまは入っておらん。ゆえに干渉の対象外なのじゃろう」

　もしも風そのものを一いつ切さい起こすまいとすれば、強大な法力で世界の大気をすべて固めてしまうしかない。そんなことをされたら、今いま頃ごろもう世界は滅ほろびているだろう。

　できないのか、やらないのかはこのさい問題ではない。

「なら、好都合」

　ダンはにやりと笑うと、その符を丸めて、紙飛行機の先っぽに貼はり付つけた。見定めたとおり、風は筒つつから吹き出すようになった。

　あとは翼の角度を調整して、手を離すだけ。

　投げてもいないのに、紙飛行機は手のひらから自力で離り陸りくし、皆が見上げる中、庭を一周してダンのところに戻ってきた。

「飛ぶ式神の術に変化させたか？　いや、それなら干渉されるから、違うな」

「投げる代わりに、自分で風を起こせば、翼は自由になるんですよ。そして……」

　ダンは積み上げられた残ざん骸がいの中でも、ひときわ重大な三トンの筒とう状じよう物体に近づき、ぽんと叩たたいた。

「それを仙術でなく、機械で可能にしたのがこれ、ジェット・エンジンです。羽根車を回すと筒の中を風が通り、強きよう烈れつに吹き出だします。推力九トン、ええと、ちょっとした漁船くらいなら吹き飛ばすような勢いで」

　さすがに皆、目を丸くする。

「術でないとすっと、何で動かしとるん？」

　やはり技術的な疑問をぶつけてきたのはアイビスだった。

「僕ぼくらの世界では、油を燃やして動かしていた。風をより強く吹き出すために、燃やすんだ。大たい砲ほうも蒸気も、熱を使って圧力を生むだろう」

「せやかて、こっちの世界にそないな良さげな油、無いっしょ？　植物油でいける？」

（末期日本軍じゃないんだから）

　と、ダンは思ったがツッコミを理解してもらえないと思ったので黙っていた。

「燃えればいいなら、火酒とかどうかな」

　ネッタは別の意味で強烈なことを言った。料理が得意な彼女らしい、とも言えるが、この世界では未成年が飲んでもいいのだろうか。いやそれより。

（いよいよ末期日本軍じゃないんだから）

　ダンはさらにツッコミたいのを抑えた。太平洋戦争末期、石油不足に陥おちいった日本では松まつ脂やにや醸じよう造ぞうアルコールを代用燃料にすることを真しん剣けんに計画していたものだ。

　バイオエタノールで戦闘機を飛ばす実験自体は、アメリカも二十一世紀になってからやっていて、有望なアイデアの一つではある――ただし、原料さえ確保できれば。

　いまから芋いも畑ばたけを開かい墾こんしたとして、何年経たてば飛行一回分のアルコールが溜たまるやら。なんでも零戦の時代でも、「東京を守るためには、東京中芋畑にしても足りない」という計算だったそうだから。

　しかし、それよりも強力で便利そうなものを、ダンはすでに見つけていた。

「燃料を燃やすかわりに、仙術で作動するようにしたらどうかと思うんだ」

「ふぇっ？」

「まず、このダクトの内部を、この符と同じようにする」

　ダンは戻ってきた紙飛行機を見せながら言った。

「それだと風は起きるかもしれんけど、それだけや足りんっしょ？」

「そこなんだが、アイビス、君がいいのを持っているじゃないか」

　ダンはつかつかと近寄り、ばん、と強く肩を叩いた。はずみでアイビスの眼鏡めがねがずれた。

「何の、ことや、ら？」

「わかってるくせに。竈かまで使ってる護ご法ほう童どう子じ、あれ、臨界温度と運転時間、どこまで上げられるんだ？」

「やっぱしーっ!?」

　さすがに、法具専門だけあってうすうすは感づいていたようだ。

　ジェットエンジンから燃料系を取り払はらい、かわりに火の護法童子を内部に送りこむ。都合の良いことに、この爆撃機はエンジンが胴体の左右にくっついている設計なので、道士は真ん中に乗っていれば両方を直接、操作できよう。

「むー、やりすぎて、つむじ風起こしたことはあるけど、多分それ以上がいるわなあ。術式そのものを改造せんとあかんっしょ……」

　アイビスはこめかみに指を当てて、唸うなり始めた。

「それだけではないぞ」

　ベヌウが何かを見切ったように、おごそかに言った。

「金属を符と化し、火と合わせて風となす。しかし金生風と火生風を両立するのは、陰いん陽ようの巡めぐりからは不自然なこととなる」

「とはいえ、機械にできて仙術にできない、ということは、ないんじゃないかしら」

　ヤーデが代わりに言ってくれたが、まさにその点、機械より不便な魔法なんてあってたまるか、というのが、ダンの目もく論ろみの根っこにある。

「だったら全部一ひと巡めぐりにしちゃえば、最終的には風でも何でも出てくるはずだけど」

　ごく素朴なことをネッタが言うが、それはそれで相当大それたことのようだった。

「ネッタや、書の中でそれを何と呼ぶか、知っているはずじゃぞ」

「……八はつ卦け炉ろ、伝わるかぎりじゃ仙せん界かいのものよねえ……」

　はたしてその「訳」が妥だ当とうなのかどうか、ダンにはいささか判断しかねた。そんな言葉が頭の中にあったのも驚おどろきだが、思い出してみればたしか、昔読んだ「西遊記」に出てくる言葉だ。物語の中では、あの無敵の孫そん悟ご空くうにオシオキするために登場したのではなかったか。

　そいつはたしかに、強そうだ。

　いかにも人知の及およばぬもの、という雰ふん囲い気きを醸かもし出すだけ出しておいてから、不意に、アイビスの眼鏡がきらりと光った。

「よっしゃ、やったろやないか。道士の歴史に名を残す人造八卦炉、ウチらの手で作り上げた日にゃあ、魔星も腰こしを抜かして落ちるっしょー！」
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　どうやら、アイビスのやる気のほうに、先に火が点いたらしい。

「……なんたる」

　ベヌウが呆あきれているが、まあ、無理もない。

　飛行機慣れした近代の人間だって、プロペラがなくなっただけで結構、大おお騒さわぎだったのだから。

「けれども、飛んでいる間中、一人で童子を燃やし続けるだけの法力が、はたしてあるかしら？」

　皮肉ではなく、ヤーデは素で心配らしい。あるいは、アイビスのことはよく分かっている、ということか。

「そこのところは、あいにく計算に入っていないけど」

　ダンはさすがに、申し訳ないと思った。なにしろ護法童子のエネルギーが何に由来するかなど、わかるわけもなかったのだから。

「そうさな、ようするに法力のモトが他にあれば……ぬう、しまった」

　ベヌウがこういうことを言うときはだいたい、ロクなことではない。

　その予感は当たった。

「魔石を使えばよかったのだ。ぬう、売ってしまうのではなかった！」

「昨日の今日で何やってんだーッ！」

　やはり、この世界にもうまい話などないらしい。







　その翌日、一行は町の城門をくぐった。

　追い出された、と言っても、出入りまでが禁止されたわけではなかった。ただし、門番の検け非び違い使しは、あからさまに不ふ愉ゆ快かいな顔をしていたが、その一方、一行が引く大八車に対しては、ぞんざいな検査をしただけで、ほぼ顔パスである。

「何でまた、余計な面めん倒どうを起こしそうなことを」

　ダンは、その大八車の中から身を起こした。

「一つには、石を買かい戻すには町に来るしかないからじゃ。もう一つ、いつまでもお主を謎なぞの新顔と言い張るわけにもいかんので、素す性じようを作る」

「戸こ籍せきかパスポートでも偽ぎ造ぞうするんか」

　たぶん当たっているだろうことを、ダンは予期していた。

「もう出ても大だい丈じよう夫ぶだ。中に入ってしまいさえすれば、港町だ、異国人も珍めずらしくない」

　虹港、という町の名も、地球にはありそうでなさそうな不思議な響ひびきだった。

　初めて中から見た町の様子は、最初、一いつ瞬しゆんだけ飛行機から見た風景ともまた、微妙に印象が違ちがっていた。

　あのとき、なんとなくチャイナ・タウンかと思ったとおりに、たしかに東洋風のエキゾチックな造りをした建物が多いが、煉れん瓦がのものも少なくない。縦書きの複雑な文字の看板が所ところ狭せましとかかっているが、さすがに漢字ではない。ある程度の規則性で組み合わさっているから、同様の表意文字ではあるのだろうが、さっぱりだ。

　そして、あちこちの建物が、また、ベヌウの道場みたいな増改築の繰り返しで、ぐちゃぐちゃになっている。

　なにより、つい先日の鉱獣襲しゆう撃げきから立ち直っていないのか、崩くずれたまま放置されている建物や瓦が礫れきの山が多数。

「鉱獣を倒たおすのは困難だから、なんとか撃げき退たいできたとしても、被ひ害がいが大きくなるのは避けられなかったのよ。そのたびに直して、また壊されてを繰り返していたら、こうなっちゃったわけ」

「私たちがもっとうまく倒せていれば、良かったんだけどねー」

「ウチらに倒せなかったら刑部でも倒せないけん、しゃあないっしょ？」

「じゃあ、今まで倒せなかったことも？」

「むしろ、そのほうが多い」

「てことは、倒せなかったやつは今も？」

「一部はその可能性もある。逃にげられてそのままだな。一番多いのは、暴れるだけ暴れてから力ちから尽つきて勝手に止まる」

　故ゆえに一番堅けん実じつな手は、鉱獣の注意を引いて町からひたすら遠ざける、だそうな。

　止まってしまってからならば、その体を解体できる。「法力を宿した鉱物の塊かたまり」として見れば、鉱獣の「死し骸がい」は道士にとって宝の山だ。

　中でも「受信装置」にあたる「魔石」は法具の材料として高値で売れるのだ。

「それこそ、八卦炉の法力源にふさわしかろうと思う。先日の鉱獣から取れたもので間に合わすつもりじゃったが、売ってしまった以上は買い戻すか何かしなければならん」

「皮肉な話だなあ。敵が現れてくれないと、敵を倒す道具が作れないとは」

「だからいっそのこと、もう抵てい抗こうするのは諦あきらめようって道士も多いのよ。新しい天災みたいなものだっていうのね。まったく、腑ふ抜ぬけぞろいで困っちゃうわ」

　ネッタはそれが不満らしかった。

　なるほど、これが本当に自然災害なら、二十一世紀の地球文明でも、それ自体と戦って止めようと考えている者はまずいない。

　しかし、魔星と鉱獣は、そういうものなのか。

「わしらは、あれを天てん帝ていの御み心こころとは思っておらんのでな」

「じゃあ、何なんです？」

「狙ねらいはわからんが、敵、だと思っておる」

「たしかに、災害にしては手順が戦略的すぎますね」

　ダンは同意した。どこの世界に、まず反はん撃げき手段を封ふうじてから発生する自然災害があるだろうか。

　ならば、言いい替かえれば反撃さえできれば止めることもできる。

　止め得ないなら、反撃を恐おそれる必要もないからだ。

　町中には徒歩の人々か牛車、馬車がひしめいて、動力交通機関は見当たらない。本当に、自動車がまだない時代らしい。

　人々の表情は、必ずしも暗くはない。だが、どこまでが諦てい念ねんによるものかは、ダンには想像がつかなかった。

　雑然とした道路脇わきには、やはり雑然と屋台が並び、油や香こう辛しん料りよう、果実の匂においが混ざって漂ただよってくる。

　旨うまそうなのから異い臭しゆうとしか言い様のないものまで、どれがまともに食えるもので、どれが異世界人にはやばいのか、ダンにはまったく判断が付かなかった。

　買い食いはやめとこう、と決断するには十分であろう。

「なに、食いたければあとでいい店に連れて行ってやる。だがまずは、こっちじゃ」

　ベヌウが導いたのは、港の入り口に近い、これまた昔の軍ぐん艦かんの艦かん橋きようみたいに積み重なった建物の、どう見ても裏口、であった。




　わずか一時間ばかりの後。

　数日前まで米国在住日本人「団だん　明日あす輝てる」であった男は、異国人アステル・ダンの入国証明書を持っていた。といってももちろん、その文書をダン自身が読むことはできなかった。

　とりあえず、また刑部に何か言われたら突きつける、そのためだけの書類である。

「でもこれで、あとはお金さえあれば町に部屋だって借りられるのよ？」

　とヤーデが意義を説明してくれるが、すかさずアイビスが突っ込む。

「いや、身元引受人が師し匠しようになってる時点でアカンっしょ」

「いいじゃない、別に、無理して町に住まなくても」

　仮定の話なのに、ネッタはそんなことをぶつくさ言う。何が不満なのか。

「で、問題の石は誰に売ったんです？」

「まずは、ここからじゃ」

　ベヌウは港に一番大きな倉庫を構えている、事務所だか店てん舗ぽだかに、ずかずかと入っていった。

　ネッタ達たちもさも当然のような顔で入っていくので、ダンも従うしかない。扉の両りよう脇わきで、少林寺の修しゆ行ぎよう僧そうみたいなナリの門番？　が頭を下げる。

　呼び出すまでもなく、奥おくからはまた、いかにも成金趣しゆ味みに着き飾かざったように見える、日本で言うなら蘭らん癖ぺき大名のコスプレみたいな太った男が笑え顔がおで迎むかえに出てきた。

　ダン以外の全員が両手を合わせて礼をしたので、ダンも慌あわてて倣ならう。

　太った男はこの倉庫の持ち主で、ダオ商会のクエルボ・ダオと名乗った。

「道士グェン、こないだはイイものをどうも。しかし、あやうくウチの店も潰つぶされるところでしたわい」

「すまんな。バンタムからもその件はうるさく言われておる」

「聞いてまっせ。また、刑部に睨まれるような余計なことをしでかしよったと」

　クエルボの目が、ちらり、とダンに向けられた。この世界で何と言うのかはともかく、地じ獄ごく耳みみがいるのは変わらないらしい。

「わしは、何もしでかしておらん。事故じゃよ。じゃが、禍か福ふくは陰陽のごとく転ずるもの。そこを回すのに一つ、貸しを作る気はないか」

「儲もうけ話になるなら、考えんでもないですな」

「先日、いや、今までわしらが売ってやった魔石が残っていたら、ありったけ欲ほしい」

　そう聞いた瞬間、クエルボはその場で文字通りひっくり返った。腰を抜ぬかして、しかし体形のせいで転がってしまったのだ。

「正気か。なんに使うつもりかしらんが、鉱獣一体や二体と引ひき替かえでは、モトが取れん」

「だがな、鉱獣一体ではなく、魔星まるごと取ってくると言ったら、どうだ？」

　ベヌウの言葉に、クエルボが目を剥むいた。

「噂うわさは本当なんやな。ベヌウ・グェンは魔星の災わざわいそのものを断たとうとした、と」

　ベヌウは無言でうなずいた。

「その術には失敗したが、そのかわり、次はうまくやれそうなネタが手に入ったのでな。ただ、それを実行するには法力がうんと必要らしくてな」

「……信じられんが、どっちにしろ売ってやれん。第一に、現金をここで積まれたとしても、ものが無い。昨日、ティン道士が買い占しめて行った」

「では、ティンに掛け合うとしよう。タダで話を聞いては悪いから、くず鉄と銅、鉱獣の皮の軽いやつあたりも買っていくよ」

「毎度おおきに。したら、もう一つ忠告しときまっせ」

　クエルボはようやく立ち上がると、秘書っぽい、ぴったりした衣服の女性に伝票を持ってこさせ、それからきつい目で睨みつけてきた。

「買こうてもろたから、おとなしゅう帰しますが、ティンが素直に取引に応じるとは思わんほうがええ……鉱獣は倒せるようになりたいが、魔星に手を出すのはあかん」




　次はそのティン道士なる者のもとに行くのかと思われたのに、ベヌウが次に案内したのは、食事だった。

　これも何ともいろいろ混じり合った雰囲気の店で、店の構えや回転式のテーブルは中ちゆう華か風ふうの飲ヤム茶チヤを思わせるが、出てきたお茶はインド紅茶みたいな色とフレーバー。出てきた麺めん料理は、箸はしがついてきた所を除けばパスタ風であった。

　作法もよくわからないが、気がつくとダンはあっという間にそれをかき込んでしまっていた。

「そんなにおいしい？」

　ネッタに聞かれて、ダンはふと首をかしげた。

「あ、いや、さすがにあれを引いてくると疲つかれた」

　ダオ商会の倉庫からここまで、大八車を引いてきたのはダンなのだ。

「疲れてるなら、代わってあげたのに」

　ネッタが何度か訊きいてきたが、ダンは遠えん慮りよしていた。ネッタの身体能力はすでに見てきたとおりだとしても、まあ、こういう力仕事を押おしつけるのは気が引ける。

「ていうか、牛か馬買わんのですか。あるいは、護法童子か法具で車引くやつないんですか」

「そう思うっしょ？　てなわけで師匠ー、ダンから異世界の機械のことも聞けるけえ、法力車、また作ってみてええっしょ？」

　読み通りアイビスが乗ってくれた、が、

「前回それが爆ばく発はつしたのが、町を出される決定打だったのよねー」

　ヤーデはどっちの味み方かわからないことを言う。

　ダンはやれやれと思いつつ、最後にお茶で流し込んだ。その様子を、ネッタはじっと見ている。なにか作法を間ま違ちがったか、とも思ったが、とくに咎とがめられるでもない。

　正直な感想を言えば、ネッタの味付けのほうが好みには合ったのだが、店で言うわけにもいくまい。

　人ひと心地ごこちついたところで、ダンはようやく、もっと気になっていることを尋たずねた。

「で、ティンとやらいう道士はどこに住んでるんです？」

「行くまでもなく、たぶん向こうから……ほら、来おったわ」

　ベヌウが振ふり向くと、店の扉を乱暴に開けて、数人の刀を持った男達が現れた。

　怯おびえて皿を落とす給きゆう仕じや他の客を押しのけて、その武士だか山さん賊ぞくだかわからない集団は店内を見回し、ぴた、とこちらに気づいてにやりと笑った。

「これはこれはベヌウ老師、何やらよけいなことをしてるって噂だが本当かい？」

「ティンの使いの者だな。待っておったぞ」

　何が起きかけているのか鋭するどく察したダンは、とっさにネッタに耳打ちした。

「もしかして師匠、そのティンて人と仲、悪いんですか？」

「以前はそうでもなかったんだけど」

「てゆーか、師匠、町の道士の中でも浮いてるからねえ」

　予期していたように、三人の弟で子しは立ち上がると、テーブルを囲んで身構える。

　もしかして、これは活劇というより命の危機なのではないだろうか。ダンはゆっくり、懐ふところに手を突っ込んだ。

　パイロットのサバイバル・グッズとして、ダンも拳けん銃じゆうを一応、持っている。しかし、そのことはまだ誰だれにも内ない緒しよだ。そもそもこの世界、まだ銃さえないかも知れない。

　本当にいざという時しか使わないつもりだったが、今が、そうなのか。

　もっとも、だ。

　そこにいる二人の女の子は、その気になれば大砲より強いわけだから、相手の命を気にした方が良いのかもしれないが。

「一応、そちらの口上を聞いておこうか」

　ベヌウは落おち着つき払った調子だ。このくらいは予期していた、ということか。

「分かっているだろう。鉱獣を横取りされるのはまだしもガマンしてやるが、魔星のことは諦めろ」

「仮にも道士ともあろうものが、空を取られたままで良いというのか。嘆なげかわしい」

　先の通り、鉱獣は倒せさえすれば売れる。鉱獣が出なくなったら商売あがったり、しかし出たら出たで、倒せなければやはり商売あがったり。

　法具商売を続けるなら、出続けて必ず倒せる、というバランスが、ある意味では理想的だというのも、合理的に見える。

　ただし。

「あれが、そんな都合の良いものであるもんか」

　ベヌウが言うとおり、魔星が何らかの「侵しん略りやく」であるならば、目論みどおりに適度な強さの鉱獣を送ってくれるはずもなし。

　なによりも。

「あんたら、町壊されてる人の身にもなってみなよ」

　というネッタが、人としては多分一番正しい、と、ダンは思った。

「言えた義理かーっ！」

　と、ティンの手下に突っ込まれるだけのことはある、という、それこそ嘆かわしい過去はとりあえず棚に上げておかねばならないとしても。

「おとなしく帰ってくれれば見み逃のがしてやったものを。どうしてもというなら、金輪際、仕事ができんようにしてやる。かかれ！」

　男達が刀を振り上あげたとき、ベヌウはとっさに手を伸のばして、一言

「その刀、ティンめが法具として作ったものか、どうだ？」

　と、尋ねた。

　男達はにやりと笑い、柄つかに埋められた赤い宝玉を誇ほこらしげに見せびらかした。

「魔石を仕込んだ武器だ、あんたら自じ慢まんの法力も破れるぜ。命いのち乞ごいなら手て遅おくれだ」

「そうか、手間が省けた。では、存分に参られよ」

　挑ちよう戦せんを受けて立つ構えだ。

「なんで話をややこしくする方向で考えるかな、この人たちは」

　だが、ややこしくなっても平気、という根こん拠きよが、あった。

「雷らい霆てい降臨、急急天帝令」

　ヤーデがぼそりとつぶやいて符ふを投げる。と、それはまさに雷のような光の弾だん丸がんとなって、同時に刺し客かく全員の頭上に降ふり注いだ。

　とっさに宝ほう剣けんを掲かかげたものは、雷を受け止めることができた。だが直ちよく撃げきを喰くらった刺し客かく達たちは煙けむりをふいて、その場にばたばたと倒れる。はずみに周りのテーブルに頭を突っ込み、スープ皿が舞まい上がる。

　術を相そう殺さいさせた刺客も、次の瞬間、足をもつれさせて倒れた。アイビスが床ゆかに仕し掛かけた鋼線の法具は、宝剣では防げなかったのだ。転んだ瞬間、アイビスの長なが柄えのハンマーが、刺客の後頭部に炸さく裂れつした。

　なんともあっさりと見えたが、喜ぶのはまだ早かった。刺客達は、反対側、ダンとネッタのほうからも飛びかかってきた。

　ヤーデはそちらには気づいていないようだ。

　やむを得ず右手に拳銃を構え、スライドを引いて初しよ弾だんを装そう填てんしているその間に――ネッタのまぶしいほど白い太ふと腿ももが、テーブルを跳とび越こえていった。

「喀ハーッ！」

　甲かん高だかくも愛らしい気合いとともに、ネッタの体が空中で回転した。斬きりかかってきた刺客その一の、まず右手を右足で蹴けり飛ばし、刀が宙に舞った。次いで左足が刺客のこめかみを蹴り飛ばす。

　着地と同時に、ネッタは後ろ手に落ちてきた刀をキャッチ、それを振るうかと思いきや、逆の手で掌しよう底ていを繰り出した。

　刺客その一は、ダンが術で飛ばすよりも勢いよく後ろに吹っ飛ばされ、刺客その二を巻まき添ぞえにして厨ちゆう房ぼうに突っ込んだ。

　アイヤー、という感じの店主の悲鳴とともに、熱いフライパンがのびた刺客の頭上でひっくり返る。

　とっさに難を逃のがれた刺客その三が下段の構えで突っ込んでくる。ダンは発はつ砲ぽうを躊躇ためらった。ここは店内、射線の近くに客がいる。すぐに安全装置をかけ直し、拳銃で刀を受け止めた。

　無む駄だな努力だった。異世界の法力を込められた刀は、その触ふれ込みにたがわず、やすやすと銃を切断したのだ。

　スライドとバレル、リコイルスプリングが弾はじけ飛ぶ。

　真正面から受けていたら、ダンは斬り殺ころされていただろう。だが、何故か、そうなりそうな気配が「読めた」。刀身がスライドに食い込んだときにはもう、ダンは体をひねって、斬撃を受け流していた。

　踏ふみ込んでくる刺客その三の腹に、カウンターで手を触れて、ひと言。

「飛べ」

　とたんに、刺客は天てん井じようを突つき破やぶって、はるか彼方かなたまで飛んでいった。

「やるう。そんな使い方があったとはねー」

　ネッタが感心してくれながら、最後の一人に手刀を喰らわせた。一いち撃げきで、刺客その四もテーブルを粉ふん砕さいしながら床に倒たおれ、気を失った。

「これ、人間相手に本気を出すときは武器を使いなさい」

　ベヌウが変なしかり方をするが、もう遅おそかった。

「殺しちゃったか？」

「こっちも本気じゃないし、仮にも道士なんだから、護ご符ふくらい持ってるよ。大丈夫、大丈夫」

　軽々しく無責任に言い放ちながら、ネッタは残りの刀も拾い集め、それからふと立ち止まって振り返かえった。

「もしかして、強すぎる女の子に引いちゃった、とか？」

　どうにも不安げな態度に、ダンは肩かたをすくめた。

「いや、頼たのもしくて結構、と思ってる。元の世界でやってた仕事も、おしとやかじゃ務まらないものだったからね」

　これはいちおう本当のことで、なにしろ航空力学も宇宙の法則も人間に厳しく、差別はないから、男女ともに一定以上能力がある者しかいられない。

「そ、そう？　なら、いいけど」

　何がどう良かったのか。

　前の方では、ベヌウも同じように敵から武器を奪うばっている。

「おとなしく交こう渉しように乗ってくれれば、刀代くらい払ったのになあ。これは迷めい惑わく料りようとして、もらっておくぞ」

「こ、これで済んだと思うな。町にはもっと邪じや悪あくな魔星信しん奉ぽう者しやもいるんだぞ」

　倒れた刺客の頭は力なく捨すて台詞ぜりふを吐はく。なるほど、見た目は黒くろ焦こげだが意外と元気らしい。

「そいつは良いことを聞いた。ぜひとも詳くわしい話を聞きたいのう。これ、ティンのところへ案内せい。せっかくだから、奴が持っている魔石も引き取ってしんぜよう」

　それはつまり、これから押し込みに行くという告知ではないだろうか。

　一方、法具となれば真っ先に飛びつきそうなアイビスは、むしろ拳銃のなれの果てを拾って、しげしげと見つめていた。

「なあ、これ、何なん？」

「銃、とか、鉄てつ砲ぽう、で、わかるかな……」

「おー、大砲の小さいやつやね。緻ち密みつっしょー！　もしかして連発？」

「お、おう、十五発入るぞ」

「すごいなー、こんど作ろ！」

　ホクホク顔で自動拳銃をしまい込むアイビスだったが、近い将来、ろくでもないことになりそうな予感はある。

「さて、これで何もかも計算どおりじゃ」

　ベヌウがものすごいドヤ顔で店を出ようとしたそのとき。

「なら、弁べん償しようも計算に入っているんだろネ!?」

　怒いかり心頭に発した店長が背後に仁に王おう立ちしていた。




「二度と来るな」と追い出されて、一門がまた町に入りづらくなったのは、言うまでもない。







第七章　マジック・カプセル







　材料が揃そろい、やるべきことが明確になれば、あとは動くだけ。

　ダンは修しゆ行ぎようの合間に設計図を引き、それをアイビスの法具を使って、皆みなが力を合わせて加工、組み立てる。

　と、言うだけなら簡単だが、それだけでは済まない。

　第一に、まずダンの設計が完成しなければ、その先に一歩も進まないのだ。

「ジュラルミンが足りないのは変わらないから、他の材料で置おき換かえる」

　と言ったはいいが、そもそもダンは飛行士であって、設計家ではないのだ。

　もちろん航空力学の基き礎そ教養はあるが、専門ではない。

　だからといって、他に頼たよれる者はいないので、せめてアイビスには基本を理解して手伝ってもらいたい、と思ったところまでは、間違っていなかった。

「と、いうわけで、このカーブが揚よう力りよくを生むキモなんだ」

「ふむふむ」

「力がかかる桁けたには強度優先で鋼、舵だ面めんは最悪、帆はん布ぷを張る手もあるけど、目標速度には適していないのが問題だ」

「布に強度出させるんなら、師匠の仙せん術じゆつにあるっしょ。紙や手ぬぐいで岩砕くだくで？」

「それ、本人から離はなれてても効くのか？　できるのなら、ここはそれにしてジュラルミンを節約できるから、翼よく面めん積はここまで大きくできる……」

　基本形は元の設計から流用しつつ形を決めていく。

「じゃあ、このとおりに加工する工具と治じ具ぐを用意してもらえるかな」

　このへんまでは、まあ、期待したとおりに進んだのだ、が。




　どう考えても一番困難な、ジェットエンジンの仙術化改造、すなわち「八はつ卦け炉ろ」のほうは、アイビス次し第だいなのである。

　いかにダンでもタービンなどの耐たい熱ねつ素材や冷れい却きやく機構には手が出せないので、破損していないかを点検したら、そのまま使う。

　万が一のため、取り外した燃料系は保管する。代わりに、法力と気力を通しやすいとされる生き糸いとと貴石で配線をしなければ、外から童子を操作できなくなる。その設計も、ベヌウの助言を得つつ、ダンがやる。

　設計がほぼ固まった上で、ダンがアイビスに課した要求は

「十八体同時召しよう喚かん、摂せつ氏し一千度」

　異世界では摂氏が採用されていないので、強しいて換かん算さんしたうえ、具体的に喩たとえると、

「銀が溶とけるよりちょっと上、金はいいけど、鉄まで溶けたらマズイ」

　というものであった。

　最初に温度だけ聞いたアイビスは拍ひよう子し抜ぬけして、

「なんや、鉄かて時々溶かしとるっしょ」

　と、自作の鉄製工具を見せびらかしたものだが、ただし、燃ねん焼しよう室しつと同じ数を、飛んでいる間中ずっと、となると、話が違ってくることになる。

「あと、温度が上がるのをあんまり待っていられないから」

「そう来たかー」

「頼むよ。こっちもなるべく、効率的に改造しとくから」

　と、いうわけで……

「アイビスや、童子の調子はどうだね」

「見ての通りっしょー。鍋なべ沸わかす時間は短みじこうなったけど、一気に吹ふき上げるまではいかんです」

「あの、アイビス姐ねえ、そのお湯、貰もらっていったらまずいかな？　あと、どうせ火を炊たくなら、これ炒いためるのもついでに……」

「料理用は別に火ィ熾おこしてんかー！」




「で、火力が上がったはいいけど、風ふ呂ろが熱すぎるんですが？」

「……悪い、それも別べつ途と、薪まきで焚たいてくれへん？」




「それはそれとして、部品運ばせたいから、離じゃなくて坤こんの童子出だしてもらえる？」

「力仕事は手の空いてる人に頼んで……」




　といった調子で、ふたを開けてみればあきらかに、アイビスの負担が過大であった。

「そりゃあ、そうだ。あの飛行機は巨きよ大だいな法具、法具の担当はアイビスだからのう」

「いや、したり顔で言う前に、師匠ならもっと便利な護ご法ほう童どう子じとか出せませんか？」

「人には得手不得手というものがあってのう。ふむ」

　ベヌウが札を振ると、力仕事用の坤の童子がわらわらと湧わいて出た。

「出せるじゃないですか」

「出せるが、歳としのせいか長続きせん」

　なるほど、ベヌウの童子は、尾び翼よくを持ち上げ終わったら消えてしまった。

「ちなみにネッタはむろん、ヤーデも童子を出せぬ。あれは本来、占うらないの入門者じゃ」

　当面、アイビスには余計な仕事を回さないよう、皆で気き遣づかうしかないらしい。




　その一方、ネッタはどうにも、手持ちぶさたになりがちだった。

　むろん、普ふ段だんは共に修行し、力仕事も手伝える。ダンが書いてきた図面のとおりに、ただ金属を切断したり、言われた場所に鋲びようを打ったりはできるが、それがどんな意味を持つのかは、説明されても全然、わからないのだ。

　そのへん、ヤーデは少しは理解できるようだし、童子は出せずとも札は書ける。ベヌウは言うまでもない。

　八卦炉の内部を組み立てる手伝いには、あきらかにこの二人が行けば良かった。

　結果的に、持ち回りのはずの食事当番が多くなる。しかも、一番おいしいものだから、みんな異論を言わない。

（それはそれで、いいんだけど、さ）

　とは思うものの、仮にも道どう士しなのだ。もう少し役に立ちたいと思っても、おかしいことはあるまい。

　何より……

「で、八卦炉の始動には風の符だけで足りるん？」

「本来、スターターには電動モーターで補助動力（ＡＰＵ）を回す。電気の力って、こっちの世界では使える？」

「雷属性の術なら仙術にあるが、毎度そこに落とすというわけにもいくまい」

「あれ、まだあるかしら。昔アイビスが作った、雷起こして痺しびれさせる法具」

「エレキテルっしょ。弱い電気なら起こせっけど」

「何ワット出せるんだ。いや、それは使えるかもしれない。ＡＰＵに組み込めるか試ためす価値はあるな。仕様は？」

　ダンが飛行機に夢中になれば、当然、こういう専門的な話の相手は、ネッタにはできない。

　それは仕方ない。仕方ないとわかっている、はずなのだけど。

「気を一人にずっと流させるわけにもいかないし、さりとて魔ま石の搭とう載さい量を増やすとまた重くなるな、うーん……あ、ネッタ、おかわり、いいかな？」

　体を動かしても頭を使っても、同じように腹は減る。ネッタは言われるままにおかわりをよそって、渡す。

「ありがとう、今日もおいしいよ」

「あ、うん、ありがと」

　言われて悪い気はしない。

　しないのだが。




　修行とは別に、ダンが毎日欠かさないよう心がけていることがある。

　決まった時間ごとに、同じ場所から太陽と二つの月を観測することだ。

　左ひだり腕うでを前に、腕うで時ど計けいと夜空を見比べているのは、単に時刻を確かく認にんしているだけではなかった。

　サバイバルスキルの基本の一つに、アナログ時計の文も字じ盤ばんで方位を測るというものがある。これを逆に使って、この世界での仮の方位基準を自分で計算しているのだ。

　彼かれの腕うででは、航空用クロノグラフが正確に動き続けている。

　この世界の一日もほぼ二十四時間だということもわかった。太陽はよしとして、二つある月はくせ者だ。月げつ齢れい周期は皆に聞けば暦こよみがあったが、そこから運行の物理データを計算するにはもう少しかかりそうだ。

「暦と天測で、占いにも手を出そうというのかね」

　不思議に思ったのか、ベヌウが近づいてきた。

「いえ、空中で道に迷わないように」

「天測航法か。昔の船乗りと同じだな」

「星が見えないと、航海も大変でしょうね」

　大きな港町のくせに、小さなジャンク船ばかりなのはそのせいもあるらしい。大洋に出るのが怖こわくなって、みな岸伝いの短い航海しかしなくなったのだ。

「なら、貿易業だって、魔ま星せいを落としたほうが助かるはずですよね」

　ダンは、先日のクエルボの態度がいまさらながら不自然に思えた。

「高く売れるものがあれば、遠くでも近くでもかまわんのだろうさ。それで、飛んでもなんとかなりそうかね」

「月が二つなので三角航法ができるかな。あと、面白おもしろいことがわかりましたよ」

　ダンは時計についている計算尺を回し、その結果を紙に書き留めた。

　これを、アイビスがずっととり続けた天球図と合わせると、あることがわかる。

「魔星のやつは、案外、近くにいますよ」

「何と!?」

　ベヌウが驚おどろく。ダンはにやりと微笑ほほえんだ。

「月よりは近くにいる、ということは、アイビスと師匠が突き止とめたとおりです。重なった時、魔星が手前に見えますからね。あとは、静止軌き道どうなのか、もっと別の方法で空中にとどまっているのかが問題でした。

　でも、天体物理に従っているなら、見かけ上静止しているといっても、この星自身の動きに縛しばられているはずです」

　この世界も地球と同様に惑わく星せいであり、地動説が通用する。そのことは、この世界の住人も認めることだった。

　なにしろ、水平線がある。

　平面だったら、そうはならない。

　惑星の大きさもたぶん大差ない。単位は、ダンの航法用具とアイビスの工具を付き合わせて換算できるようになったから、そこから計算できたし、古代ギリシャ人と同様の方法で見積もる手もある。

　同じような惑星なら、二つの月からの潮ちよう汐せき力りよくがややこしい影えい響きようを及およぼすとしても、軌道要素は地球とほぼ同じになるはずだ。

　しかるに、魔星は――

　あまりにも、微び動どうだにしなかった。

　しなさすぎた。

　地ち軸じくの傾かたむきなんか知らん顔だ。

　だいいち、虹港ポルト・イリスは赤道上ではないのに、魔星の位置が真上に近すぎる。

　静止軌道は赤道上三万と数千キロになければおかしいのに、魔星の見た目の位置はその線上にないのだ。

　ということは、あれは天体の力学を無視して居い座すわっている。

　ならば、地上にちょっかいを出すために、反撃されない程度に低高度にいるほうがやりやすいはずだ。

「あの雲の上に出られさえすれば、もっと正確に測れるんですがね」

　ダンはさすがに、低いといっても大たい気き圏けん外だろう、とは思っていた。風の影響を避さけるにはそのほうが楽だ。だとすれば飛行機では直接は届かない。

　飛行機の次はロケットがいるだろう。もともと宇宙船の発射母機だ、積むことはできる。それに無人のミサイルなら、いっそ作るのは楽かもしれない。

　この世界、火薬はもうある。だったら、固体燃料は作れる。糸いと川かわ英ひで夫おのペンシル・ロケットに倣えばいいだけのことだ。

「いっそ、物を飛ばせる術なら、話は早かったんですがね」

　そうであったなら、「仙術ミサイル」を作って魔星にぶち込めばいい。

「思ったより筋は良いと思ったのだがのう。やはり人しか飛ばせぬか」

「そもそも、なんで仙術が使えるようになったのか、全然わかってないし。師匠や皆が使う符に書く文字も、まだ読めないので」

「実は、文字は我等らの国のものでなくても良いのじゃよ。概がい念ねんの具現化と言うたろう。それをカタチにするために、ふだんわし等らは言葉という手段を使って……」

　ベヌウは説明の途と中ちゆうで、ふむ、と自らの言に首をひねった。

「お主、ここに来るとき、なにか言葉にして念じたことは」

「あの時は……」

　さほど苦労せずとも、ダンは思い出せた。

　空の孔あなに落ちるとき、操あやつっている機体に対して叫さけんだことは一つ。

「飛べよ！」

　と。

「飛びたい、ではなく、飛べ。それがそのまんま、力になったということか。納なつ得とくしたわい」

「……自分でもちょっと意外ですね。自分が空を飛びたくて、飛行士になったのに」

　案外、打ち上げのサポートという立場が気に入っていたのだろうか。

　それとも、自力では飛ぶことができないという人間の限界を、はじめから前提として受け入れていたのだろうか。

「結果的に、それがこちらの世界での希望となった。もし自らが飛ぶ術であったら、あやつに消されていたかも知れぬからな」

　ベヌウはいまいましげに魔星を見上げた。

「それに、娘むすめたちが飛べる可能性も出てきた」

「ネッタは、青い空ではないのが当たり前だと思っているんですよね」

「うむ、だからあの子は、自分が見たいとも思っておらんかも知れぬ。あの子が戦うのはわしや他人のためじゃ。だが、それでもわしは、あの子に青空を見せてやりたいのじゃ」

　それは、ダンにもわかる気がした。

　最初から不幸であることを知らなければ、幸せでいられる、というのは、まやかしだ。人は、翼つばさを持ちうるという事実を知り、翼を求める権利がある。

　いや、無くても諦あきらめずに作り上げてしまうのが、人間というものだ。

　枷かせから解き放たれた彼かの女じよは、どんな顔をするのだろう。

「約束します」

「うむ。だが、時間がないかもしれぬ」

　ベヌウはうなずいてから、八はつ卦け盤ばんを取り出して掲げた。

「明日にも刑ぎよう部ぶの者を呼んで警告するが、ここ数日のうちに再び災いが現れるという卦けになった」

「数日……ギリギリですね」

「それに、刑部を呼んだら呼んだで、あれのことで何か言われるおそれもあるのう」

　ベヌウはすでに、飛行機の存在そのものがトラブルの種となることを予期しているようだった。検け非び違い使しを殴なぐり倒たおして持ってきた時点で、やむをえまい。

「見つかっちゃいますかね」

「たとえ魔星まで上がれなくても、飛行機と術で鉱こう獣じゆうの上をとれれば、倒せる目が出てくるのだが……お主、いま、どのくらいの力が出せるようになった？」

「やってみましょうか。ええと……」

「そうじゃな、誰か呼んで……おっといかん、皆それどころではなかった。では、わしを屋根の上まで飛ばしてみるのはどうじゃ」

「そのくらいなら、やれそうな気がしますが」

　最初にいきなりネッタを飛ばしたときも、鉱獣の頭は越えたのだから、屋根くらいはもう楽勝だろう。

　むしろ、うまく狙ねらったところにベヌウを着地させられるか、そちらのほうが問われそうだ。

「では、行きますよ」

　ダンは呼吸を整えると、ベヌウの背中に手を近付けた。




　湯にぷかりと浸つかってだらしなく手足を伸ばしているアイビスを、ネッタは、

「煮に込み中の海かい藻そうのようだ」

　と、失礼にも思った。ほどいた髪かみが波打っているせいだ。

　風呂の中だというのに眼鏡めがねもそのままなのは、外し忘れているのか、深い意味があるのか、未いまだにわからない。これも法具だということは前に聞いている。

「まあ、疲れているから、仕方ないわねえ」

　そのすぐ横に、こちらは普ふ通つうに湯ゆ浴あみ中のヤーデが微笑む。もちろん、別の意味でだらしないというか、けしからんものが浮ういてはいるが、毎日のことなので文句を言ってもはじまらない。

　毎日のことなのに気にはなるわけだが。

「ていうか毎日同じもの食べて一いつ緒しよのお風呂入ってるのに、どうして差がつくのかしら」

とは、思っていても口にはしない。

　なんか悔くやしいから。

「アイビス、ここで寝ねたら溺おぼれるわよ？」

「あー、したら枕まくら貸してや。そこに乳枕があるっしょ」

「ん、もう」

　アイビスがヤーデの胸に本当に頭を乗っけたのは、さすがにネッタにとっても初めて見る奇き観かんであった。アイビス自身は年相応の標準的な体形で、あらゆる部分が三人の真ん中、特とく徴ちようがないといえばそのとおりだが、そのへん何も気にしている様子がない。

「なんなんだ、この二人は」

　と、今いま更さら聞くのも躊躇ためらわれる。

　二人は弟子入りした時から一緒で、そのころネッタはまだ幼く、もちろん、岩をも砕くような技わざはまだ身についていなかった。

　ただ、父親の生活力が頼りないので、料理はもうお手の物になっていた。二人が来て楽になると思ったものだ。

　あのころの二人と今のネッタがたぶん同じくらいの年だったはずで、最初から二人はこんな感じで、自分たちの過去のことなど多くは語らなかったから、今でもわからないことは多い。

　一番変化の激しかったことは、あの時点ですでに今のネッタよりものすごかったヤーデの体形が、その後さらに成長してこんなになっているのに対して、ネッタ自信はもっぱら縦方向にしか伸びていないことで。

　もちろん肝かん心じんの術は皆、向上しているのだけれど。

「にしても、あやつめ人使いが荒あらいっしょー」

　たゆたいながら、アイビスがため息をつく。

「墓ぼ穴けつを掘ほったのは自分でしょうに。出来ないって言えば、ダンも無理はさせなかったと思うわ」

「肩をもつねえ」

「あら、無理をしちゃおうって人ほどじゃないわ」

「あ、あの、お姐たちはあいつのこと、どう思ってるの？」

「おんやぁ？」

「気になる？」

「ちょ、違、そういうんじゃなくて」

　どういうの、と聞かれる前にごまかす。

「……悪い奴やつじゃないのは、わかってるけど。異世界の人が、なんでこんなことするんだろ、って」

「あー、ええ奴っしょー」

「ああいうのが、いいんだ？」

「つーか、あれはな、一種の【同類】っしょー、ウチにはわかる。せやから、一緒に仕事するのが楽しい。でなきゃ、こんなになるまでやらんっしょ」

「へ、へえ……それだけ？」

「たしかに、いい人よねえ。向こうでも結構難しい仕事をしてたんでしょう？　そのわりには童顔で可愛かわいい系けいだけど」

　実際、彼女たちから見るとダンはヤーデと同い年には見えない。顔つきが、ちょっと幼い。腰こしの低さもそれに輪を掛ける。

「けどあれで、ええ体してたっしょー」

「ひゃっ、か、体、見たの？」

「着き替がえ押おしつけたん誰よ。あんたが手伝いしとったら見られたし？」

　アイビスはあからさまに意地悪く言い、ネッタは茹ゆだりそうな気持ちで湯船に沈しずんだ。

「でも、似たもの同士ってことなら、ネッタにも言えるんじゃないかしら？」

「ど、どこがよ」

「だって、あの人に私たちを助ける理由なんてないのに、こんな大変なことやってくれてるのよ。何でかしらね」

「そんなの……知らない」

　しかし、おかしなことだとは思わない。というより、人助けにそんな面めん倒どうくさい理由がいるのだろうか？

　ああ、そういう意味みの同類か、と、ネッタはようやく合が点てんした。

「でも、あいつ……」

　ネッタは言おうとして、やめた。彼女はもちろん気づいている。ダンが時々、ヤーデのことをエロい目で見ていることに。

　いや無理も無いとは思う。

　だがその一方、あいつも結局でかいのが好みかと、悔しくもなる。

　けれど言えない。

　ヤーデが完全に素で首をかしげているのを見ると、こんなことを思っているなんて、絶対に言えないではないか。

「いや、なんでもない。気にするようなことじゃないし」

「ほんまかー？」

「本当だってば」

　ネッタがつい立ち上がった、そのとき。

　外から叫びとともに何かが、木戸を突き破って浴室に降ってきたのであった。




　要求された高さの問題はクリアした。ダンが触れたとたん、ベヌウは屋根まで、いや、屋根を跳び越えるほどの勢いで離昇した。

　しかし、コントロールをあやまったことに、ダンは発射直後には気がついた。まるで戦せん闘とう機きの見み越こし射しや撃げきのように、ベヌウが屋根に降りられず、中庭に落ちることが予感できてしまったのだ。

　もちろん、飛行中のベヌウを操ろうとは試みたが、どうやら発射後の軌き道どう変へん更こうはできないらしかった。

　飛行機やミサイルというより、ただの砲ほう弾だんみたいなものだ。

　ダンはただちに、その落下予想地点に駆かけつけた。裏口から例の作業場を通って、ショートカットする。

　残念なことに、それでも、着ちやく弾だんには間に合わなかった。

　木戸が割れる音に続き、水音と女性たちの悲鳴が聞こえて、ダンは到とう着ちやくする前に事態を察した。

「イ号一型乙おつかッ!?」

　――昭和二十年。旧日本軍が開発していた空くう対たい艦かんミサイル・イ号一型乙が、実験中、熱海の温泉旅館を誤ご爆ばく。死者の出る痛ましい事故だったが、飛び込んだ先が女湯だったばかりに「エロ爆ばく弾だん」と呼ばれることとなってしまった――

　と、なれば。

　皆が心配なのはウソ偽いつわりない本心としても、うかつに飛び込めば自分もろくな目に遭あわないだろう。

　そこで一歩手前で足を止め、声で様子をうかがってから対処を決めようと、ごく冷静な決断を瞬しゆん時じに下した。

　無駄だった。

「父様のばかーっ！」

　ネッタのものとすぐにわかる叫びとともに、まずベヌウが回転しながら扉を突き破って飛びだしてきた。

　そして、よせばいいのにその後を追って、ネッタ本人も飛びだしてきてしまう。

　バスタオル、と言っていいのかどうか、そういう布を一枚巻いただけの姿で。

　目をつり上げ、体全体が赤く火ほ照てって見えるのは、湯あたりというわけではないだろう、多分。

　何なに故ゆえに、彼女は濡ぬれた姿でばかり現れるのであろうか。

　下手に声をかけることもできず、ダンは沈ちん黙もくし。

　ネッタがその存在に気づくまで、数秒。

　引きつった笑いを浮かべつつ、彼女の首だけがぎこちなく振ふり向むく。

「あ、あんた、ここで何してるのよ」

「いや、師し匠しようがこっちに飛んでいったから様子を見に来ただけで、誰だれも怪我けがしてなければそれでいいんだけど……」

「あ・ん・た・の・仕し業わざかーっ！」

「待て、僕はここまでしか来ていない、勝手に飛びだしてきたのは君のほうだ」

　わかっているのだ、本当は。

　こういうとき、たいてい、女の子は理り屈くつや正論では説得できない。

「問答無用ーっ！」

　ネッタの拳げん骨こつが目前に迫せまる。破は壊かい力りよくはすでによく知っている。一発でもまともに喰くらったら、ダンの人生ここで終しゆう了りようだ。

　だが……

　ダンにはその軌道が、読めた。当たる寸前に頭を横にスリップさせて、かわす。

「避よけるな、こらーっ!!」

　ネッタはむきになって、逆の手で掌しよう底ていを放った。

　これも、読めてしまった。みぞおちを撃うち抜ぬかれる前に、ダンは体を半回転させて軸じく線上から逃のがれる。

　布一枚しか身につけてないのも忘れて、ネッタは蹴けりまで繰くり出した。

「穿はいてないのに、見えちゃうだろ」

　と余計なことを心配する余よ裕ゆうさえ、ダンには生じた。口にはしないが、実際、二重の意味でかなりきわどいところでまた避ける。

　むしろ、元の世界でなかば慣用句となった、あのアニメのセリフを言うべき状じよう況きようかも知れなかった。

「当たらなければ、どうということはない！」

　但ただし、当たったら一いち撃げきで死ねるところも、ぴったりだ。いつまでもこれでは、体力的にいずれ押し負けそうだ。

　やむを得ず、ダンは反はん撃げきに出た。といっても、もちろんネッタに手を上げるつもりはない。

　ただ、何発目かの正せい拳けんを小こ脇わきに巻きこむように無力化し、そのままネッタを追おい詰つめて、壁かべに手を突ついた。

「とにかく、落ち着け」

　間近に顔を近付けて、一いつ喝かつ。

　ネッタが目を見開いて、止まる。

　止めたにもかかわらず、ダンは

「しまった」

　と思っていた。

　顔が……近い。

　うっかり視線を下にずらせば、すぐにネッタの鎖さ骨こつが見える。布を巻いているといってもいわゆるタオル地ではないので、なんか透すけているような気もするし、ひっかかりが少ないのに暴れた後だから、いまにもずり落ちそうで。

　気にしてはいけない、と自分に言い聞かせ、さりとて明後日のほうにそらせば隙すきを作るから、まっすぐ顔を見つめる以外ないのだ。

　鼓こ動どうが、なんか重なって聞こえるような幻げん聴ちようまでついてくる。

「え、えーと、だからな、これは……」

　説得のための言葉が、うまく出てこない。

　そのかわり、ネッタも身動き一つしない。

　このまま時間が過ぎてゆくかとさえ、思われた、が。

「何をやってるのかしらー？」

　不意に、横からヤーデの声が水を差した。

　振り向くと、やはり湯上がりとはいえすでに着替えの終わったヤーデが、いつもの微笑みをうかべたまま、しかし周囲にはすでに光こう弾だん術じゆつの陣じんを敷しいて立っていた。

　客観的に見れば。

　ダンが壁に寄りかかって、ネッタを押し倒そうとしているようにも見えるというか、それ以外には見えないわけで。

　そこまで計算に入っていたわけはないのだが。

「おしおき、ですね」

　ヤーデが宣告すると同時に、ネッタは我に返ったらしく体をストンと沈め。

　次の瞬しゆん間かん、数十本の光のミサイルが、ダンに向かって殺さつ到とうして来た。

　さすがに、これを全部読んでかわすのは無理。

　ダンは爆ばく風ふうと共に、廊ろう下かを果てしなく転がっていくはめとなった。

「まったく、こんなのと似たもの同士とか、やっぱ、ありえないわ」

「まあまあ、どうせこんなん事故っしょ？　自分から見せにいったようなもんやんけ」

「だ、誰が」

「そうねえ、迫るんだったらもっと雰ふん囲い気きとか考えたほうがいいのにねえ」

「吹っ飛とばしておいてよく言うっしょ……」

　呆あきれたような会話を残して、三人が去って行った後に。

「ふむう、どちらの術も、まだまだ修行が足りぬな」

　傷一つ無いピンピンした姿で、ベヌウが偉えらそうに立ち上がった。そういえば、元々ネッタに攻こう撃げきされていたのはこの御ご仁じんだったはずである。

「師匠、よくご無事で」

「ふん、弟で子しにやられるほど落ちぶれてはおらんわ」

　それなら無様に落下しないでほしい、とは、ダンには言えなかった。




　誰も気づいていなかったが、この騒さわぎは音だけなら外からでも聞こえた。

「やつら、いよいよろくでもないことを始めたか？」

　刑部の密みつ偵ていは、そこで踏ふみ込む愚ぐは犯おかさなかったが、警けい戒かいの要ありとの報告は送らざるを得なかった。




　後日。

　監かん視し強化のため増派された密偵は、なるほど、報告にあったかそれ以上の爆ばく音おんに、耳を塞ふさがずにはいられなくなっていた。

　轟ごう々ごうと唸うなる炎ほのお、泣き女でも立てられないであろう金切り声。なにかの術が失敗し、あぶなっかしい事態になっていると確信するには十分であった。

　しかし、実際には、そうではない。

　裏の空き地に集った道士達たちは、皆みな、万ばん歳ざい三唱をしていたのだ。







第八章　ドラゴンズ・アンド・デーモンズ







　裏の空き地には木材で台が組まれ、その上に修理・改造を終えたジェットエンジンが載のせられていた。

　燃料タンクの代わりに、魔石を詰めた瓶びんが配管に繋つながれ、札が貼はられる。

　別の配線には、まるで江え戸ど時代に平ひら賀が源げん内ないが作ったようなエレキテル的なものが繋がれ、これにも札が貼られた。

　アイビスが真横に立ち、呼吸を整えて、準備完かん了りよう。

「行くっしょ。太極、少陽、離り合ごう震しん、転じ小しよう陰いん巽そん、童子出いでて大気の理ことわりを現さん。八はつ卦け炉ろ、始動！」

　符ふを貼り付つけると同時に、護ご法ほう童どう子じがジェットエンジンの燃焼室内に出現する。実体はないので、壁をすり抜け、計九体。

　同時に、雷らい霆ていの術がエレキテルを通じてスターターを回し、インテーク内ない壁へきの「風」の符が気流を発生させる。

　コンプレッサーの羽根車が回転を始めた。

　金切り声ではまだ生やさしい甲かん高だかい音を立てて、ブレードが空気を切きり裂さき、呑のみ込む。

　送りこまれた大気は圧縮され、護法童子によって加熱され、そして熱の噴ふん流りゆうとなってタービンを回し、ノズルから後ろに吹ふき出す。

　雷霆もかすむ、轟々たる唸りが炸さく裂れつし、そして……持続した。

　爆ばく発はつは、しない。

　別の世界から持ち込まれた三トンのジェットエンジンは、今や、仙せん術じゆつによって駆く動どうされる人造八卦炉機関として、以前に劣おとらぬ勢いで噴ふん射しやを続けている。

　推力に耐たえられるのか、台がガタガタと震ふるえる。

　全員が耳を塞ぎつつも、その威い容ように目を見開いていた。

　あるいは、いつ爆発しかねないとの不安も交えて。

　だが。

「……やったぞ」

　台が耐えきれなくなる前に、ダンは成功を確信した。

「動いてる、成功だ」

　それを受けて、やっと一同がわっと歓かん声せいを上げた。

「すごいのう、これが異世界の技術か」

「ダンの設計が良かったのよ、きっと」

「いや、仙術とみんなの力もたいしたものだよ。止めていいぞ。アイビスえらい！　よくやった！」

　本当は、ちゃんと止まるまで油断は禁物。だが、アイビスが接続を機械的に切ると、エンジンはゆっくりと回転を落とし、やがて停止した。

「えへへ、なんとか、なったっしょ？　もっと褒ほめてもええんよ」

「ああ、褒める褒める。君は本当によくやってくれた！」

　ダンは満面の笑えみを浮かべてアイビスに近づき、そしていかにもアメリカライクにハグしようとしてから――

　さすがに、ネッタとヤーデの視線に気づいて寸前で止めた。

　ここはちょっと東洋風の異世界。そんなにフランクではないと思い知ったはず。

　いや、たとえアメリカでも相手によってはセクハラ裁判直行だが。

「ウチは別に、ええねんけどなー」

　アイビス自身はこうだが、絶対に、できないと足あし下もとを見て言っているのに違ちがいあるまいと、そろそろダンは分かってきている。

「ま、それはともかく、魔石使つこうたのは正解っしょー。自力でやってたら、いまので気力尽つきとるわ」

「そりゃ良かった。たとえ作動しても、離り陸りく前に力尽きたんじゃどうしようもないからな。魔石の法力って、どのくらい残ってる？」

　どれ、とベヌウが印を結び、指の間に窓を作って覗のぞく。

「結構な金食い虫じゃのう、八卦炉は。この調子だと、一刻飛ぶごとに鉱こう獣じゆう一頭分を食いかねぬ」

「鉱獣が出るたびに一刻以内で飛び上がってやっつければ帳ちよう尻じりは合うわね」

　ヤーデが前向きに解かい釈しやくしてくれる。ダンは気力・法力の計器をなんとかしないと、とごく現実的に思った。

「ともかく、エンジンの問題は解決した。次は組み立てて試験飛行だ。洞どう窟くつのほうは拡張終わった？」

　ダンが聞いたのはあくまで念のため。裏庭では滑かつ走そう距きよ離りが足りないことは、初めからわかっている。

　というより、この世界に滑走路などない。

　しかし、最初に不時着した場所が遠浅の砂すな浜はまであることを、ダンは覚えていた。日本初の民間飛行場は海岸であったという故事に則のつとっても、ここから飛び立つのがベターであろう。

　問題は、洞窟を爆ばく撃げき機きが出入りできるように広げることだったが……

「はいはい、最後のひと仕上げ、掘ってくるわよ！」

　ネッタはいつもの刀の代わりにツルハシをかついで、ぷいと背を向けた。

「……何かあった？」

「別に」

　ネッタは棘とげのある調子でそれだけ答え、つかつかと大おお股またで海岸へと降りていった。




　洞窟の入り口まで降りて、誰も付いてこないことをたしかめると、ネッタは大きく息を吐はき、再び吸って、全身に気力と法力を巡めぐらせた。

　かっ、と目を見開いて、目の前の岩がん盤ばんめがけて、

「なんだってのよあいつわあああっ！」

　叫びつつ、思い切り殴りつけた。

　ツルハシは使っていない。素す手での正拳である。

　しかし、彼女の拳こぶしは砕くだけなかった。岩のほうが、粉々に砕け散ちって海にぶちまけられる。

　ツルハシなど使っていたら、逆に耐えきれずに折れてしまっただろう。

　ネッタはかまわず、邪じや魔まな溶よう岩がんの塊かたまりに次から次へと、拳を打ち込み、蹴り倒し、手刀でそぎ取った。

　鉱獣や道どう士しならともかく、普通の人間に向けられたなら確実に一撃必殺。

　比ひ喩ゆでなく、たぶん本当に、必ず殺せる。

（躱かわしてしまう奴は今までいなかった）

　もちろんそんな技がまっとうな人体から繰り出だせるわけはないが、これぞ修しゆ行ぎようの成果であった。

　同じ師に付いても、いかなる術に開眼するかは個人の資質による。アイビスが法具に特化したように、ネッタは気功により身体能力を高める方向に突出した。

　その力の前には、溶岩など卵も同然。

　もとより洞窟は自然のままではなく、アイビスが童子で溶とかしたりヤーデの射的の的になったりしていたのだが、ここに至って、爆撃機どころか軍ぐん艦かんでも隠かくせそうな勢いで拡張されていく。

　むしろこのままだと、岩盤を撃ち抜いて陥没ぼつしてしまうのではないか、と、心配して突っ込んでくれる者がいない。

「破ーッ！」

　とどめに天てん井じようの石せき筍じゆんを跳とび蹴げりで吹っ飛ばした。

　着地とともに呼吸が乱れ、そこを狙ったように石が頭上に落ちてくる。

「やばっ」

　とっさに躱して直ちよく撃げきは避けたが、余波の小石がこつんと、てっぺんに当たった。

「いったぁ、油断したなあ……」

　もちろん、全すべてがきっちり終わるまで呼吸を乱してはいけない。気力が途と切ぎれれば、体力も防ぼう御ぎよ力りよくも、ただの人間に戻もどってしまう。

「修行が、足りないかー」

　一いつ般ぱん論ろんで反省したふりをしても、何にもならない。

「……私、これじゃ役に立ってることにならないのかな」

　いやいや、功績を競きそっているわけではないし、意味は無い。

　そのはずだ。

　ご飯だって毎日作っている。

　味は褒めてもらっているではないか。

　あまりの旨うまさに、ダンが思わずハグしに来ることはないとしても。

「何を考えてるんだ私わーっ！」

　ましてや、壁に追い詰められたとき、ヤーデの邪魔が入らなかったらどうなっていたか、とか考えているはずはない。

　ないといったらない。

　あと今の表記ミス。「×邪魔　○助け」だからそこんところよろしく！

　――と、一人で勝手にのたうち回るネッタは、ごろごろと転がったはずみに、崖がけの上に潜ひそむ人ひと影かげに近づいてしまった。

　その真下、仰あお向むけにならなければ視界に入らないであろうところに、そいつはいた。気配は消している。

　となれば、あちらも道士か。刑ぎよう部ぶの忍しのびかも。

　ネッタは再び呼吸を整え直すと、背筋と足のバネを使って、その姿勢からいきなり跳はね上あがった。

「くせ者、どこの手の者か！」

　返事が返ってくる前に、ネッタの跳び蹴りが崖を砕いた。

　くせ者は、これも手て練だれらしく、一いつ瞬しゆん早く飛び退のきざまにひと言、

「貴様等、やはり見られて困ることを企たくらんでいるな！」

　とだけ言い残して、応戦せず森の中へと消えていった。

「……ああ、もう！」

　ネッタも追わなかった。ただ、面倒が増えてしまったことに悪態をつく。




　はたして。

　バンタム・チェン挺てい尉いが肩かたを怒いからせてやって来たのは、ギリギリ、最終組立に入った日のことであった。

　機体はすでに洞窟に移され、屋や敷しきにあるのは加工中の部品だけである。

「案外、遅おそかったな」

　と皆、思ったが、なるほど事情が事情だ。

　挺尉は、しっかりと武装した検け非び違い使しの一個中隊を連れてきたのだ。

「ケンカする気満々ね」

　先日、密偵を取とり逃にがしたネッタは腕うでが鳴るとばかりに太たい極きよく拳けんみたいな準備運動を始めた。

「勘かん弁べんしてくれ。そんな暇いとまはないってのに」

　ダンは頭を抱かかえるが、ネッタはむやみと張り切っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、あのくらいの人数なら普通にやって負けやしないから、そっちは安心して作業を続けて」

　ネッタなりに気を遣つかっているのだろう、が、それではダンもちと、困る。

「ここは師匠に任せて、君はこっちを手伝ってくれないかな」

「……はーい」

　素す直なおと言えば素直だが、ネッタの態度にはなにかひっかかるものがある。

「ところでさー、このヒコーキ、名前あるん？」

　作業の手を止めることなく、アイビスが聞いてきた。

「ああ、それ私も思ってた。あったほうがいいよねえ」

「そうねー。命名の儀ぎ式しきをやっとくほうが、仙術の上でも有利よ」

「そういうもん？」

　元の爆撃機は量産型だから個別の名前はなかったかもしれないが、改造後には「ツイン・フェニックス」という名前があった。ただし、二機を繋げた双そう胴どう機ならではの名前では、今の状態にはふさわしくない。

「フェニックス」は良いとしても、それだけだと何か物足りない。この世界ではたった一機の特別な存在なのだから、宇宙船の「エンタープライズ」とか「エンデバー」とか、飛行機にしても「神風号」とか「スピリット・オブ・セントルイス」みたいに気合いの入ったものにしたい。

　ついでに言えば一応日本人だし、この世界もなんとなく東洋風味なので、そっちに寄りたい気持ちもあった。というより、そのほうが法力の加護がありそうな気がする。

　本当は言語は関係ないとベヌウにも言われているはずだが……

　と悩なやんでいるうちに、当のベヌウがいよいよ刑部ともめる声が聞こえてきた。




　バンタム・チェンに言わせれば、ものものしい装備で出てきたのには、それ相応の理由がある。

「ここでものすごい爆発の音がしたとの複数の通報があった。一体なにを企んでいる。町に被ひ害がいが及およぶようなものなら、見過ごすわけにはいかんぞ」

　彼かれ等らの考えでは、それが術によるものか、さもなくば巨きよ大だいな爆弾か大たい砲ほうかなにか、とにかく物ぶつ騒そうなものに違いない、というのである。

　物騒なモノを取り調べに来るのだから物騒な出で立たちになるのは当然、と。

「まあ待て。わしらはただ、次の災さい厄やくに備えているだけじゃ」

「次の災厄だと？」

　バンタムは信じていないような棘のある言い方で返してきたが、ベヌウは落おち着つき払はらって、八はつ卦け盤ばんを見せた。

「しかも危急じゃ。ここ数日のうちに再び災厄が訪れる、と出ておる」

「それは、貴様等らのあやしげな企みのことではないのか」

「疑うなら今、改めて、今日明日の、この地の運勢を占って進ぜよう。特別に無料じゃ、それ！」

　今度は筮ぜい竹ちくらしきものを取り出し、これを手で交ぜては並べた。

「見よ。大凶、天地より出ずる」

「むう」

　一応バンタムにも、卦けを読むだけの教養はある。だからインチキ道士にはだまされない。ただし本物にはよくだまされるのだが、今度は、信じるほかないようだ。

「貴様等には、手がある、というのか」

「むろん。盤ばんを見よ。火生風、風が吉をもたらし凶に克かつと出ておる。まさに、わしらの計画が勝利の鍵かぎということじゃよ」

「どういうことだ？」

「聞いて驚け。わしらは、空を飛んで鉱獣を叩く」

　ダンの了解を得ずに、ベヌウは言ってしまった。さすがに、バンタムは信じなかった。

「ばかを言え、それができんからこの十数年、我々は苦労しているんじゃないか」

「そうじゃが、抜け道があった。それがこの火生風の卦。本来の八はつ卦けの流れにはない目じゃが、これができれば人間はまた空を飛べるようになる」

　ベヌウはバンタムの両肩をがっしりと掴つかんだ。

「信じよ。これを逃したら、わしらが魔ま星せいに勝つことはかなわぬ」

　ただ面倒を適当にやりすごすのではなく、できれば刑部にも味方になってほしい。それはベヌウの偽らざる本心だったろう。

　なにしろ、町の道士仲間さえ、あてにならぬのだ。

　バンタム・チェンもまた、ぐぬぬ、と脂汗を流しながら煩悶していた。それなりに真しん剣けんに悩んでいる証である。

「し、信じ……がたい。だが、町を放っておくわけにも、いかぬ……」

　ベヌウは微び動どうだにせずバンタムの決断を待った。

　やがて、バンタムは膝ひざをパンと叩くと、副官を呼んだ。

「半数を連れ帰り、砲兵と弓兵を召集して町の守りを固めろ。俺おれは、残りの隊とともに、この場に残る」

「しかし、それでは、もしもの時に」

「その、もしも、はどっちだ。俺は両方に備える責務がある。占うらないが当たろうがこの老いぼれがよからぬ事を企んでいようが、俺は見逃すつもりはない」

「は、では、町の道士達にも協力を要請いたしますか」

「むろんだ。奴やつ等らも独自に占ってはいるだろうが」

「了解であります」

　返礼をした瞬間、副官がかすかに口元をつり上げたことに、バンタムが気づいた様子は無かった。

「付き合ってもらえるか」

「つきまとってやる、と言っている」

「では、せいぜい、もてなさねばならんな。ネッタや、ちと茶を多めに沸かしてくれんかの」

「はっ、はい」

　ネッタがすぐに飛びだしてこられたのは、やはり、万が一のときにはすぐ応戦できるよう待機していたからである。

　そのネッタと入れ違いに、ベヌウはいちど席を外した。

　すれ違いざまにベヌウはネッタに耳打ちする。

「時間がないぞ。獅子身中の虫どもが、今宵にも仕掛けてくるかもしれぬ」

　ネッタは、顔色を変えないようにするだけで精一杯だったろう。




　ネッタが刑部の隊を接待している間に、ベヌウはダン達の様子を見に洞窟へと降りてきた。

「組立のほうはどうか。いつ飛べるようになる」

「飛ぶだけならたぶん、結合がすめば。ただ問題があって、この世界ではこの、中でまともに息をするための遮蔽が直りません」

　この世界でも元の地球でも、高い空ほど寒く、空気が薄くなるのはたぶん同じだろう。山に登ればパイロットでなくとも実感できる。

　そのために気密室という、機内の気圧を保つ構造があるのだが。

　この世界の技術では気密は難しい。圧力隔壁は不時着で歪み、さらに一度バラバラにしてしまった。アイビスの法具で繋ぎ治したが、完璧とはいかない。

　もっと昔の爆撃機や戦闘機は、厚着をして各自に酸素マスクをつけさせてしのいだが、こちらを採用しようにも、中学の理科実験みたいな酸素発生装置しか作れそうにない。

「術でなんとかなりませんか」

　ダンが訊ねると、なんとベヌウは

「こんなこともあろうかと」

　すでに護ご符ふを用意していた。それも何枚も。

「最近の若い者は知るまいが、わしらが昔、術で飛ぶときは高空の寒さや息苦しさに耐えるため、この符を携えて行ったものじゃ。短時間なら周りに空気を纏わせ、息も楽になり寒風からも守られる。まあ、こんなにまとめて書いたのは十五年ぶりじゃな」

　このとき初めてダンは、かつての「浮ふ遊ゆう術」がどのくらいの性能かを知らなかったことに思い至った。

　ベヌウに言わせると、国一番の山の頂にも達することができ、都までは半日だったという。

　換かん算さんすると、意外にも、昔のレシプロ戦闘機くらいの力があったことになる。

　仙術とか雲に乗るとかいうから、てっきりもっとフワフワした、気球か飛行船くらいのものだとダンは思っていたのだ。

「そのくらいの高さと速さでも守られるなら、ジェットの性能でもある程度は耐えられるかな。気密室の工作をしないなら、隔壁の強度は気にしなくてよくなる。雲の上くらいまではこれで保もつかもしれない」

「ということは？」

「翼つばさとエンジンが繋がっていれば、飛ぶだけなら明日にでもできる」

　そのかわり、機内は計器のかわりに、お札でいっぱいになるだろう。

「命名もしておきなさい。名付けはあらゆる呪術の基き礎そだ」

　ベヌウにも言われて、ダンはうなずいた。

　心の中では、だいたい、決まっていた。







　その夜、市内の某所にて。

「チェンめ、日和ったな」

　数本の蝋燭をともしただけの暗い部屋で、くぐもった声がした。

「しかし、奴やつも同じ卦であったということは、我等の式も間ま違ちがっていないということだ」

　同じようにくぐもった、別の声。

「次の糧はいつ降臨される」

「明朝。我等の祈りが届けば、地下の使徒に再び力が宿る」

「それだけではちと、手が足りぬのではないか」

「ぬかりはない。グェン老師めが先の力を散らした欠片かけら、あれを見つけて押おさえてある。あとは解き放つのみ」

「だが、回収もぬかるなよ」

「わかっておる。では、行くか」

「おお、魔星の恵みを我等の手に」

　蝋燭が吹き消され、その場にいた影かげはすべて闇やみに溶けた。

　本当は何人いたのか、それは当人たちさえもおそらくは知らない。







　そして、夜明け前、一つ目の月がすっかり地平線に沈しずんだ頃ころ。

　道場に、ガンガンと銅鑼が鳴なり響ひびいた。

　うとうとしかけていた検非違使たちも、殴なぐられたように飛び起きる。

　ダンもまどろみの中から引き戻されたが、事情のほうは察していた。布団をはね除のけ、ここぞと用意していた、旧の世界のフライトスーツとジャケットを身につける。

　軍隊仕込みではないが、五分で支度を整えるとすぐに部屋を飛びだす。

　ネッタたちを起こそうとして、うっかり飛び込んだら着き替がえ中、という可能性に至り躊躇していると、そんな心配も吹っ飛ばして扉は向こうから開いた。

「なんでこんなところにいるのよ。配置につきなさいよ！」

「あ、ああ、もちろん、そのつもり」

　変なことは期待していません本当ですよ？　と心の中で言ったそばから、他の部屋も開き、ヤーデとアイビスも飛びだしてきた。どちらもすでに準備ができている、ということは。つまり事情は同じ。

　ベヌウの占いの結果を信じ、この時が来ることを予期していたからだ。

　一方、すべてを監視するつもりだったはずのバンタム・チェンはさっきまでは起きていたのに、つい、うとうとしかけていたところだった。

「これ、お前さんの出番じゃ、起きんか」

　ベヌウが頭をぽかりとやって、バンタムを目覚めさせた。

「まさか、こんな時間に？」

「こんな時間だからだよ。奇襲は明け方ってのは戦術の基本」

　とまどうバンタムの横を、ダンたちはばたばたと駆かけ抜けていった。よく考えてみるとダンとバンタムが言葉を交かわすのはこれが初めてである。

　今までは面めん倒どうを避さけるため会わないようにしていたが、もう、それどころではない。

　もちろん、挨拶をしている場合でもないから、「だから、彼奴きやつは何モンなんだ！」と叫さけぶバンタムを尻しり目に、一同は外に飛びだした。

　全員、真っ先に暗い空を見上げる。

　ひときわ厚くなった尸し雲うんが二つ目の月をも薄く覆おおい隠し、その中で魔星だけが、輝かがやきを増していた。

「来るぞ」

「師し匠しよう、もう一度あの術を試しますか？」

「気力が足りぬし、もう、間に合わん」

　ベヌウが苦々しげに言った直後、魔星から光が降り注いだ。

　ダンにとっては初めて見る、「災わざわいの降臨」。

　赤いレーザーのようなビームが、森の中へと降り注いだ。それはしばしの間、照射を続け、やがてぷっつりと消えた。

　入れ替わりに――大地が揺ゆれた。

　森の中から土砂が吹き上がり、ぼんやりとした赤い輝きを頭頂に戴いて、木々よりも高い影が立ち上がる。

　ずしん、と影が一歩踏み出すと、また地面が揺れ、めりめりと大木の折れる音が続く。暗闇の中でも、その巨大なシルエットは間違いなく、「怪かい獣じゆう」だった。

「今回も化石獣か。何とかしろ」

　バンタムがせかす。

「言われなくても、この日に備えて来たんだ。行くぞ！」

　ダンはきっぱりと告げた。

「わしのセリフをまた、とられたわい」

　ベヌウの嘆きを、誰だれも相手にしないのは、皆、それどころではないと知っているからだが、しかし、洞窟の秘密格納庫に向かおうとしたその時。

「な、何なに奴やつ、止まれ……ぎゃっ！」

　そう遠くないところから、誰かの叫びが聞こえてきた。

　すぐに、検非違使の一人が息も荒あらく転がりこんでくる。

「挺尉、別の敵が！」

「なんだと？」

「いや、そう来るとは思っておった」

　それぞれに異なる態度で、バンタムとベヌウが正門から飛びだす。ダンたちも、後に続く。

　鉱獣の足下から、そしてそれ以外からも、道場を取り囲むように、人間大の白い軍勢が、検非違使を追い立てながら、ごく硬かたい奇き妙みような動きで迫せまってきていた。

　見た目には白骨のようであり、しかしその額には、ベヌウ達が使うのと同様の符が貼られていて、見境なく検非違使に襲おそいかかっていた。

「……彊尸キヨンシー？」

　ダンの第一印象は、昔見た香ほん港こん映画やモンスター格闘ゲームに出てくる、東洋のアンデッド・モンスターであった。







第九章　テイキング・オフ







　もちろん、実際に攻めてきているのは映画に出てくる彊尸キヨンシーそのものではなかったが、ベヌウに言わせると、その手のものは実際にこの世界にもいるそうだ。

「骨になっとるくらいだから新しい死体ではあるまいが、札がある以上、道どう士しに操あやつられているのは確かじゃろうな」

「思うんですけど、師匠、前回術で災いを止めようとしたとき、化石に当たらず飛び散った魔ま星せいの力って、どうなったんでしょうね？」

　ヤーデのどこかとぼけた指摘に、ダン以外の全員が「あっ」と声を上げた。

「……つまり、巨きよ獣じゆう以外に古代人の化石も埋まっていて、余波がそれに当たっていた、ということも、ありえないとは言えないと？」

「したら、あれ、小型の鉱獣ってことっしょ？」

「ちょ、ちょっと待って、鉱獣を操れるとか聞いたことない！」

　最後にネッタが言ったとおりで、もしそんな術があるなら倒たおすのに苦労はしない。札を貼っておとなしくさせればすむことだ。

「いや、あれは操れていると言えるのか？」

　見たところ、骨たちは手当たり次し第だいに人に襲いかかっているだけのようだ。統率された動きとはとても見えない。

「性悪な道士どもが、魔星の力を借りて化石の彊尸でも作ろうと試みたのかも知れぬ。そもそも操ってなどおらず、今まで停めておけたというだけじゃろう」

「何のために？」

「そりゃ、私たちが魔星を倒すのを邪魔したいんでしょうよ。自分の術にあの力を使えたら、魔石だって自在に作れるようになるもの」

「なるほど。だからって、それが良いことに使われる気はしないわね」

　ネッタはいつもの刀をぶんと振ふり回まわして構えた。

「くそ、ここで倒しておかんと、町で暴れられても困る」

　バンタムは何か言いたそうなのをこらえて、同じく剣けんを抜いた。きちんと操られていないのならなおのこと、どこに被害をおよぼすか見当もつかない。

　それは、鉱獣についても同じことだった。

　ずしん、ずしんと着実に近づいてくる足音は、目標を指示されているもののように、ダンには思えてならなかったが、確かめるすべはない。

　横合いから近づいてきた化石彊尸が、声もなくいきなり飛びかかってきた。挙動も不自然なところがやはり映画のようで、しかしそれゆえに動きが予測しづらい。

　にもかかわらず、ダンはとっさに一歩引いてその跳ちよう躍やくを逃のがれた。拳けん銃じゆうが壊こわれてしまったから、対たい抗こう手段がない。素手で殴って平気なものなのかさえも。

　が、その一歩の空間に、すかさずネッタが飛び込んで来て、空中で半回転しながら、刀で骨を叩たたき切った。頸椎の途と中ちゆうですっぱり分断された体のほうは地面に落ちてぐしゃりと崩くずれ、頭のほうはなおもカタカタと動いていた。これを着地ついでのさらなる回転で粉ふん砕さいする。札が外れ、割れた頭蓋骨の中から赤い砂粒がこぼれ出た。

「やっぱり、化石化の上で魔石化してる。すごく少ないけど」

「て、ことは、噛まれても彊尸になる、ってことはないのか」

　ゾンビ物の定番設定と違うことに胸をなで下ろすダンであった。

「わかんないわよ？　まずだんだん石になってから、かもしれないし」

「脅さないでよヤーデ姐あね。とはいえ、できれば素手で殴り合いは避けたほうがいいのかもね」

「できれば遠距きよ離りで片付けてしまいたいな？」

「はーい」

　ヤーデは例によって周囲に陣じんを敷くと、光こう弾だんを一いつ斉せい射しやした。眼前に迫った一隊がなぎ倒される。

　バンタムも検け非び違い使したちと共に剣を振るって、寄せ来る敵を一体ずつ打ち砕いていた。ネッタの技を見た後だと見劣りするが、それなりに鍛きたえた玄人の技であった。

　そしてベヌウが符ふをその場で一枚書き上げ、気合いを入れると、気力そのものが暴風の壁かべとなって、骨たちを一気にはじき飛ばす。

　しかし、一度はそうして倒したはずの骨も、何割かはそのまま立ち上がり、再び攻め寄せてくる。どうやら、頭を潰つぶさないと止められないのは、映画の設定と同じであるらしかった。

　しかも、そうこうしている間にも、鉱獣はまた一歩一歩、大股に近づいてくるのだ。

「こんなところで足止めをくっていては、魔星信しん奉ぽう者しやどもの思うつぼじゃ。お主等は、飛行機を飛ばせ！」

「こんな状じよう況きようで!?」

　ダンならずとも思うところだが、ベヌウはさらに強く続けた。

「だからこそじゃ。飛行機以外に、いま鉱獣を倒せる手があるのか」

「……わかりました。後退、離陸準備！」

　ダンは決断した。まさにそうだ。こんなときのために、今日まで翼を蘇よみがえらせようとしてきたのではないか。

「試験飛行はしておきたかったけど、これもよくある展開だな！」

「そうなの？」

「ああ、元居た世界の娯楽じゃ、秘密兵器はテストもしてないのに緊きん急きゆう出動させられるって相場が決まってる」

　中古の爆撃機では、未完の超ちよう兵器、と言うにはいささか名前負けの感はあるが、仕方があるまい。

　全員がともかくも正門をくぐり、ぎりぎりのところで一体の骨をバンタムが蹴けり出すと、ベヌウがすかさず閂をかける。しかし、洞窟まではまた外を走らねばならない。

　裏口から飛びだせば、敵の別働隊はすでに行く手を阻もうとしていた。

「こんなことなら、秘密の地下道くらい作っておくんだった！」

　今いま更さら言っても仕方ないことを愚ぐ痴る。

　生きのこったら今度こそ作ろう。

　左右から押し寄せる骨の群れに、まずベヌウとヤーデが遠距きよ離り攻こう撃げきの術で吹き飛ばし、なお立ち上がろうとするものには、ネッタが間かん髪はつ入れず飛びかかって粉砕し、突破口を開いていく。

「うぎゃーっ！」

　最後尾で悲鳴が上がった。槍を振っていた検非違使の一人が、左右から跳びかかられて潰されていた。化石化しているということは、ああ見えて本物の白骨死体より重いのだろう。その爪つめも石器のナイフみたいなものだ。いちど捕まれば、肉などたやすく引き裂かれてしまう。

「くそっ」

「かわいそうだが、かまうな、ここでは不利じゃ！」

　ベヌウの言うとおり、平地で取り囲まれては多勢に無勢。

　しかるに、海岸に下だる道は、一本道である。

「お主らは先に降りよ！」

　ベヌウが立ち止まって振り返かえる。ダンたちを行かせつつ、バンタムの襟だけはつかんで引き止めた。

「この一本道で防ぐぞ。ここなら囲まれることはない」

「お、おう」

　バンタムも振り向むいて、改めて剣を構えた。

「頼たのむぞ！」

　ベヌウはダンにひと言だけかけると、術に集中するためか、動きを止めた。




「やっぱり僕ぼくも、拳銃の代わりに何かもっておくべきだったかな」

　ダンがつぶやくと、同じくなにもしていないアイビスがしれっとした顔で言った。

「いや、あんたとウチは余計な消耗をすべきやないっしょ。最悪、ウチらが居れば飛行機は飛ばせるっしょ？」

「そうよ、ちゃんとやってもらわないと困るんだからね！」

　ネッタが頭上を跳び越こえるように跳躍し、空中で刀を振るった。やはりまともに指揮されていないせいか、道を通らず崖から落ちてくる化石彊尸もいたのだ。

　勝手に砕け散るものがほとんどだが、万が一にもぶつかったら、その体そのものが十分に凶器だろう。油断も隙すきもない。

「そうそう、だから、まずは無事に操縦席に着くことだけを考えてね」

　ヤーデも走りながら術を放とうとしたが、ネッタはさらにそれを制して、崖の斜面を駆け上がり、その上に張り出している木を切り倒した。

　大木は骨たちの頭上に倒れ、巻きこんで崖がけ下したに落ちる。ネッタ自身はその上を八艘跳びして、先行するダンたちに追いつく。

「ヤーデ姐の術も飛び上がったら使うんだから、無む駄だ使いしないで。地面にいるうちは、私がなんとかするから！」

　たしかに、いざ空中に飛び上がれば、こちらからの攻こう撃げき手段は飛び道具にならざるを得ない。優先順位から言えば、いちばん「乗らなくてもなんとかなる」のは、ネッタであろう。

　しかし、置いていく選せん択たく肢はない。

　ベヌウに「頼まれた」のは、ただ敵を倒すことではない。

　しかるに、今一番、ダンがやらねばならないことは……

　アイビスと二人、一刻も早くコクピットにたどり着くことだ。

　洞どう窟くつまであとほんの数メートル。

　それが、遠い。

　背後に、刀が石を砕くだく硬い音が繰くり返し聞こえる。大丈夫、と自分に言い聞かせる。あれが途絶えたり遠くなっていかないうちは、彼かの女じよは無事なんだ。

　磯の小石が、濡ぬれた砂が、足あし下もとにもつれる。アイビスの上体が一瞬沈むのに、とっさに手を伸ばす。

「あんがと」

「礼はいい、乗り込め！」

　むしろ投げるような勢いで、アイビスの背中を押した。彼女の手がついに、機首下面タラップの手すりをつかんだ。後でセクハラ裁判を起こされようとかまうものか、と、尻を押し上げて上る。

「かなわんわー。けど、間に合ったっしょー！」

　アイビスが後部へ移動するのに合わせ、ダンはまっすぐコクピットに飛び込んだ。

　何日ぶりか、でしかないはずだが、ずいぶんと久しぶりに座すわった気がする。

　もちろん、元々座っていたシートは射しや出しゆつしてしまったから、実際にはその隣となりの機長席。操縦系統は同じだ。しかし、メーター類たぐいの多くが撤去され、代わりに石やら札やらが貼り付けられた仙せん術じゆつ仕様のコンソールは、なんともいえない、ごった煮に風味みになっていた。

「始動前に、命名済ませとき！」

　アイビスが例の異世界マジックと、お札用の黄色い短冊を投げてよこした。遅おくれて登ってきたヤーデの手を経由して、ダンの手におさまる。

「大丈夫。名前はもう、決めた」

　ダンは一息吸うと、覚えている漢字の名を一気に書き付けた。




「　鳳　翔　」




　――フライト・オブ・フェニックス。

　壊れた飛行機を再生して砂さ漠ばくを脱出した実話にあやかる意味もあり、またそれは同時に、昔の航空母艦かんの名前でもある。

　その艦は世界で最初の、もとから空母として設計された艦であり、そして大戦を生き抜き、人々を戦地から祖国へ帰した最後の艦でもあったという。

　縁起担かつぎに戴くには、よい名前だと、ダンは思った。

　その名を記した札を、上部計器盤の真ん中に貼はり付つける。と、見えない法力が、配線を伝わって機体のすみずみまで流れ出したように感じた。

「儀ぎ式しき終しゆう了りよう、エンジン始動シークエンス開始。魔石貯蔵室よりエンジンへの法力回路、連結、解放」

　コクピットのコックを引くと、胴どう体たい内ない、燃料のかわりに詰め込まれたなけなしの魔石からエンジンまでが、法力をよく通す特製の配管で繋つながる。

　エンジンの内ない壁へきに巡めぐらされた仙術回路に力が通う。

「よっしゃ、出番っしょ！」

　アイビスはずれた眼鏡をくいと直し、航空機関士席よりさらに後ろ、胴体内通路の中程まで這っていく。あいにく立っていけるほどの広さはない。

　その左右、エンジン燃ねん焼しよう室しつの横に、とくに気力を通すための運転盤がしつらえてあった。これも、貴石とお札で出来ている。アイビスは呼吸を整えると、まず符を両手に持ち、これを左右の運転盤に押しつけ、気合いを込めた。

「太極、少陽、離り合ごう震しん、転じ小しよう陰いん巽そん、童子出いでて大気の理を現さん」

　呪じゆ文もんを唱えると、護ご法ほう童どう子じが出現するのは試運転と同じ。しかしこんどは左右二基、十八体。さすがに負担が大きいか、アイビスの額に汗が浮うかぶ。

「金きん合ごう雷らい、風を生ず。風、火と合し火炎ほのおの嵐、これ雷に巡りたれ。八はつ卦け炉ろ、始動！」

　エレキテルがスターターを回し、圧縮機が回転を始める。内壁の符面が風をより強く吹き込み、灼熱を発する護法童子の周りを吹き抜ぬけてゆく。圧縮され熱した風は膨張し、タービンを回し、ノズルから雷鳴のごとき轟音と共に吹ふき出した。

　すかさずダンはブレーキを外した。洞窟内のものが巻き上げられ、紙のものなどは燃えてしまう。勢いで機体がずるりと押しだされた。

　排気の処理を考えておかなかったのはまずかった、と、ダンは少し後悔したが、幸い機体には損傷もなさそうだ。

「起動したら、あとはこっちからの操作で大丈夫っしょ？」

　大役を果たしたアイビスが、パイロット席の後ろ、航空機関士席にへたりこむ。そこにも直接触ふれて気脈を感じ取れる操作盤がある。ずっと通路に押し込められていてはアイビスがたまらないから、椅い子すに座れるようになっているのだ。ここからなら、外も少し見える。

「よし、少しずつ出力を上げるぞ」

　ダンはスロットルレバーをゆっくりと、二本とも押し上げていった。ただし、ここからは童子の温度は制せい御ぎよできない。できるのは法力の流入量だ。

　機体がすべて洞窟から出たところで、たたまれていた主しゆ翼よくを展開する。これは元々はなかった機構で、こちらで切断したついでに付けたものだ。そうしないと置き場がないから。これは術に頼るでもなく、直接巻き取り、バネと自重でロックされる乱暴な仕掛けだ。たたむときは外から人力だが、仕方が無い。

　おかげで、ガツンと左右から衝しよう撃げきが走るのが、心臓に良くなかった。それでも、コクピットからバックミラーで見るかぎり、両りよう翼よくともきちんとはまったようだ。

　操そう縦じゆう輪りんを左右に傾け、エルロンが作動することを確かめる。主翼の端のほうで、後端がパタパタと上下する。操そう舵だ機構もちゃんと繋がっているようだ。続けて、前後に動かし、フットバーも交互にゆっくり蹴って、昇降舵かじと方ほう向こう舵だもきちんと動いているか、アイビスに確かめてもらう。航空機関士席の上には後ろが見える偵察窓があるのだ。その指からｏｋのサインが出る。

「離り陸りく準備ができたぞ。ネッタは!?」

　ダンはエンジンの轟音に負けじと叫んだ。

　ヤーデはまだネッタを待ちつつ、下面ハッチから外を見ていた。髪がエンジン吸気にたなびいている。




「もういいわ、急いで急いで！」

　ヤーデにせかされるまでもなく、ネッタはもう敵のすべてを退けて一目散に走っていた。だが、ジェットにも負けぬ爆ばく音おんが後ろから響き、一いつ瞬しゆん振ふり向いて、足が止まった。

　鉱獣が道場に達し、その爪を振り回したところだった。何度も修繕してぐねぐねに曲がっていた塔とうが、一いち撃げきのもとに砕け散ちった音だった。

　さらに、足で壁を蹴り倒す。それから誰もいないことにやっと気づいたか、あたりを見回しているようだった。

「まずい」

　ネッタは改めて走り出した。まだ距離があるように見えるが、鉱獣には熱線という飛び道具がある。町の物もの見み櫓やぐらも一発で倒したのだ、飛行機だって、ただではすむまい。

　そして、こんなに目立ってうるさいものに、奴がいつまでも気づかないわけがない。

　間の悪いことに、水平線から朝日が顔を出そうとしていた。尸し雲うんを通してもなお、その光が機体に反射して、よりいっそう目立たせる。

　磨き上げられた銀色の、金属の不死鳥。

　その輝きが身を滅ぼすかもしれないというのに、ネッタは息を呑のんだ。

　空の孔あなから落ちてきたあのときよりも、今の機体が、美しいと思ったから。

　異世界の機械と仙術の技法が組み合わさって、うねるような配管がところどころに飛び出し、本来の姿を台無しにしているはずなのに、それはいかにも優美で、力強く感じた。

　すべての羽毛を焼き尽くし、焼けただれてもなお飛ぶことを諦あきらめず、生まれ変わろうとしている不死鳥――

　そんな感傷を断ち切るように、鉱獣が無粋な声を上げた。頭の魔石が、赤く燃えるように光る。

「やばっ」

　ネッタは再び駆けた。後を追うように熱線がほとばしる。どちらに当たっても一巻の終わり、ならばいっそ自分に当たったほうがましなのでは、と、ネッタは思った。

　だが再び足が止まる前に、背中を押したものがいた。

「止まるでないっ、お前は飛べ！」

「父様!?」

　化石彊尸を食い止めていたはずの父、ベヌウの背が、そこにあった。瞬しゆん時じに防御の札を空中に蒔き、気合いとともに法力の盾を出現させて、真っ赤な光がせき止められて広がっていた。

「お前は飛ばねばならぬ。青空を取り戻したら、それはお前達のものなのじゃ！」

　熱線はその場で炸さく裂れつし、反動でベヌウの体も後ろに弾はじき飛とばされた。その刹那に、その力を利用し、ベヌウはネッタの腕うでをつかんで、飛行機の下に向けて放ほうり投げた。

「父様ーっ！」

「案ずるな、当たらなければどうということはない！」

　ダンから教わったらしい異世界の慣用句を叫んで、ベヌウはにやりと笑った。

　ネッタはうなずくと、空中で受け身の姿勢をとり、一度砂すな浜はまに跳ねてから、ヤーデに向かって跳とんだ。一発で届くつもりが、エンジンの吸気に流されそうになる。

　そういうものだとは知っていたのに計算に入れられなかった。

　懸命に手を伸ばす。ぎりぎりのところでヤーデの腕が伸び、届いた。

　見上げるとヤーデ自身はほとんどハッチからはみ出していて、その後ろをダンが支えていた。

　引っ張り上げてもらいながら、ネッタは少し複雑な気分だった。

　何が悪いというわけでもないのに。

「間に合ってよかった」

「置いていっても良かったのに」

「そんなわけにいくか。師匠にも頼まれているし、皆みなで飛ぶって約束だろ」

　ダンは怒おこっているのか笑っているのか、わからない顔ですぐに操縦席に戻もどった。そっけないが、ネッタは何も言い返す気にならなかった。

「ハッチ閉じろ、各員、配置に。ヤーデさんは下の航法士席」

　ダンの指示で、ヤーデがガラス張りの機首に潜り込む。

「あのー、胸がつかえそうなんですけどー」

　ヤーデの、ある意味場違ちがいで贅沢な声が上がる。

「ガマンしてください。光弾術を使ってもらうとしたら、そこが適任なんで」

　それからダンは、隣の空いている椅子を指して、

「ネッタはとりあえず、そこで」

　と言った。

「とりあえず、って何よ」

　分かっている。操縦しているとき、ネッタにはなにもやることはないのだ。けれど、同時にそこは特別の場所でもあった。

　射出してしまったシートの代わりの仮の椅子とはいえ、そこは本来、ダンが座っていたはずの場所なのだ。

　そんなところに座って、いいのだろうかと。しかし、躊躇している余よ裕ゆうはなかった。

「フラップ、フルダウン。仙術爆ばく撃げき機き・鳳ほう翔しよう、緊急発進。出力全開」

　ダンが真ん中のレバーを押し込み、アイビスが気合いを込めると、たちまち急激なＧがネッタを椅子に押しつけた。

　ただ乗っているだけでも、体術を駆く使しして戦うときのような力を強しいられる。

　窓の外を、景色が吹っ飛んでいく。ガタガタと激しく揺れる。

　大きな飛行機ほど、長い距離を走らねば飛び立てないということを、もちろんネッタはダンから聞いていた。

　だから波打ち際を走る。

　しかし、大潮で引き潮ならともかく、いま、距離が足りているのかどうかは、わからない。離陸を決断したダンと、皆で作った機体を信じるしかないのだ。

　赤い熱線が、丘おかの上から放たれる。

　今更、止まることも避けることもできない。

　運良く、いや、鉱獣にも機体のスピードが読めなかったか、光線は後ろへとそれていった。ずっと後ろのほうに、爆炎が上がる。

「父様……」

　たった一人、あそこに残ったベヌウのことが気がかりでも、もう戻れない。




　もう戻れない限界というものが、飛行機の世界ではきちんと決まっている。ダンの目は前方の路面と、速度計との間を行ったり来たりしていた。

　舗ほ装そうされた滑かつ走そう路ろではないこの状況、旧ソ連式の低圧タイヤでなかったらどうしようもなかったことだろう。改造元がタフな軍用機であることに、改めて感謝したい。

「Ｖ１」

　離陸決断速度に達した。エンジンは？　大だい丈じよう夫ぶ、動いている。ここで重大なトラブルがないかぎり、離陸はやり直せない。

「ＶＲ」

　ローテーション速度。ジェット機の、引き起こし速度。

　本当に、もう戻れない。ダンは操縦輪を引き、叫んだ。

「飛べ、鳳翔！」

　その瞬しゆん間かん――それまでの振しん動どうが嘘うそのように、機体がふっと静かになり、体が後ろではなく、下に押しつけられた。

　仙術回路に、光が走っているのは、もうはっきりと見える。

「Ｖ２」

　離陸速度。たとえこの瞬間にエンジンが爆ばく発はつしようとも、飛行機は飛んでいくしかない速度。高度計はすでに、十メートルを超こえた。すぐ目の前に、丘と森が迫る。

　過回転の八卦炉が定格を超える熱風を吹き出し、不思議な力が手を貸したように、機体は爆ばく撃げき機きの水準を超えた急角度で、それを飛び越えていった。

「脚収納、フラップ上げ」

　ダンはすべての離陸操作を終え、異常がないことを確かめた。

　間ま違ちがいない。

　いちど異世界で手折られた翼つばさは、今、再び空を飛んでいる。

　訓練された手順のすべてを終えて、プロとしての最初の務めをはたしたダンはやっと一息つくと、操縦輪をゆっくりと傾け、そしてネッタの肩かたを叩き、来訪者アステル・ダンとしての、最初の約束を果たした。

「ようこそ、空の世界へ」




　あまりにも騒々しく、常識をすべて力で蹴り倒していく、異世界から来た金属の鳥。その離陸の一部始終を、バンタム・チェンは目の当たりにした。

「飛んだ……本当に、あんなものが？」

　見ていたのに、なお、信じられなかった。

　あれはやはり、鉱獣の一種かなにかなのではないか？

　そもそも、なぜ、この尸雲の下で空を飛べるのだ？

　説明を求めようにも、ベヌウの姿はさっきから近くにない。

　飛び上がったその機体は、岬を飛び越えると大きく旋せん回かいし、再び高度をすこし下げて戻ってきた。

　なんのつもりかは、知るよしもない。

　ただ、バンタムには。

　見せつけに戻ってきたように、思えてならなかった。

　崖がけの上ぎりぎりの高さに、大きく背を見せるように傾いて、怪鳥は目の前に静かに舞まい降り、そして轟音とともに去って行く。

　音と速度の関係までは、むろん、バンタムは知らない。

　けれど、はっきりと目にした。

　その静寂と騒乱の狭間の一いつ瞬しゆん、鳥の頭の中に、たしかに人が乗っていたこと。

　さっきまで骨と戦っていたベヌウの娘むすめと、ガラスの籠越ごしに目が合ったこと。

　人間が、あれに乗って、飛んでいるという現実。

「何年ぶりだ……？　人間が、空を、飛んでいる」

　事実なら。

　あの大言壮語も、夢想とは笑えないかもしれぬ。

　魔星を倒し、我等らの手に、かつて見た青空を取り返す、という、あの野望。

　しかし……いつまでも、その姿に呆けている場合ではなかった。重い地じ響ひびきが、彼かれ等らを地上の現実に引き戻す。
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「挺てい尉い殿どの、鉱獣が向きを変えました！」

　生きのこった検非違使の一人が、真っ先に我に返り報告してきた。

「なんだと？」

　バンタムが確かめてみると、飛行機に逃にげられたと思ったのか、鉱獣はゆっくりと回れ右をして、新たな破は壊かい目標を探し当てたようだった。

　もちろん、このあたりにそんなものは一つしか無い。

　鉱獣は町へと向けて進撃を再開し、合わせてか、骨の軍団の残りも引いていく。

「くそ、あんなのに町に入られてはかなわん。追うぞ」

「ですが、我々の手勢ではもう」

　見回すと、残っている検非違使はほんの一握にぎり。半分以上が、化石彊尸との戦いで失われてしまったことになる。

　まして、鉱獣相手にはなんの力にもなるまい。

「だからといって見逃せるか。骨だけでも、食い止める」

「鉱獣はどうします。町の道士が間に合いますか」

「いや、あれは……」

　バンタムはきっ、と、空を見上げた。

「あれだけのことを言ったんだ、あいつらにやってもらうしかねえ。伝令を出せ。刑ぎよう部ぶは骸骨どもの迎撃に全力を挙げろ」

　命じると、バンタムはぼろぼろになった剣を捨て、かわりに落ちていた槍を拾うと、彊尸たちの背後を追った。







第十章　ＦＬＹＩＮＧ！







　ダンがいちど旋回し高度を落としたのは、速度を回復するためであった。しかし、単にそれだけならば、旋回せずまっすぐ上じよう昇しようを続けてから舞まい戻ったほうが良い。

　それをしなかったのは、まったく非合理的な理由――「飛んでいる」という事実を、皆にわかりやすく見せるためでもあった。

　三人とも、ダンの術で打ち出されたことなら、ある。

　しかし、あれは真の「自由飛行」では、ない。

　今、飛んでいるこれこそが、本物だ。

「すごい、すごいよ、本当に飛んでるんだ！」

　窓の外を飛び去っていった地上の風景に、ぽかんとした顔のバンタムを見つけたネッタは、子供のようにはしゃぎ、そしてダンに抱きついてきた。

「やっぱり、ダンは空から来たんだ」

「喜んでくれてうれしいが、使命はまだ残っているのを忘れたか？」

　ダンは苦笑いを浮かべつつ、足下をのぞき込んで、航法士席のヤーデに訊ねた。

「そっちはどう、それどころじゃない？」

　ヤーデは今やっと我に返ったとばかりに頭を上げようとして、狭い座席の天てん井じように頭をぶつけた。お姉さんキャラの立場はどこへやら、だが、無理もない。

　下を見るための席だ、見物だけなら特等席だ。

　しかし、それは本来、物見遊山のために付いていたわけではない。

　爆ばく撃げき機きにおいては、それは同時に爆撃手席でもあった。今は外されているが、最初はそこに、爆ばく弾だんを投下するための照準器がついていたはずの場なのだ。

　ヤーデはそのための平面窓から、改めて下を眺ながめた。ダンは見やすいように、ゆっくりと上空を旋回する。

「見つけた。化石獣、方向を変えているわ。町に向かってるみたい」

「こっちを追いかけてくれれば、まだ良かったものを……ヤーデさん、このまま外に光弾、打てる？」

「術式を窓の外に展開すれば……見えていれば、やれるわ！」

「だめなら爆弾倉から撃ってもらうところだったが、こっちのほうが当てやすいだろうからな。とりあえず地上の敵をなんとかする。遊覧飛行はそれからだ。いいな！」

「よっしゃー」

「了解よー」

「うん、まかせる」

　三人の返答を聞くまでもなく、他に選択肢はなかった。ダンは旋回を維持しながら、再び高度を下げ始めた。鉱こう獣じゆうの頭頂は海抜でも百メートルかそこら。十分に危険なほどの低空だ。

「術の射程はいくつだ？」

「悪いけど、一里はないわね。それからもう一つ、悪い知らせがあるの」

「何かな」

「あ、私にもわかっちゃった」

　ネッタが口にしたころ、朝日はより高く昇り、木々よりも高い鉱獣の姿をくっきりと照らし出していた。

「前のヤツは、骨だけだったのに」

　言われてみれば。

　ダンにとっても前回は「骨の怪かい獣じゆう」「博物館の標本」だったはずだ。

　それが今度は、鈍く黒光りする皮を纏っているではないか。いや、皮というより石質か金属質の「装そう甲こう」と言うべきで、なるほどこれならダンにも「骨」というより「鉱獣」という呼び方がしっくりくる。

「距離がない、とにかく撃ってくれ！」

　ダンは鉱獣の背後から緩降下で接近し、目算、一キロもないところで命じた。ガラス張りの機首を透過してヤーデの陣が輝かがやき出いで、ロケットランチャーのごとく光弾が発射された。

　初弾は鉱獣の頭を取り囲んで、うち数発が、こめかみ――あるとすれば、だが――のあたりに命中、鉱獣はのけぞった。あたりにかけらがキラキラと飛び散る。

　間違いなく、効いていた。

　だが、第二射は当たらなかった。鉱獣がかざした大きな爪のある腕、そこにもヒレのような皮がつき、光弾はすべて、これに当たって弾はじかれた。

　ダンはとっさにスロットルとラダーを操作し、旋回を維持しながら上昇に転じた。すぐ下を、いま防御に使った巨きよ大だいな腕が振り抜かれる。

　間一髪、いや、まだだ。ダンはさらに、爆撃機の限界まで操そう縦じゆう輪りんを引き、エルロンを逆にして機体にらせんを描えがかせる。真後ろを、熱線がすり抜けていく。

　きちんとシートベルトをしていなかったのか、ネッタの体がふりまわされてダンのほうに倒たおれてきた。抱きつかれても、今は気にしている場合ではない。

「今の、どうやって避さけたの？」

　ネッタは変なことを聞いてきた。

「操縦について面めん倒どうな説明は後で」

「じゃなくて、撃うってくるって分かったの？」

　それこそ、言われてみれば、おかしかった。後ろから熱線を撃たれるのが、見えたわけではない。

　見てから避けられるようなものかもわからない。

　なのに、そうなることがあらかじめ分かっていたかのように、舵を切っていた。

「……なんか、こっち来てからカンが良くなったような気はしてた」

「やっぱり。ダンが何かに当たったところ、見たこと無いもの」

　ネッタの殴打も、化石彊尸キヨンシーの襲しゆう撃げきも、ティン一味の攻撃も、ダンは寸前で躱かわしている。向こうにいたころは、そんなに鋭かった覚えは無い。

　シン機長の拳げん骨こつも、それなりに喰くらったものだ。

　そればかりではない。まわりの気流の感覚さえ何となくわかる。これは、与圧室が修復できず、すきま風が入ってくるから、ではないかも知れない。

「パイロットのスキルが、仙せん術じゆつとして底上げされている、のか？」

　なにより、この「鳳ほう翔しよう」の機体性能が、直しておいて自分にも信じられなかった。

　ありあわせの材料と工作技術しか使えない不利を、なんでもかんでも「仙術」でつじつまを合わせた機体なのだ。まともに考えたら、性能は落ちる。飛ぶだけで精一杯、でもおかしくない。

　にもかかわらず、たった今この機体は、爆撃機とは思えない運動性を発揮して、敵の攻撃を避けて見せた。

　もしかしたら、この世界の法則は、こんな機体だからこそ支えてくれるのかもしれない。

　或いは――縁起担ぎの命名が、航空力学の限界を超えた「魔ま法ほうの飛行機」をもたらしてくれた、のか。

「考えてる場合じゃないよ、鉱獣が町に着いちゃう！」

　ネッタの声にはっと見下ろすと、鉱獣は「鳳翔」を追いかけるより、町へ向かうことにしたらしい。ゆっくりに見えても、なにしろ大おお股まただから、城じよう壁へきまではたいしてかからない。熱線が、地面に向けて放たれた。運の悪いことに、先日やられて修理中だった櫓を、再び木っ端みじんにする。

　町からは大たい砲ほうは放たれなかった。撃っても無駄だと諦めているのか。

　それとも？

　町の周りを巡るように旋回すると、ほとんど人通りが無くなった中、城門に軍勢が集まっているのが見える。抵てい抗こうの意志は衰えていない。

　だが、城門前で、合戦のような光景が繰り広げられている。

「骨の彊尸が、まだいるみたい」

「検け非び違い使しはそっちに集中しとるんか、いや、ちゃうわ」

　よく見ると、城壁の上からときどき何かが、途切れかけた噴ふん水すいみたいに飛びだしてはむなしく落ちていく。

「あれ、弓矢だ。こっちに向けて撃ってる！」

「今は届きゃしないけど、ええこっちゃないな」

　現在高度、約千メートル。どう考えても射程外だが、初めて見る「鳳翔」が敵か味方か、本当はどのくらいの大きさなのか、そんなものが兵士にわかるわけもないだろう。

「低空に降りたら、大砲を向けられるかもな。さすがに当たったらまずい」

　飛行機はしょせんアルミの合金だ。いくら古くても砲ほう弾だんをくらったら穴が空く。

「避けられるよね？」

「避けてばかりいてもどうにもならないわ。とにかく先に鉱獣を倒たおさなきゃ」

「もちろん、そのつもりだが……」

　ダンの足下からは、ヤーデの申し訳なさそうな顔が見上げてくる。当初の予定では、彼女の光こう弾だんで十分、通用するはずだった。

　新たな鉱獣の装甲は、さしものベヌウの占うらないでも予測できなかった。

「手数で押すか、それとも……」

　改めて考え始めたダンはふと、隣のネッタを振ふり向いた。

「なにか武器は持ってないか？」

「戦いながらだったから、刀くらいしかない」

　ネッタはいつもの青せい竜りゆう刀とうを掲かかげた。コクピットのどこかを切り裂いてしまいそうで怖こわい。だが今の問題はそこではない。

「いつもは、それに術をかけて敵を切ってるんだよね？」

「そうだけど……もしかして、飛び降りろとか？」

「できるのか」

「できるかも、だけど」

　最初の敵をやっつけた時のように、ネッタが敵の頭に届きさえすれば、なるほど撃破できる可能性は高い。

　しかしそれ以前に、時速数百キロの飛行機から女の子を投下するとか、正気の沙汰とは思えない。ネッタ自身も不安そうに見える。

「なあ、避ける以外の力には目覚めとらんの？」

　アイビスに言われるまでもなく、ダンは考えていた。じっとネッタの手元を見つめて、ふと疑問を抱いだいた。

「それ、手を離はなしたらすぐ、気は消えちゃうのか？」

「一息分くらいなら保もつかも。符ふを貼っとくとか、生き糸いとで繋ぐとかして投げて使うこともあるけど」

「よし、それだ！」

「これを上から投げるの？　当てる自信ないよ」

　ネッタは、飛び降りると言ったときよりもっと不安そうな顔をした。だが、ダンはなかば自分でも無理をしつつ、力強く言い切った。

「小細工はしなくていい。僕ぼくが、当てる」

　だが、刀は一本しかない。今度こそ、やり直しはきかない。

　ダンは一度、鉱獣の真上を通過すると、計器上で原点をマークする。それからスロットルを開けて機首を上げ、尸し雲うんに突っ込むかと思うまで上昇、出力をミリタリーに戻すと、原点から等とう距きよ離りを保つように旋回した。目視できないほどの距離でも、この世界に合わせて調整したコンパスは正しい方向に向いているはずだ。

「勝負をかけるぞ。あえて同じように攻こう撃げきする。奴やつもさっきと同じ行動をとるだろう」

「それじゃ防がれちゃうっしょ？」

「だからこそ、一手先を読める。あとは二人の術が効くかどうかだ。ネッタ、爆弾倉に移動してくれ、命いのち綱づなはつけろよ。ヤーデさん、もう一度射しや撃げき用意を。ユー・コピー？」

「わ、わかった」

　ネッタがいそいそと席を立ち、アイビスの背後をくぐり抜ける。与圧のいらない高度だから、外に飛びだしても大丈夫だろう。

　ダンは準備完かん了りようを待って、鉱獣に再び機首を向けた。スロットルを絞ってもなお、重力が機体を加速させる。

　双そう発はつ爆ばく撃げき機きの降下としては限界に近い急角度。

　乗っている当事者にとっては、真っ逆さまと大差ない。

　鉱獣はとうとう城壁にたどり着き、その爪つめで直接、櫓を壊こわし始めていた。外で戦っていた連中も巻まき添ぞえを食って、それどころではないだろう。検非違使も散り散りに逃げ始めた。

「準備よし、術をかける」

　後ろから、こころなしかうわずったネッタの声。それは、そうだろう。今の彼かの女じよは、初めての降下を控えた空挺訓練生の気持ちになっているはずだ。

　それでもダンは遠えん慮りよせず、爆弾倉の扉を開いた。風が轟ごう々ごうと吹き込んできているだろう。しかし、振り向むいている余裕は無い。機は時速五百キロを超こえるスピードで鉱獣の頭に向かっているのだ。

　町に取り付いているおかげで、具体的な大きさがよりはっきりする。距離の目算が、すこしはやりやすくなった。

「前方、一斉射……ファイア！」

　ダンがここぞというタイミングで号令を下す。ヤーデの光弾が、再び機首の周りから発射される。ダンは弾着までのコンマ数秒を心の中でカウントして、フラップをめいっぱい下げ、操縦輪を力の限り引きながら、次の命令を叫さけんだ。

「ネッタ、落とせ！」

「ええいっ！」

　投下の合図と同時に、一気に操そう縦じゆう桿かんを引く。機首が急激に上がり、Ｇが全員を押おしつける。光弾の弾着がすぐ下に照り返し、撃ったヤーデ自身の視界を奪う。鉱獣がかざした腕のぎりぎりをかすめて、「鳳翔」は急上昇に転じた。

　ただちにフルスロットル、さらに加速度がきつい。フレームのきしむ音が響く。

　先刻の推測どおりなら、これでも機体は保つはず。ダンは手を緩ゆるめない。

　ヤーデの連射をまんまと防いだ鉱獣は、逃げる「鳳翔」に追い打ちの熱線を浴びせようと腕を下げ、頭を上げた。

　熱線の発射態勢。

　鉱獣の頭部が、赤く彩られる。

　それを予期して、ダンはフットバーを蹴って失速させずに機体を横にすべらせた。

　――だが、その必要はなかった。

　赤く輝かがやいたのは、熱線ではなかった。

　かわりに、赤い破は片へんが鉱獣の脳天から飛び散る。

　そこには、一本の青竜刀が深々と突つき刺ささっていた。

「当たった!?」

　投げたネッタ自身が、驚おどろいて声を上げる。

「当たったんとちゃう。ダンが、当たるように飛ばしよったんよ」

　アイビスがにやりと笑った。ダンもにやりと笑って返しつつ、慎しん重ちように低空で旋回する。まだ、とどめを刺させたか、わからない。

　鉱獣は動きを止めていた。やがて、両腕をだらりとたらし、しかし、それこそゾンビのように、惰性で一歩、前に出た。

「とどめを指す。ヤーデさん、あと一撃」

「やってみます！」

　ダンは「鳳翔」を急旋回させた。舵と出力を絶妙みように釣り合わせ、高度も速度もそれほど失わなかったかわり、乗っている皆にはまたも苛烈なＧがかかる。

　フラップを下げ、速度を落として鉱獣の後ろから接近する。敵は、振り向かない。

「ありったけ撃て！」

「はいいーっ！」

　ヤーデも全力を振り絞ったのだろう。おそらくは三斉射分くらいの光弾が、怒濤のように鉱獣の頭、そこに突き刺さったネッタの刀めがけて殺さつ到とうした。

　鉱獣は腕を上げることもしなかった。しても多分、無む駄だだったろうが。

　直ちよく撃げきを受けた鉱獣の頭部が、炸裂した。

　ダンは急遽、機首を上げスロットルを押し込む。

「鳳翔」が軽々と飛び越えるその下で、鉱獣はあたり一面に魔石の破片をまき散らしながら、城壁によりかかるように、どう、と倒れた。

「どうだ？」

　ダンが振り向いても後ろは見えない。高度と速度を回復しないと旋回もできない。

「……ぴくりとも動かんで？」

　偵察窓から後ろを振り返かえって、アイビスが告げた。ダンは操縦輪を傾ける。

　そのまま、数百メートルの高度で鉱獣のまわりを巡る。倒れた巨大な骨は、たしかに、動く気配も無い。

　やがて、刑ぎよう部ぶの検非違使らしき人垣がこぞって近づいていく。どうやら様子を見ているらしい。

　そして、倒れて巨きよ体たいの上によじ登って、気勢をあげる者が出始めた。

「どうやら、勝ったらしいな」

「みたいね」

「すごい……地面からいくら撃っても届かなかったのに、こんなに簡単に」

「簡単じゃないわよー。私、もう限界ー」

「でも、急所に命中させられたの、ヤーデ姐ねえにとっても初めてじゃない？」

「そうねー、てか、もしかしてトドメ刺したの初めてかも！」

「やっぱりスゴイ、飛べるって最高！」

　ネッタはもう一度、隣となりのダンに抱きついてきた。

「だろ？　これが飛行機の実力ってやつさ」

　自分では無く飛行機の自じ慢まんになってしまうのが、ダンという男のどうしようもないところでもあるのだが、本人は気にしていない。

「さて、鉱獣は片付いたが、これで終わらせる手はないよな。どうだ、行けるか!?」

　ダンは三人の顔を順に眺めた。

　ヤーデは消耗しているが、飛行には影えい響きようはない。

　アイビスは飛んでいるだけでも消耗するが、はたして、どうか。

　そして、ネッタは。

　ネッタはダンに抱きついたまま、一いつ緒しよにアイビスを振り向いた。

　アイビスはその言わんとするところに気づいたか、眼鏡めがねの位置を直しつつ、口元をつり上げた。

「誰だれに聞いとるん。ウチはまだ行けるっしょ？」

「だったら、行こうよ。あそこへ」

　ネッタは天窓の仰あおいだ。

　その上には、尸雲の天井。

「この飛行機なら、あの上まで行けるんでしょう？」

「もちろん。よし、魔ま星せいの姿をこの目で拝んでやろうじゃないか」

「そうこなくっちゃ」

「よし、総員配置につけ。風の護ご符ふを用意、気圧を保て。スロットル全開、アップトリム。我、これより尸雲に突入す！」

　ネッタが離れてシートに座り直すと、ダンは正直すこし名残なごり惜しいのを感じつつ、スロットルレバーをまた、最大まで押し込んだ。

　同時に、操縦輪をぐっと引き付ける。

「アイビス、燃焼温度、オーバードライブ！」

「まかしときィ！」

　本来、このエンジンにはアフターバーナーは付いていない。しかし、仙術八はつ卦け炉ろに改造された今は、術の力によって同じ効果が得られる。

　そのかわり、アイビスの負担がただごとではない。法力燃料には魔石を使えても、気力のほうは個人が絞り出だすしかないからだ。

　それでも、「尸雲」の物理的性質はわからない。法力に干かん渉しようするというそれを突き抜ぬけるために、こちらは気力と物理の二段構えで挑むほかないのだ。

　放たれたばかりの矢のように、「鳳翔」は急激に高度を上げていった。アナログ高度計の針が、めまぐるしく回転する。

「突入するぞ！」

　身構えた直後、コクピットの周りが白い闇やみに包まれた。

　似ている、と、ダンは思った。

　空の孔あなに囚われた、あのときに似ていると。

　だが、あのときと違って、機体はコントロールを保っている。

　時折、霞の向こうに稲いな妻ずまのような光が明滅した。

「どうやら、法力と干渉しているみたいよ」

　航法士席から、ヤーデが告げてくる。

「大丈夫だ、こいつの飛ぶ力は失われていない」

　たとえ尸雲が、「飛ぶ」という仙術をどれだけ打ち消そうとも。

「燃える」という童子の力が消えぬかぎり、

　否いや、

　巡るすべての陰いん陽よう太極の力をことごとく打ち消さないかぎり、八卦炉エンジンは噴ふん射しやをやめない。

　噴射が続き、機体が前進するかぎり、主しゆ翼よくは揚よう力りよくを生む。

　壊れず前進するかぎり、飛行機は飛ぶ。

　邪じやな法力など、物理でねじ伏せて、飛行機は飛ぶのだ！

「飛べ鳳翔、もっと高く、もっと高く！」

　ダンが唱えるたび、尸雲の干渉はむなしく弾ける。

　そして、唐突に――

　視界が、開けた。







第十一章　ハヴォック・イン・ヘヴン







　その瞬間のことは、一生、忘れないだろう、と、ネッタは思った。

「これが、本物の、空――」

　あとは、なかなか言葉にならない。　頭上に広がるのは、青空という言葉から想像していたよりも、もっと深い濃のう紺こん。

　直接、ぎらぎらと差し込むまぶしい陽光。

　そして、眼下に広がる「尸し雲うん」の海――

　生まれたときから、すべての上をさも当然のように覆おおっていた、どんよりとした「天」が、いまや足あし下もとにあった。

　本当は、あれは天などではなく、

　人は飛ぶことができ、

　空は、さらにどこまでも続くような、透すき通とおった世界だと。

　語られてきたことのほうが、真実だった。

　いかに法力を使えようとも。

　いかに体術を極きわめていようとも。

　この光景の前には、ネッタ・グェンはもはや、ただの少女にすぎなかつた。

「――きれい」

　ありきたりだが、他になんと言えばよいというのか。

　泣けばいいのか、笑えばいいのか。心と体が勝手に震ふるえる。

　こんなものが見られるとは、思っていなかった。

　父たちの世代の道どう士しが、いかに懐なつかしそうに語ろうとも、彼等がどれほど自在に、術でここを駆かけたと嘆なげこうとも、はじめから見たことがなければ、実感もなかった。

　でも、もう戻もどれない。

　もう、この光景を、見てしまったから。

「ありがとう、ダン」

　ごく自然と、言葉がこぼれた。

　隣で機械を握っている、この、年上のくせに童顔の青年。

　異世界の空から来たひと。

　あの日、この人が空から降りてこなければ、少女がここに来ることはできなかった。

「感謝されるのは、まだ先じゃないかな」

　これほどのことをなしとげた男が、恥はずかしそうに言う。

「でも、これはもともと、君たちの上にあったはずの世界だ。君たちはただ、それを取り上げられていただけじゃないか」

　ああ、そうか、と、ネッタはいまさら気づいた。

　知らなければ知らないで、幸せで居られたかも、なんて、嘘うそだ。

　地上に居る皆みなにも、この空を取り戻して、やっと本来の世界に戻るのだ。

　前の世代の懐かい古こではなく。

　これから自分たちが、青空の下を生きるべきなんだ。

「さあ、君の人生をずっと見下してた、むかつく星を殴なぐりに行くんだろ」

　運命を変える力を持った男が微笑ほほえむ。

　そのときネッタは、ようやく、自分が浮うかべるべき表情を自分で決めることができた。

「……もちろん。さあ、あいつはどこにいるの!?」

「アイビス、偵察窓から確かめてくれ」

　ダンに言われて、アイビスは

「あ、ああ、ちゃんと、見てるっしょ」

　とうろたえ気味みに答えた。

　気持ちはわかる、と、ネッタは認めざるをえない。

　足下を見ると、ヤーデもかなり無理をして、窓の外を見上げていた。あとで首か背筋が痛くなりそうだ。

　ダンは座すわったままで、いくつもの計器をせわしなく確かく認にんしたり、時計と小さなノートで何か計算したりしていた。

　眼下が尸雲の海でべったりと一色なので、外を見ても、いま機体がどこをどう飛んでいるのか、わからない。だから、そうやって確かめているのだろう、ということは、ネッタにもわかる。

「でも、いつもならほとんど真上にいるよね」

　不思議に思って、ネッタは自分も天窓を見上げてみた。さすがに太陽がこれだけ照っていると、魔ま星せいといえども昼には見えないのだろうか。

　だが、アイビスが突とつ然ぜん、

「あれ、ちゃうか」

　と、意外な方向を示した。

　ダンが機体を旋せん回かいさせる。ゆっくりと慎重に。

　やがてその姿が、ネッタの席にも見えるところに回ってきた。

「え、何で？」

　真上にいないその理由を、ダンが真っ先に察したらしく、その言葉でやっとネッタにも意味がわかった。

「静止軌き道どうではないと思ってはいたが、まさか、こんな低高度にいたとはな！」




　魔星がいるとしたら、おそらく低軌道あたりに仙せん術じゆつで無む理り矢や理り静止している――それが、ダンの予想だった。

　当たらずとも遠からず、と言いたいところだが、どうにも、予想外に低すぎる。

　逆に言えば、これなら眼下のどこにでも、自在に災わざわいを落とせるだろう。

　ダンはごくゆっくりと、慎重に、常に同じ位置……ネッタのいる機長席の、同じ位置に魔星が見えるように旋回できないか、試みた。

　そのときの旋回半径と角度から、三角測量で正しい高度が計算できるはずだ。それに、この高度では空気が薄く、急旋回すると失速しかねない。

　気圧計を見ても、高度計を見ても、地球なら成せい層そう圏けんにあたる高度だ。機外の温度もごく低い。まったく、ベヌウのお札がなかったら、いまごろ皆、凍えるか窒息していたに違ちがいない。

　元の爆ばく撃げき機きの性能なら、そろそろ実用上昇限度。仙術で多少底上げされているとはいえ、あと、どれだけ昇れるかは未知数。

　それから、見えているうちに確認しておくべきことがある。

　法力の光の奥おくにある、魔星の正体を見極めることだ。

　すくなくとも天体ではないことは確実となった。なんらかの邪じや悪あくな意志をもって、わざわざ仙術を使ってあんなところにいるのだ、ただの自然物ではあるまいと考えるのが道理というものだ。

　ダンはネッタに操そう縦じゆう輪りんを押さえておいてもらうと、備え付けの双眼鏡にオレンジのレンズカバーを取り付けた。太陽ではないが、肉眼で見ては明るすぎる。

　いざ、その姿を拡大して見たとき、ダンが抱いた印象は、しかし、ネッタ達たちにわかるたとえがとっさに、思い付かないようなしろものだった。

「……人工衛星じゃないのか、あれは」

　いや、もちろん、衛星軌道に乗っていない以上、それが人工衛星であるはずはない。

　だが、真ん中に塊かたまりがあり、四方に角張った羽根のようなものを広げて宙に浮いているようなものを、現代人なら他になんと言うだろう？

　その羽根は実際には太陽電池パドルではないのだろう。そういった四角四面のものではなく、少しうねった脈と膜から出来ていて、ある意味では昆虫の羽根のようでもある。ただし、ぴくりとも羽ばたいていない。

　胴どう体たいも衛星によくある立方体ではなく、もう少しゆがんだ、網あみ籠のような構造だ。アンテナのようなものはあるが、動物のような器官は見当たらない。

　その網籠の中につめられたものが、強い輝きの本体らしい。

　フォルムではなく、その構成要素を取り出してみれば、いちばん似ているものを、ダンは見たことがあった。

　それも、つい、さっき。

「鉱こう獣じゆうだ」

「え？」

「あいつ自身が、空飛ぶ鉱獣なんだ！」

　確信はない。しかし、そうとしか見えない。

「てことは、なんや、あいつは空から地上に仲間をばらまいてたことになるん？」

「そうなのかも知れないし、もっと上になにかあるのかもしれないけど」

「でも、鉱獣なら、私たちでも倒せるってことだよね？」

　実にストレートなことを、ネッタが言う。

「もしかして、そんなに近くにいるなら、このまま突っ込んだら届くんじゃ？」

「計算では……微び妙みようなところだ」

　ダンは苦虫なるものがその場に居たらかみつぶしたいところだった。

　三角測量で得られた魔星の高度は、ほぼ、地球のジェット機の上じよう昇しよう限度、そのすぐ上なのだ。

「ズーム上昇から弾だん道どう飛行、その頂点から光弾を打ち込めば、あるいは」

「やってみる価値はあるっしょ？」

「あと一いち撃げきくらい、いけます、よ」

　アイビスとヤーデから返事を受け取って、ダンは決意した。

「よし、やろう」

「そうこなくっちゃ」

「よし、みんな加速に備えろ。行くぞ！」

　敵に移動能力がないとは限らない。やれるときにやる、それがベストのはずだ。

　ダンは失速ぎりぎりの旋回からフロスロットルで勢いをつけると、計算通りの位置から、ぐいと操縦輪を引いた。

　ぴったり、真正面に魔星の光が乗る。あとは、風に煽あおられたり出力が乱れたりしないよう、機の状態にこそ気を配る。

　エンジンが息をついたり、空くう力りき舵だの効きが悪くなってきたら、限界の予兆。

　こればかりは、仙術でもどうにもならない物理的限界だ。

　その限界ぎりぎりまで、機体を引っ張る。

　やがて、誰の目にも、魔星が星の姿ではないとわかるころ、昇降舵の抵抗がなくなってきた。

「アイビス、燃焼は」

「続いてっしょ！」

　護ご法ほう童どう子じの発熱には、酸素はいらない。

　だから、エンジンが息をつくのは、推進剤としての空気の、純粋な不足だ。

　機首が沈む予感。その一歩前でダンが叫ぶ。

「ファイア！」

「喀ハーッ！」

　瞬しゆん時じにわずか一連射、光が走り、直後に機首ががくんと落ちた。

「鳳ほう翔しよう」は、上昇してきた勢いだけを頼たよりの弾道飛行に移り、そして頭上を、光弾が追い越こしていく。

「アイビス、温度一旦下げろ」

　推進剤であるとともに冷れい却きやく剤でもある空気もなしに全力運転を続ければ、護法童子が機体を溶とかしてしまう。回転の落ちる音がコクピットに響ひびき、そして頭上の光弾は――

「……だめ、届かないわ」

　ネッタの口調で、心底落らく胆たんしているのがわかる。

「くそ、足下見やがって」

　機を降下させつつ、ダンは舌打ちせずにはいられなかった。

　計算上は、本当にギリギリのはずだ。

　ロケットがあれば多分、届く。

　もしも空くう対たい空くうミサイルが一発あったなら、簡単にケリがついただろう。

　しかし、空気の力で飛ぶものでは、届かない。そういうところに、魔星は陣じん取っている。人間の足掻きをあざわらうかのように。

「本当に足下を見られているのか。まさか、僕ぼくたちが来ることまで見み越こして!?」

　そんなばかなことが、あるはずがない。ダンが来たのは事故だ。

　とはいえ、それにしても、絶妙すぎる。

「もう一撃、行けるか。それとも、対策を考えて出直すか」

　といって、どうする。それこそ、次はミサイルを作って持ってくるのか。

　それまで、そこにまだ魔星がいてくれれば、だが。

　まずはエンジンが再び吸気を始められるまで降下して、燃焼温度を再び上げる。やっと効いてきた舵で機首を水平に戻し、維持旋回を続けながら、考える。

「ヤーデさん、射程を延ばすって、できる？」

　いかにも疲つかれた顔でヤーデはふりむき、すまなさそうに言った。

「ごめんなさい、気力のある最初のうちなら、できたのだけど」

　考えてみれば、今朝からヤーデは、化石彊尸キヨンシーの群れをなぎ倒し、鉱獣に連撃をかけているのだ。さっきの一発が撃てただけでも、すでに限界以上だろう。

　さりとて、ほかに飛び道具はない。

「万策尽きた、か」

　ダンが歯軋りしたとき、隣でしばし黙りこくっていたネッタが、突然、とんでもないことを言った。

「私を、飛ばして」

「いま、なんて言った？」

　聞き間違いであってほしかった。だが、ネッタは真顔で繰くり返した。

「私を飛ばして。打撃力なら、私の体術のほうが大砲の弾より強い。この飛行機の速度と、ダンの術を乗せれば、きっとあの星に届く」

「そんな乱暴なことができるか！」

「気にしないで。私、乱暴な子だから。ごめんね……引いちゃった？」

「いや……」

　町でティンの刺し客かくに襲おそわれたとき、助けてくれたネッタがそう言って困った顔をしたのは、ダンも覚えていた。

　そのときも、同じように、否いな、と答えた。

　しかし、今度は乱暴のレベルが違う。飛行中のジェットからパラシュートもなしに飛びだすなんて、考えられない。

「君を放ほうり出すとか、ありえないよ。たしかに君ならあいつを砕くだけるかもしれない。けど、そのあと、どうする？」

「術さえ解けなければ、落っこちても、死にはしないよ」

「ここ、高度何キロあると思ってるんだ」

　地上の鉱獣に飛びかかる、と言われても躊躇するようなことだ。

　まして、ここから落ちて無事でいられる術があるとは、にわかには信じられない。

　いや、仮にもあのベヌウの娘むすめだ、できるのかもしれないが。

　しかし、そのベヌウから頼まれているのだ。

　娘むすめ達たちをよろしく、と。

　それを、あえて危険にさらして、もしものことがあったら、どうしたらいい？

「そこを、得意の計算でなんとかできんの？」

　不意に口を挟んできたのはアイビスだった。

「アイビス、君はまた余計なことを！」

　ダンはつい叫んだが、アイビスの額に浮かぶ汗に反論の言葉を失った。手立てもなくただ飛んでいるだけでも、彼女だけは、刻一刻と消耗しつづけている。

「諦あきらめるなら、早はよう。ただし、次の勝算があるんなら、しょ？　どないにしても、あんたは算段をつけにゃ、ならねっしょ」

「ねえ、私、ダンとこの飛行機のことを信じるよ。だから、私の力も信じてみて」

「……そこまで言われちゃ、なあ」

　ダンは頭をかいた。

　正直なところを言えば、自分の術がどのくらい上達したのか、それが一番、自信が持てない。ヤーデの光弾より遠くまで飛ばせるかどうかさえ、定かではない。まして、初速を指定するなんて、できるとも思えない。

　しかし、これが最後の手段としか思えないのも、本当のことで。

「自信を持って。仙術は法力と気力で使うものよ」

　ヤーデが、今いま更さらのように年上ぶって説教する。

「わかった、なんとかしてみせる」

　ダンは再び計算尺を取り出し、弾道計算を始めた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。多少の誤差があっても、それは生じたときに予感できるはずだ。

　ここは、そういうことができる世界なのだから。

　さっきの攻撃プランをちょっと修正するだけだから、やることは、あまり変わらない。そのはずだ。

「よし、行くぞネッタ」

「うん」

　二人してうなずき合うと、ダンは再び「鳳翔」を、弾道飛行の軌道に乗せた。

「アイビス、死ぬ気で回せ！」

「誰に言っとんじゃわれ！」

　薄い空気を、符の術式がかき集め、圧縮し、八はつ卦け炉ろは悲鳴にも似たタービン音を響かせた。再び敵の姿が、軸じく線に乗る。

「ネッタ、師し匠しようの符を余分に持って後ろへ。ヤーデさん、代わりにここに座って」

「ん」

　ネッタが席を離れると、足下の航法士席から這い出てきたヤーデが入れ替わりに座った。すこしだけ広い席になって、くつろぎたいところだろうが、そんな余よ裕ゆうは無い。

「操縦輪を握にぎって、両足をペダルに添えて。そしたら、今の位置から、なにがあってもピクリとも動かさないでくださいね。いいですか」

「は、はいっ」

「ユーハブ・コントロール。離します」

　ヤーデが必死の形相で操縦装置にしがみついているのを確認すると、ダンは自らも気密室代わりの護符を身につけて、ネッタの後に続いた。




「鳳翔」は機械的な気密を諦めたおかげで、飛行中にどこのハッチを開けても機体には影響がない。

　元は対空銃じゆう座だった場所の一つが、機体の背面に出られる非常ハッチになっている。とはいえ、そもそもこんな所を飛行中に開けるのは想定外だった。

　横開きにしておかなかったら、そもそも風圧で開かないだろう。

　ダンとしても、まさか自分が、そんな無茶なことを身一つでやることになるとは、夢にも思わなかった。

　仙術という魔ま法ほうが使える世界でなかったら、吹ふっ飛とばされて、窒息して、凍死するに決まっている。

　符ふの力は絶大で、とても高亜音速の気流にさらされているとは思えないほど、楽々と外に立つことができた。

　まったくのゼロにはできないと見えて、肌はだを寒気が刺し、髪かみや服の裾もたなびいているが、せいぜい、ちょっとした山の上にいるようにしか感じない。ブレードアンテナをつかんでいれば、安定は保てる。

　自分たちがエアブレーキになって、機速が沈むこともないようだ。

「まったく、たいしたモンだ」

　それから、振ふり向いてネッタの手を取り、引っ張り上げる。

「一度打ち出したら、僕ぼく自身にも制せい御ぎよできないんだよ。いいね？」

「今更何を言ってるの。だいたい、それならそれで、どこに落ちるか読めるんでしょ？」

「まあね」

「それに、これでいよいよ望みどおりとも言えるよ。だって、この手であいつを、本当に直接ぶん殴れるんだもの！」

　ネッタは力強く拳こぶしを握ってみせた。

「え、あっ、よく考えたら、刀はさっき投げちゃってる！」

　今になって気づいてダンは慌てたが、ネッタはくすりと笑っただけだった。

「平気平気。私、直接殴る方が強いから」

「え？」

「いつも武器使っているのは、そうすれば、やり過ぎても武器のほうが先に壊こわれてくれるからよ？」

「何じゃそりゃああああ！」

　ようやく分かった。町でベヌウがわざわざ、武器を使えと言っていた意味が。

　思わず、笑い声が出た。

　つられて、ネッタも笑った。

「じゃあ、一発決めてくるね。ちゃんと、拾いに来てよ？」

「ああ、約束する」

「信じてる、最初の約束どおり、ちゃんとここまで来られたもの」

　ネッタは憂いを振り捨てたような、さっぱりした目つきで正面を見み据すえた。

　間近に迫せまる、仇敵の星を。

「ああ、行ってこい」

　ダンはネッタの背中に手を添え、それから、彼かの女じよが機を蹴るのに合わせ、力の限り、気合いをこめて叫さけんだ。

「飛べ、ネッタぁー！」

　直後。

　まさに砲ほう弾だんのように飛びだしたネッタの後に、すかさず、衝しよう撃げき波はが置き去りにされていった。




　少女はいま、音速を超こえ、流星となった。




　良くも悪しくも、ネッタはいま自分がどのくらいの速度で、どれほど薄い空気の中を飛んでいるのか、わからなかった。

　ただ、びっくりするほど静かだ、とは思った。風の音をすべて、後ろに置き去りにしていくようだと。

　それがどういうことか、は、このさい関係なかった。

　大事なことはただ一つ。

　ダンの力が、間ま違ちがいなく、真正面のあの星まで届けてくれるということだけ。

　ぐんぐん大きくなっていくその姿が、なるほど星ではないことは、まぶしいほどの法力の光の中でも、はっきりしてきた。

「やっと会えたね」

　さすがに声は出ない。ただ、こんなときになんて言えば良かったのかとは思う。

　個人的な恨みは、ないと言えばない。

　しかし、それでも、あるべき幸せを奪うばった敵。

　魔星はただ、そこにあった。

　身動き一つするのでもなく、誰かが乗っている様子も無く、なにかの弁解をするでもなく。

　ただ、両手を広げたよりもずっと巨きよ大だいな羽根を広げて、悠ゆう々ゆうとそこにある。

　ネッタの手が届くとは、信じていないかのように。

　だからこそ、余計に不気味で、そして……尊大に思えた。

「でもね、悪いけど、私は信じてる。この手が届くって。だから――」

　ネッタは気合いを改めて込めると、激げき突とつの瞬しゆん間かん、拳を突き出した。

「砕けろ！」

　風の障しよう壁へきと赤い光が激突し、それを突つき破やぶって、たしかに拳は、手て応ごたえを感じた。




　ダンは発射の直後、すぐにコクピットにとって返した。「鳳翔」はすでに弾道の頂点を過ぎ、操縦輪を動かさなくてもさっきと同じ軌道で降下を始めている。

　ネッタの弾道とどこで交差するか。見事ブチ抜いたとしても、その衝しよう撃げきで減速するだろうし、最悪、撃破できなかったら速度を失って墜つい落らくしてくるかもしれない。

　彼女のことだから、一発でだめでも、しがみついて何度でも殴るような気はするが。

　だから、実際に激突する直前に、ダンが先読みを駆く使しする以外に先回りする手段がないのだ。ネッタの速度のほうが速いから、判断を誤ると回収できなくなる。

「当たれよ」

　瞬間、ダンは天窓を仰いだ。計算通りなら、着ちやく弾だんの時。

　もちろん、ネッタの姿は遠すぎて見えない。しかし――

「魔星が、砕けた！」

　それは、どんなに遠くても、だれの目にもはっきりと見えただろう。

　それまで天空にひときわ威い容ようを誇っていた光が、文字通り砕け散ちったのだ。

　無数の赤い塵が、濃紺の背景にまき散らされる。

　その欠片かけらの中で、ひときわ速く動く一筋の軌跡がある。

「あれは……」

「あれがネッタだ。減速しているけど、間に合う！」

　ダンは断言すると、操縦輪を傾け、微妙にスロットルを調整した。間に合わなくても、追い越してもいけない。手を離はなしているひまもない。暗算と、この世界がくれたスキルに頼って舵をとる。

「誰か、外で回収の用意を」

　といっても、ヤーデしか手が空いていない……と思ったとき、ヤーデは機長席で、操縦輪をしっかりと握りしめた。

「このまま動かさなければいいのよね？　行ってらっしゃい」

「いや、しかし」

「そこは『おおきに、行ってきます』っしょ？」

　姐あね弟で子し二人はにまにまと笑う。もちろん、迎むかえに行きたくないのかと言われれば、自分が行きたいにきまっているし、進路もこれで良いはずなのだが。
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「……まいったな」

「迷ってる間に、あの子、墜落するっしょ？」

「それは、いかんな」

　ダンは白旗を上げて、コクピットを離れ、再び機上に立った。

　たぶん、さっきネッタを送り出してから一分も経っていないのに、妙みように物寂さびしい。

　しかし、見上げれば、ほぼ予想どおりの軌道で、少女の体が落ちてくるのが見える。魔星の光をまとったようにキラキラと光りながら、その手を伸のばして――

　伸ばして――

「しまった、メートル単位の調整は無理か！」

　微妙に距きよ離りが離れていることに気づいたダンは、すかさず主翼に飛び降り、後退角にそって走り出した。あわくって手をばたばたさせているネッタを、ぎりぎり、翼よく端で受け止める。

　両手でしっかりと、少女の体を横向きに受け止め、力一杯つかむ。

「わわわ、ちょ、ちょっと、どこ触さわってるのよっ！」

　せっかく約束どおりに迎えに来たのに、ネッタは赤くなってじたばたともがいた。

「落ち着け、やばい、落ちる」

　たしかに、触ふれているのは胸と尻しりですが、それを気にしている場合かと。

「あ、あ、やだ、落ちるっ」

　自分で騒いでおきながら、ネッタは慌あわててしがみついてきた。豊かとは言えない胸が、逆に押おしつけられる。

　ダンは、二重の意味ですこしにやけながら、やさしくネッタに囁ささやいた。

「落ちてもきっと平気だ。後ろを見てみな」

　あぶなっかしい体勢のまま、二人は一いつ緒しよに振り返かえった。

　崩壊した魔星の直下から、尸雲が、空に孔あなをうがつように消えていく。

　その向こうに見えるのは、闇でも異世界でも無く、碧い海。

　空の青さをそのまま映した水鏡。

「尸雲が、晴れる!?」

「魔星がいなくなったなら、きっと、飛ぶ仙術も使えるようになったはずだ。そしたら、ここから落ちても飛べる。絶対に、大丈夫だよ」

「そ、そっか……でも、私、飛び方を知らないよ！」

　ネッタは眉まゆを八の字にして困ったような顔をした。言われてみれば、彼女は生涯一度だって、そんなことを試したことはないのだ。

「なら、まかせとけ。空を飛ぶことなら、僕はプロだ」

　ダンは、それだけは自信を持って言えた。




　だから、また、一緒に飛ぼう。







終章　ザ・サンライズ







　いくつかの計算違いがあった。

　一つ目は、いざ着陸しようとしたら、潮が引いていなかったこと。なにしろ緊きん急きゆう発進だったから、潮ちよう汐せきなんか気にしている場合ではなかった。

　やむなく、ダンは丘おかの上に強行着陸を敢行した。前脚を折ったものの、なんとか止まれたのは、鉱こう獣じゆうが道場を根こそぎ破は壊かいしておいてくれたおかげだった、というのは、さすがに笑えない。

　這々の体で「鳳ほう翔しよう」から這い出だした四人の前に現れたのは、ベヌウだった。

　しかも、のうのうと空を飛んで。

「おっさん、生きてたのか！」

　ダンならずとも、口をあんぐりさせるほかない。

「あの程度で死ぬほど老いてはおらん。おかげで十数年ぶりに空を飛べたぞ。ご苦労、ご苦労」

　足あし下もとにもうもうと雲を発して宙に浮いたまま、ベヌウは笑った。

　ネッタはもう、喜怒哀楽の全すべての表情をぐねぐねと。飛び立ったときの決意はいったい何だったのか。しかし父親が無事でうれしくないワケもなく。

「ところで師匠、いいもの持ってますねえ」

　ヤーデはすっとぼけた口調のまま、鋭するどくベヌウの持ち物に気づいた。

　大きな袋ふくろの中から、うっすらと赤い光りが漏れている。

「うむ、まあ、ひとっ飛び魔ま星せいの欠片を集めてきた。どうやら全部、魔石のようじゃ。これは高く売れる……」

　ベヌウが自じ慢まんげに掲かかげたそばから、ネッタはそれを力任せにひったくった。

「砕いたのは私だし、飛ばしてくれたのはダンだから、これは私たちが預かります」

　口調がきついのは、やつあたりついでだろうか。

　そして丸ごとそれを、ダンの前に突き出した。

「だ、だから、これをどうするかは決めさせてあげる……もしかしたら、帰る術ができたときに要いるかもしれないし」

　ネッタは、すっと目をそらした。

　なるほど、魔星を落とし、約束を果たしたからには、ダンが残る理由はなくなった。

　道どう士し達が帰還の術を編み出すのがいつになるとしても、そのときはまた、膨大な法力が必要になることは、容易に予想できた。

「そらま、その権利はあるっしょ」

　アイビスとヤーデもうなずいたが、そのとき、ため息を伴ともなったことをダンは見逃さなかった。いや、仮にさっさと帰れと言われたとしても、ダンの答えはもう決まっていた。

　ダンはネッタの正面に回ると、袋を持った彼女の手を両手で包んだ。

「なら、これは次の燃料に使おう。僕は浮ふ遊ゆう術を使えないし、だからって、帰るまで飛ばずにいられるたちじゃないんだ」

「そ、そう？」

　一度は顔を上げたネッタは、すぐ、恥ずかしそうにうつむいた。その一いつ瞬しゆんでも、赤くなった顔がほころんでいたのがわかる。

「な、なら、また私……達と、一緒に、飛べるのね？」

「ああ、飽きるほど、何度でも」

「よくぞ言った」

　さっきは売れるとか言っていたくせに、本当にぬけぬけと、ベヌウは放言を続けた。

　これが一番の計算違い。

「この調子で、残りの魔星も頼たのむぞ」

「今、なんて言った」

　せっかくの感動に水をさされて、ダンとネッタはそろって振り向むいた。

「誰だれが、魔星は一個だけだと言った？　世界中の人々の頭上にやつらは同時に出現したのじゃ。一説にはその総数は百八とも……」

「多すぎるわ！」

　しかし、つじつまは実は合っていた。

　魔星が一つでは、地球？　の裏側は支配できないのだから、全世界をカバーするなら、複数必要だ。高度が低ければそのぶん、一つあたりの分担は狭くなる。

「こりゃあ、またなんとか直して飛ぶっきゃ、ないっしょー」

　アイビスが完全にへばりながら、それでも楽しそうに愚ぐ痴った。

　いま、この場だけ浮遊術が使えても、他の星の下ではまた使えなくなるはずだ。そこに突入するなら、また「鳳翔」の翼は必要になる。

「まあ、こうなったら、世界中すべての人のぶん、空を取り返さないとね」

「えらく壮大な任務になったなあ」

「けど、道場は壊れちゃったし、浜はまは使えないこともあるんじゃ、どうしようかしら」

　ヤーデが現実を思い出させてくれたとき、道のほうから現れたのはバンタム・チェン挺てい尉いであった。

　また面めん倒どうが増えたかと身構えるダンの前で、バンタムは咳払い一つしてから、意外なことを言った。

「話は聞こえていた。こいつの置き場のことなら、俺に任せてもらおう」

「刑ぎよう部ぶの好きには、させたくないな」

「早まるな。直して飛ばすのに場所がいるなら協力する、と言っておる」

　きょとんとするダンの前で、バンタムは続けた。

「町に潜ひそむ魔星信しん奉ぽう者しやも、また何を企むかわからぬし、なにより……俺も、人間が飛べるってことを思い出させてもらったんで、な」

　バンタムは右手を差し出した。異世界でも、握手の意味みは同じということだろうか。ダンは思い切って、右手でそれを握った。

「アステル・ダン、空から来た。よろしく」




　なにもかもが片付いたと思ったら、ベヌウが最後にまた一つ。

「そもそも、わしとの約束がまだ残っておるしの」

「はて？」

　もうネッタは空を飛んだし、これからも飛ぶけど？　と、ダンは当のネッタと顔を見合わせ、首をかしげた。

　ベヌウは本当にもう、いけしゃあしゃあと言ってのけたものだ。

「実はわしの娘はもう一人おるのだが、母親ともども、今どこにいるかもわからん。そっちもよろしく頼むぞ」

　ネッタがみるみる泣きそうな顔になったのは言うまでもなく。

「どこまで面めん倒どう抱かかえたら気が済むんだあんたはーッ！」

「父様のばかーっ！」

　二人はまったく同時に、全力で突っ込んだ。

　物理で。







　その夜、世界に流れ星が降り注いだ。

　厚い尸し雲うんを通さず、本物の星々が瞬またたく中を、いくつもの光の条すじが流れていくのを、世界の、すくなくとも何割かの人々は、見上げることができた。

　淡く長い髪を巻いた少女も、そのひとり。

「何か、良いことがあったのかしら」

　少女――エンテ・クーは、まだ己の未来を知らない。







――終劇







あとがき







　親愛なる同志の皆さん！

　初めましてorお久しぶりです。ネタに詰まったらソ連になる作家、富永です。

　あと飛行機書きます。僕がこのネタを一番上手く使えるんだ、と言えるようになりたいですが、その場合まず営倉に入ることになりますか。それは困った。




　さて、今回は異世界転送ものになりました。現代人が現代のテクノロジーでチートして大活躍するやつですよ。魔法がだめなら物理で殴れ、という話。

　転生のほうが流行っているような気はしますが、事情により「現物」を持って行く必要があったので転送です。

　どんな「現物」かって、まあ見れば一目瞭然。先の名乗りに嘘はありません。てか夏に他社で出したのも異世界で飛行機飛ばす話じゃねーか！

　いや本来は某特撮スーパーメカを女の子チーム率いて飛ばしたい、という企画だったのですが、万能空中戦艦は持って行くあてがないのでこうなりました。

　あと異世界のイメージですが、ほら、一番有名なファンタジーＲＰＧでも、「武闘家」といえば、ねえ？　で、こうなったわけです。

　どうでもいいけど、異世界に転送と聞くとオーラロードが開かれる世代ですが何か。




　今作は途中で担当さんの交代もありました。前担当Ｍ様、新担当Ｈ様お疲れ様です。

　イラストは七六様に可愛く描いていただきました。ネッタの衣装なぞ、ラフで良いのが来たので逆にそちらに合わせたくらいです。ありがとうございます。




　それにしても、今年の新刊は夏冬ともコミケ当日に発売とか、どんな因果なのだ。








世界創世紀元七五二四年／飛行機紀元一一三年十二月　　

富永浩史　　
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